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「役立たず」と捨てられましたが、最強パパともふもふの愛娘になりました

晴日青
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幼女、捨てられる




　今日はアルトリシアの八歳の誕生日だ。

　それなのに彼女は今、冷たい廃鉱の地下で呆然と立ち尽くしている。

　幼さの残る柔らかな白い足には、つい先ほど双子の妹であるメルニエラによって突き飛ばされた際にできた痛々しい擦り傷があった。

　そう、彼女は、誕生日祝いに自分だけの魔石を探しに行こうとうそぶいた家族の手で、この恐ろしい鉱山に落とされてしまったのだ。

（こんなことをするほど、いらない子だと思われてるなんて知らなかった）

　ズキズキと痛む足を押さえ、アルトリシアは湿った土の壁に背を預ける。じわりと滲んだ地下水の冷たさなど、胸を満たしていく絶望と悲しみに比べればぬるいものだ。

　うつむいた弾みに柔らかな淡い金の髪が揺れる。肩よりも少し長いその髪も、南国の海を思わせる緑がかった美しい水色の瞳も、家族の誰とも似ていない。

　しかしアルトリシアは、自分が廃鉱に捨てられた理由がそれではないと知っている。

（役立たず、だから）

　唇を噛んで苦々しい吐息を漏らすと、どこかで寂しげに水の滴る音がした。

　この世界には『魔法使い』がいる。一般人よりも大きな力を魔石から行使できる者たちで、彼らによって国の秩序や便利な暮らしが保たれていると言っていい。

　いかに器用に力を引き出せるかが魔法使いの優劣を分けており、アルトリシアの妹、メルニエラはその才能に非常に長たけている。どんな小さなクズ石からも力を引き出し、自身の望んだ結果を生み出せる彼女を、人々は『聖せい女じょ』と呼んだ。

　一方のアルトリシアはというと、妹にすべての能力を引き渡して生まれたのかと思うほどなんの力も持っていなかった。彼女の手の上に置かれた小さな魔石はただの石でしかなく、妹のように炎や水を生み出したり、光り輝いたりすることがなかった。魔法使いではない一般人であっても小さな光を生み出すくらいはできるのに、である。

　生まれて初めて魔石に触れた時がすべての始まりだったのだ。

　マイネス子爵家の娘にもかかわらず、アルトリシアは父からも母からも、そして妹からも虐げられて育った。食事を抜かれ、外出には連れて行ってもらえず、子爵家で開かれる夜会の参加を許されないばかりか、部屋から絶対に出てくるなと閉じ込められる始末。挙句には気に入らないことがあれば容赦なく打ち据えられ、身体からだ中じゅうにあざを作る羽目になった。顔が腫れ上がるまで殴られたのも、一度や二度ではない。

　そんな日々の結果、彼女は廃鉱の暗い穴に突き飛ばされてしまった。どこから地上へ戻ればいいのかもわからず、すんと鼻を鳴らす。

（おかしいって気付くべきった）

　このまま助けを待っていたところで、家族が戻ってくる可能性はゼロだ。アルトリシアは勝手にこぼれる涙を必死に手で拭いながら、とぼとぼと足場の悪い道を歩き出した。

　彼女が捨てられたのは、家族にとっての役立たずだからだ。しかしまさか、死んでも構わないとまで思われているとは。

　穴へ落とされた際に足を折らなかったのは不幸中の幸いか。そうは言っても引きずらなければ歩くのが困難な程度の怪け我がは負っている。

　廃鉱と言うだけあって、周囲に明かりはなかった。暗闇に慣れた目がかろうじて土壁を視認するくらいで、いつの間にか足もとに現れた深い穴に何度も落ちかける。

　ひたすらに恐ろしくて、足が痛むのも構わず歩みを速める。

　いったい自分がどこにいるのかもわからないまま歩いていたアルトリシアの耳に、ふと獣の咆哮が届いた。

　ぞわりと背中の毛が逆立つ。声は反響していたが、それほど遠くないように感じられた。

（魔ま獣じゅうがいる）

　そう思った瞬間、転がるようにその場から走り出していた。

　魔獣とは、魔石を核とする獣を言う。本来、獣と呼ばれる生き物よりも大きな個体が多く、口から火を吹き出す、全身を雷いかずちで覆うといった特殊な力を身につけていたり、翼もないのに空を飛んでいるのかと錯覚するほど高く飛び上がる、目にも止まらぬ速さで地上を駆けるといった身体能力に優れていたりする。

　なぜ魔獣が生まれるのかはわかっていない。魔法使いが扱うように獣の中にも魔石を扱える個体がいるのか、あるいは取り込むことによって性質が変化するものなのか。どちらにせよ、危険な生き物には変わりがない。

　咆哮がさらに近付く。

　全力で逃げているつもりなのに、敵との距離は遠ざかっていないようだ。

（やだ、やだ……。誰か助けて……！）

　両手両足をバラバラに動かしながら走るも、だんだんと獣の声だけでなく息遣いや足音も聞こえ始めた。暗いせいで定かではないが、一本道ではないことはアルトリシアも感じ取っている。魔獣は彼女を追ってきていた。

（どっち？　どこに逃げたらいい？）

　冷静に判断などできるはずもなく、彼女は知らずにより深くへと潜っていく。もう今来た道を戻れと言われたところで戻れないだろう。

　今にも背後から魔獣の牙か爪が迫るかと思っていたその時、不意に小さな身体が不安定に傾いた。

「きゃあっ！」

　これまでは気を付けていたのに、とうとう穴に足を滑らせてしまった。

　こぼれ出た悲鳴が響き、獣が歓喜したように再び吠える。

　宙に投げ出された身体は重力に従って落ち、硬い壁にぶつかり、擦れながら転がった。

「う……」

　ようやく地面に辿たどり着くも、無数の傷による痛みのせいで起き上がれない。アルトリシアは地面に伏したまま、なおも助けを求めるように弱々しく手を前に伸ばした。

　土埃で汚れたその手にこつんと硬いものが触れる。端の欠けた蒼あおい石を見て、アルトリシアは無意識にそれを握り込んだ。そして、必死に祈る。

（助けて。助けて。助けて……！）

　もし魔石を扱えたなら、家族からも捨てられず、こんな暗い場所でひとり恐ろしい思いをすることにもならなかったのだろうかと、アルトリシアは堪こらえ切れずに涙をこぼした。

　とうに諦めた『魔石を扱える』という奇跡が、今、ここで起きたならばよかったのに、現実はどこまでも非情だった。

　重く柔らかいものがすぐそばに降り立つ気配を感じ、彼女は恐怖に怯えながら自身の追跡者を確認する。

　そこにいたのは暗闇に薄ぼんやりと白く光る魔獣。地面を這っているのかと錯覚するほど姿勢の低い四つ足の獣は、アルトリシアなど易々と裂いてしまえるだけの爪を持っていた。爛らん々らんと光る金の瞳が幼い獲物を捕らえ、まるで笑うように細くなる。

（死んじゃう、の）

　ギリギリのところを保っていた心がついに折れてしまう。

　せめて痛みがないようにと目を閉じたアルトリシアだが、不意に胸の辺りに熱を感じ、握り込んでいた塊を放り出した。

　何事なのか理解する前に、もう一匹別の獣が目の前に現れる。

　それは蒼い狼だった。この暗闇の中でも、美しい青せい銀ぎんの毛並みだとわかる。

　通常、狼と呼ぶ獣よりひと回りもふた回りも大きく、この獣が単なる狼ではなく魔獣なのだと示していた。

　二匹が向き合って睨み合い、やがて白い魔獣が吠える。

　その瞬間、蒼い狼が素早く飛びかかった。まるでアルトリシアを守るかのように。

（な、に……？）

　目の前で魔獣同士が激しく争っている。

　人を襲うという話は聞いているが、魔獣が魔獣を襲うという話は耳にしたことがない。

　考えようにも体力の限界を感じていたアルトリシアの前で、やがて白い獣は手ひどく痛めつけられてその場から逃げ去った。

　残った狼が振り返り、蒼玉サファイアのような美しいきらめきの瞳が彼女を捉える。

　どちらにせよ、魔獣に食われて命を落とすのだ。

　そう観念したアルトリシアが再び目を閉じると、生暖かい感触が頬をくすぐった。

「っ、ひゃ」

　狼が甘えるように鼻を押し付け、アルトリシアを舐める。

「や、やだ、やめて」

　悲鳴をあげて逃げようとするも、身体が軋んで身動きが取れない。

　自分の倍以上はゆうにある生き物に怯える彼女を前に、狼はふと舐めるのをやめた。

　一歩足を引いたかと思うと、その姿が不意に地面に溶ける。否、溶けたように見えた。

　あ、とアルトリシアが驚きの声を漏らす。

　まばたきをした一瞬の間に狼の姿は消え、代わりに二十代前半の男が現れたからだ。

「よう、大丈夫か？」

　突然話しかけられ、びくりとアルトリシアの身体が跳ねる。

「そんなに怖がるなよ。助けてやったじゃねェか」

　随分と気さくな話し方をする。彼はおもしろいものを見るかのようにアルトリシアを見つめ、あの狼と同じく蒼玉に似た瞳をきらめかせていた。

　アルトリシアは今の状況が理解できずに、不安を覚えながら男を観察する。

　思わずため息をつきたくなるような美しく青い瞳。短い髪もまた、狼と同じ色をしていた。唇の端が常に引き上げられており、飄ひょう々ひょうとして掴みどころのない印象を与える。

　そして最も違和感を覚えるのは、その耳だ。通常、人間の耳がある位置は髪で隠れ、代わりに頭上に柔らかそうな獣の耳が生えている。

　おかしいと気付いたアルトリシアの視界の端でなにかが揺れた。ぎょっとしたのは、男の背後で動くこれまた獣のものとしか思えない尾のせいである。

「あ、あなた、誰」

　男に対する多くの疑問を抱きつつ、アルトリシアは震える声で話しかけた。

「そうだよな、自己紹介が先だよな」

　彼はそう言うと、目線を合わせるようにしゃがんだ。

「俺はサフィルスファルスフェルステンだ。硬度は九、核は蒼玉」

「さふぃ……？」

　舌を噛みそうになったアルトリシアに向けて、彼はくっと笑い声を漏らす。

「サフィでいい。お前は？」

「アルトリシア……。みんなはアルティって呼ぶよ」

「そっか。だったらちびって呼ぶ」

　サフィの発言は彼女をひどく困惑させた。まさかそう返されるとは思わない。

　会話ができたからか少し落ち着いた彼女を、彼は軽々と抱き上げる。そして自身の左腕を軽く折り曲げ、そこに座らせた。

「で、こんなとこでなにしてる？」

　そんな話をする前に聞きたいことが山ほどあるのだが、アルトリシアは自分の疑問や意見を押し通せるような子どもではなかった。これまで散々押し込められて生きてきたせいだ。

「捨てられたの」

　ぽつりと落ちた声はかわいそうなほど震えていた。

　しかし、サフィは特に気にした様子なく、再び『そっか』とだけ答え、腕に彼女を抱いたまま歩き出す。

　もう動けそうにない身体を運んでくれるのはありがたいが、彼がどこへ連れて行こうとしているのか、なぜ自分にかかわろうとするのか、アルトリシアにはわからない。

　そこでふとアルトリシアは大切なことを言っていないと気が付いた。

「え、と……サフィ？」

「ん？　どした」

「助けてくれてありがとう……？」

　落ちないよう、首にしがみつきながら言う。するとサフィは喉を鳴らして笑った。

「そいつはこっちの台詞せりふだ。お前のおかげで助かった。ありがとな」

　アルトリシアの顔に疑問が浮かぶ。

　それに気付いたのか、サフィは彼女の言葉を待たずに続けた。

「もう何千年も欠けたまま転がっててな。弟とははぐれるし、元にも戻れねェし、散々な目に遭ってた。それをお前が助けてくれたんだ」

　欠けた、と彼女の小さい唇が動く。

「そ。お前と違って、俺は人間じゃねェ」

　それを聞いた瞬間、驚いて跳ねた身体がひっくり返って落ちそうになる。しかしそうなる前に彼の腕がしっかりとアルトリシアの身体を支えた。

「人間じゃないの？　じゃあ、なに……？」

「石だよ、石。『生きた石』だ」

　説明しているのかいないのか、いまいちはっきりしない。

「お前の周りにはいねェのか？」

「うん。サフィみたいな人には初めて会ったよ」

　人と呼ぶべきか、石と呼ぶべきか悩みながら言う。

「じゃあ、わからねェのも仕方ないな」

　普通はいるものなのだろうか。あまり子爵家から出たことがない彼女にはわからない。

　サフィが歩きながらする説明を、アルトリシアは頭の中で必死に噛み砕きながら聞いた。

　まず、彼は魔獣を『生きた石』と呼んだ。そしてアルトリシアたち人間が呼ぶ魔石を『死んだ石』と呼ぶ。

　彼のように人の形を取れる魔獣は希少らしく、先ほど現れたような獣と自分とで明確に区別をしているようだ。人間よりも獣の姿の方が楽に取れる形だから、力のない魔石は獣でいるしかないのだという。

　そんなサフィは本人いわく数千年前に核である石が欠け、長きに渡って眠りについていた。そこに力を与え、修復したのがアルトリシアらしい。

「私、なんにもしてないよ？」

　首を横に振りながら否定すると、反論される。

「したから俺がここにいるんだよ」

　そうは言っても、アルトリシアには魔石を扱う能力がない。しかしサフィは特別な力があると力説する。

「お前は魔お石れに力を与えられる。おかげでさっさと目が覚めたってわけだ」

「わかんない……」

「すげェって話」

　自己修復にはまだ千年以上の月日を必要としていたサフィが、アルトリシアを助け、今も面倒を見るのはそれが理由である。

　つまるところ、彼は彼女に深い恩義を感じていた。

「俺がいるからには、もう怖い思いはさせねェよ。安心しな」

「うん、ありがとう」

　疑問の多い男ではあるが、疑うような相手ではない。自分を庇護してくれる温もりを求めていたのもあり、アルトリシアは優しい言葉に頷きを返す。

「その前に探しものがあってな。ちょっと付き合ってもらっていいか？」

　再び頷いておく。だめだと言ったところで、今は抱き上げられ、運ばれている状態だ。

　それに、彼女は今まで『嫌だ』『だめだ』というお願いを聞いてもらえたためしがない。

　それから、ふたりは間も置かずに会話を続けた。アルトリシアはあまりしゃべる方ではなかったが、サフィがよく話しかけたからだ。

　今の世界はどういった具合なのか、どんな生まれ育ちなのか。

　虐げられて育ったと聞くと、『いつか皆殺しにしてやろうな』と笑って言う物騒さにはアルトリシアも驚いたが。

　彼は基本的に親切で、アルトリシアに対し優しく接する。気さくな言動もあって、気が付けばアルトリシアもすっかり気を許していた。

　ただ、ひとつ困るのは痛みや傷に対して無頓着なところだろう。

　廃鉱に落とされ、魔獣に追われてさらに怪我をし、身動きすら取れずにいたアルトリシアだが、その状態を彼は理解していない節がある。

　それは行く手を阻む魔獣が現れ、追い払う時に彼女を地面に投げたことで発覚した。

　無造作に放り投げられた身体は、できたばかりの傷のせいで激しい痛みを訴え、受け身も取れずに地面に転がった。

　しばらく起き上がれず、歯を食いしばって痛みが引くのを待つアルトリシアを見て、サフィは彼女以上にその結果を驚いたようだった。

「お前が俺とは違うんだって忘れてた」

　そんなやり取りを経て以降、サフィは壊れ物を扱うように慎重な手つきで触れるようになった。どうも本体が石なのもあって、彼は痛覚が鈍いようだ。

　やがて、ほとんど休みなく歩き続けていた足がようやく止まった。少し開けた場所の中心に、まるで待ち構えていたかのように真紅の鳥が鎮座している。

　新手の魔獣の姿に怯おびえたアルトリシアがサフィの首にしがみつくと、震えるその背中を大きな手が優しく撫でた。

「大丈夫だ。弟だよ。――久しぶりだなァ、ルブ」

　声をかけると、幻想的な鳥の姿が溶けるように消えて若い男へと変わる。

　ルブと呼ばれた男は少年と青年のちょうど間くらいの容姿をしていた。赤い髪はつんと元気に跳ね、燃えるように鮮やかな真紅の瞳は宝飾品のようだ。サフィと違うのは、人間の耳があるところだろう。しかしその背中には翼がある。

　男はサフィを穴が空くほど見つめ、ややあってから破顔した。

「兄貴！」

　勢いよく飛び込んできた弟が、危なげなく兄に受け止められる。

「ほんとに直ったんだな！」

「このちびのおかげでな」

　話を振られたアルトリシアがまたびくりと震える。既に信頼を置いているサフィにしがみつき、こわごわとルブの方へ視線を移した。

　ルブは目が合うなり、人懐こく目を細めて笑う。

「ありがとな、アルティ！」

　頭を撫でられたアルトリシアが混乱に陥る。

「ど、どうして名前……」

「兄貴に聞いた。俺たち、離れてても話せるんだ」

「会った時に説明するのは面倒だろ？」

　そういうものなのだろうかと問う前に、アルトリシアの頭にルブの手が乗る。

「俺はルベウスベリアヴァントリード。硬度は九、核は紅玉ルビー。兄貴とは同じ石から生まれたんだ。よろしくな！」

　わしわしと撫でる手はサフィより親しみがある。サフィはどうも荒っぽいところがあるため、アルトリシアはルブに撫でられる方が安心できた。

「ルブって呼んでいいの？」

「好きなように呼べばいいさ」

　答えたのは本人ではなく兄の方だった。それをルブも気にしていない。

「じゃあ、ルブとサフィね」

　確認するように言いながら、ふと不安を覚える。

「ルブに会えたから、サフィとはここでお別れ？」

　彼は探しものがあると言っていた。それが弟なら、今、目的を果たしている。

「うん？　ついていく気でいたんだが」

「本当？　一緒にいてくれるの？」

　思わず本音が出たアルトリシアは、ハッと自分の口を押さえる。彼の迷惑になるだろうかという思いから出た行為だったが、それをサフィは笑った。

「怖い思いはさせねェって言っただろ。これからはずっと一緒にいてやる」

「じゃあ、俺もアルティについていけばいいんだな」

　サフィが方針を決め、ルブもそれに従う。彼らと別れなくてもいいという安心感は、アルトリシアの口もとに自然と笑みを作らせた。

「よかったぁ……」
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　微笑んだふたりが目を丸くする。出会ったばかりのルブはもちろん、サフィが彼女の笑みを見たのはこれが初めてだった。

「お前、笑うの下手なんだなァ」

　つられたようにサフィも笑い、ルブも頬を緩ませる。

（お兄ちゃんがふたりもできたみたい。怖かったけど、素敵なお誕生日になったかも）

　肩の力を抜いたアルトリシアは、その瞬間、糸が切れたように意識を失ったのだった。










幼女、拾われる




　アルトリシアが目を覚ました時、そこにはまったく知らない天井が広がっていた。

（どこ、ここ……？）

　起き上がろうとすると、身体中のあちこちがズキズキと痛んだ。その痛みがこれが夢ではないと教えてくれるも、余計に現状が理解できず戸惑う。

　今度はおそるおそる顔を上げて周囲を見回した。清潔感のある白を基調とした過ごしやすそうな部屋だ。

　立派な子爵家で育ったとはいえ、散々な扱いをされていたアルトリシアにはわからなかったが、見る者が見ればここが地位のある人間が生活する屋敷の一室だと察するだろう。

（私の家じゃない……。サフィたちは？）

　部屋に知り合ったばかりの彼らの姿はなかった。急に不安が込み上げるも、その時頭の中に聞き慣れた声が響く。

『よう。起きたか、ちび』

『大丈夫かー？』

　すぐ耳もとで話しかけられたような、それでいてどこか遠くから声をかけられているような、不思議な感覚に驚いたアルトリシアは、そこで自分の両手に光る指輪に気が付いた。

　左手の中指には蒼玉が、右手の中指には紅玉がはめ込まれた指輪がある。そんなものを身につけていた記憶などなかったが、鮮やかな石の色には覚えがあった。これはサフィとルブ、それぞれの瞳の色によく似ている。

「サフィ？　ルブ……？」

　こわごわ名前を呼んだアルトリシアの脳内に、再び声が落ちる。

『気を失ったお前を助けるためには、人間の手が必要でな。一番まともそうなとこを選んだつもりだが、俺たちが人前に出るのはいろいろと面倒だろ？』

『だから兄貴が指輪になればいいって。兄貴が左で俺が右の指輪な。声に出さなくても頭の中で話しかけてくれれば伝わるよ』

　なるほど、とよくわからないまま頭の中で返事をしてみる。

　彼らは獣から人へ姿を変える生きた石だ。こうして指輪になるのも不可能ではないということなのだろう。

（ここはどこ？）

　尋ねたアルトリシアにふたりが返答するよりも早く、扉を叩く音が聞こえ、ややあってから開かれた。

「あら、お目覚めでしたか！」

　恰幅のいい女性がぱっと顔を輝かせてベッドまで足早に近付く。

　見知らぬ人物に距離を縮められ、アルトリシアは怯えたように身体を震わせたが、その女性は彼女になにもひどい真似をしなかった。そればかりか、安心したように優しく手を握る。

「随分と長く眠っていらっしゃるから、ゼノハルト様も心配なさっていたんですよ」

「ゼノ……？」

「ああ。あなたを廃鉱の近くで発見した、エクレル領のご領主様です」

　そう言われてもいまいちどういう人物なのか理解できない。本来、八歳にもなれば国の地理や歴史も学んでいるはずだが、アルトリシアは環境のせいでほとんど知識がなかった。

「なんでも、燃えるような赤い鳥がお嬢様のもとまでゼノハルト様を導いたのだとか」

　ルブだ、と考えてアルトリシアは少し頬を緩めた。彼は倒れた彼女のために、わざわざ獣の姿を晒して人を呼んできてくれたのだ。

「え、と……ゼノハルトさん、はどこにいますか」

　家族以外と話した経験が少ないせいで、たどたどしい聞き方になってしまう。サフィたちに対してはこうではなかったのに、とアルトリシアは情けない気持ちになった。

「今は執務室にいらっしゃいますよ。お嬢様が目覚めたと聞いたら、きっと安心なさるでしょうね。すぐ呼んできますから、ちょっとお待ちを……」

「その必要はない」

　涼やかな低い声が聞こえて目を向けると、厳しい表情の男が扉の前に立っていた。

　ゼノハルト様、と女性が名前を呼んだことから、彼こそがこの屋敷の主人なのだと悟る。

　引き結んだ唇と、微かに寄った眉間の皺が非常に威圧的な雰囲気を醸し出す男だ。一切の冗談も通用しなさそうな無表情を、白金色プラチナの髪が飾っている。彼はその長髪をひとつにまとめて結わえていた。女性的な結び方だが、不思議とよく似合っている。

　瞳の色は暗い緑。あるいは黒味がかった黄緑だろうか。春を思わせる色でありながら、冷たさを感じさせるのは彼の表情のせいだろう。

　歓迎されているとは思い難い男の姿に、アルトリシアはふるふると身体を震わせた。

「あ、あの」

　なにか言わなければと口を開くが、ゼノハルトはそれを手で制した。

「なぜ、あのような廃鉱にひとりで倒れていた？」

「わ、私、その」

　助けてくれた人だとわかっていても、叱られているようで声がうまく出ない。見上げるような体躯も、武骨な手も、射抜くような瞳も、なにもかもが恐ろしい。

　すると、その様子を観察していた女性がやれやれと首を横に振った。

「ゼノハルト様。相手はちっちゃな子どもなんですよ。いきなり問い詰めても怯えるに決まってるじゃないですか」

「別に問い詰めてなど」

「ご自分が誤解されやすい質たちだってご存知でしょう？」

　指摘され、ゼノハルトが眉根を寄せる。アルトリシアからすれば機嫌を損ねたようにしか思えなかったが、女性は気にせずさらに続けた。

「まず、見下ろすのはおやめください。ただでさえ背が高くていらっしゃるんだから、お嬢様だって怖がりますよ」

「……たしかに随分と小さいが」

　ちら、と橄欖石色ペリドットの瞳がアルトリシアを捉える。

「怖がらせるつもりはない。楽にしていろ」

　淡々とした言い方に変化はないが、幾分気を遣おうとしているのは伝わる。そもそも助けてくれた相手なのだから必要以上に警戒しなくていいはずだと、アルトリシアはほんの少しだけ頷いた。

　ゼノハルトは椅子をベッドの脇に引き寄せて座ると、幼い彼女と目線を合わせるようにして再び話しかける。

「まずは名乗るべきだったな。ゼノハルト・エクレルと言う。エクレル領の現当主だ」

　無駄のない自己紹介を聞き、アルトリシアはこくりと息を呑んだ。

「あ、アルトリシアです。アルトリシア・マイネス」

「マイネス？　子爵家の？」

「はい」

　実家について考えると、アルトリシアの胸はつきんと嫌な痛みを訴えた。必要な人間ではないと判断され、廃鉱に突き落とされた悲しみと絶望がよみがえる。

「……あ」

　とてもつらかった、と思った時にはもう、彼女の頬を涙が伝っていた。

「ごめ、ごめんなさい、ごめんなさい……」

　説明をしなければいけないのに、瞳からこぼれるしずくが止まってくれない。

「……謝らなくていい」

　必死に泣き止もうとする幼い少女に、ゼノハルトが静かな声で言った。

　アルトリシアは伸びてきた大きな手に身体を強張らせるも、ぎこちなく抱きしめられ、頭を撫でられて息を止めた。

「話は後で聞こう。子どもの慰め方はわからないのだが、これで合っているか？」

「っ……はい……」

　今まで、こんな風に彼女に触れた人はいなかった。サフィやルブとは違う温かさを感じ、アルトリシアはしばらくゼノハルトの腕の中で泣きじゃくった。

　まぶたが熱くなるほど泣いた後、彼女はこれまでの経緯を喉を詰まらせながら説明した。

　その間、ゼノハルトは短く相槌を打ち、真摯な態度で聞いていた。子どもの戯たわ言ごとだと話を切り上げず、うまく話せなければ様子を窺いながら質問した。

　侮らずに丁寧に話を聞く姿に安心し、やがてアルトリシアもだんだんとうまく話せるようになっていった。

　さすがに忌むべき存在とされる魔獣に分類されるサフィとルブについては、どう説明すべきか思いつかなかったのもあって伏せておく。彼らが敵ではないのだと理解してもらうには、まずアルトリシア自身の中で整理しなければならない。ただでさえ一日に起きたことが多すぎて、そこまでの処理は難しかった。

　話を終える頃には、最初に声をかけてくれた女性は部屋から立ち去っており、アルトリシアとゼノハルトのふたりだけになっていた。

「つまりお前は、これまで実の家族に虐げられ、挙句に廃鉱に捨てられたと？」

「……はい」

　彼は話を聞いてまとめただけだとわかっていても、改めて突きつけられた事実に涙が滲む。膝を覆う柔らかな毛布を握る手に自然と力が入った。

「そんな親がいていいものか」

　唸るような低い声が聞こえ、アルトリシアの肩が跳ねる。

　ゼノハルトは、はっきりと強い怒りを覚えていた。

　八歳とは言うものの、彼女の身体の小ささはその年頃の子どもには見えない。一方で、会話の応対は恐ろしい思いをした割には冷静で、子どもらしさを許されてこなかったのだと感じさせる。必死に自分の身に起きたことを説明しようとする姿も痛ましく、涙をこらえるつらそうな表情がゼノハルトの胸を突いた。

「そんな家でも、まだ帰りたいか？」

　その問いかけに、アルトリシアは首を横に振って答える。

「帰りたくない……」

「わかった。ここにいたいのなら、いつまででもいればいい」

　え、と顔を上げた彼女に厳しい眼差しが向けられる。

「無理に帰らせるつもりはない。自分の家だと思って過ごせ」

「でも、あの、悪いです」

「当主の私がいいと言うものを、なぜお前が悪いと決める？」

　叱られたように感じ、アルトリシアはきゅっと首を引っ込めた。その反応から言葉を誤ったと気付いたのか、ゼノハルトが若干気まずそうな顔をする。

「子どもが遠慮などするな」

　柔らかな金髪の上に大きな手が乗った。

　撫でられた経験の少ないアルトリシアは再度身を強張らせ、子どもを撫でた経験のないゼノハルトは、どうすれば怯えさせずに済むのか必死に考えていた。
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　アルトリシアがゼノハルトのもとへ身を寄せてからひと月ほどが経過した。

　身体のあちこちにあった傷は消え、今では駆け回れるほどになっている。骨が折れていなかったのは幸いだった。ひどく打った場所は痛々しい青あざになったが、これも屋敷の者による献身的な治療によって次第に治っていった。

　このひと月、アルトリシアは自分が違う世界に来たのかと錯覚する日々を送っていた。

　まず、朝起きると使用人たちが洗顔から着替えといった身支度をしてくれる。ぼんやりと立っているだけで、ぴかぴかの身体と洋服を手に入れられるのだ。ちなみに洋服は新しくゼノハルトが用意したものらしく、そもそも新品の服など着た経験のないアルトリシアは恐縮してしまった。

　食事だって初めてのものばかりで、最初は手をつけていいかわからなかった。焼きたての柔らかな白いパンなど、これまで硬くなった黒パンを投げつけられていたアルトリシアには初めてのものだった。しかも屋敷の庭で摘み取られた果物から作られたとびきり甘いジャムをたっぷり付けていいという。それだけでも衝撃的だったのに、ジャムは種類が豊富で、さらに蜂蜜まで用意されていた。

　表面がこんがりと焼けたパンと、とろける黄金色の蜂蜜を見て、目の前の光景が信じられず泣いてしまったのは記憶に新しい。

　甘いものどころかまともな食事さえ与えられなかった少女を哀れんだ使用人たちは、その日からせっせと彼女に貢ぎ物ならぬ贈り物をするようになった。

　実家で作った果物の菓子や、砂糖を煮詰めた飴。香ばしい焼き菓子に、牛乳をたっぷり使ったクリームをこれでもかとのせたパンケーキ。

　連日のように未知の食べ物を与えられて緊張していたアルトリシアも、やがて彼らの好意を受け入れ、ぎこちない笑顔を見せるようになっていった。

　そんな彼女に屋敷の主人であるゼノハルトがなにをしたかというと、まず、庶民の手には届かないチョコレートを大量に買い集めて与えた。次に彼女がレースの付いた服を好むらしいと知ると、王都でも有名な店にアルトリシア専用の洋服を依頼した。その時の端材でかわいらしい熊のぬいぐるみまで作らせ、今ではアルトリシアのものとなった部屋にせっせと並べている。

　誰よりもアルトリシアに尽くす彼は、彼女が思っていたよりもずっと若かった。

　アルトリシアは辺境のエクレル領の領主と聞いて、てっきり自身の父親ぐらいの年齢だろうと予想していたが、使用人の話を聞くとまだ二十七歳だという。実年齢より上に思われがちなのは落ち着きがありすぎるからだろうとのことだ。最近はアルトリシアと接しているからか、近寄りがたい空気もだいぶ和らいでいるらしい。

　そういうわけで、アルトリシアはこれまでの八年間が嘘だったかのように幸せな生活を送っていた。

「それでね。今朝もゼノハルトさんが髪飾りをくれたの！」

　出会った時とはうってかわって子どもらしく笑うようになったアルトリシアを、彼女以外の前では決して姿を晒さないルブが微笑ましく見守る。

　彼女の髪にはきらびやかな新しん緑りょくの宝石がはめ込まれた、花を象かたどった飾りがあった。魔石を丁寧に磨き、加工した逸品は、その辺の人間が簡単に購入できるものではない。

「似合ってるじゃん」

　気まぐれなサフィと違い、ルブはどんな話にでも付き合う。

「兄貴もそう思うだろ？」

「ちびに似合うのはやっぱ蒼い石だよなァ」

　適当に聞き流していたとは言わず、サフィはアルトリシアに近付いて髪飾りをつつく。

「こんな石なんかより、俺サマのがよっぽどいい」

「サフィもルブもとってもきれいだよ」

　思ったことをそのまま伝えると、満足そうな笑みが返ってくる。

　しかし、なにか言おうとしたその口が不意に閉じた。扉の方へ目を向けたサフィの姿がふっと溶けて消える。

「人が来たなら言ってくれよ！」

　そう言いながらルブの姿も溶ける。

　彼らが姿を消してすぐ、扉を叩く音が聞こえた。

「どちら様ですか？」

　立ち上がって駆けたアルトリシアが扉を開くと、そこにはゼノハルトが立っている。

　相変わらずの長身のせいで、彼女は首が痛くなるくらい見上げなければ彼の表情を窺えなかった。

「誰かいたのか？」

　用を伝えるよりも早く、ゼノハルトは部屋の中を確認する。

（サフィたちと話してるの、聞こえたのかな）

　ふたりについては親切にしてくれている人たちの誰にも話せていない。彼ら自身、伝えない方がいいと言っていたのもあり、アルトリシアは嘘をつく申し訳なさを感じながらも目を逸らしてごまかす。

「ううん、ぬいぐるみとおしゃべりしてたんです」

　ほら、とアルトリシアはソファに座らせていたぬいぐるみを差し出す。ゼノハルトが最初にくれた熊のぬいぐるみは、彼女の宝物だ。

「それならいいが」

　ゼノハルトは納得したような返事をしながらも、警戒するように目を細める。

　彼は代々続く武人の一族の出らしい。常に周囲を警戒した様子を見せるのも、威圧的な空気を漂わせているのも、そのせいだと使用人たちから聞いている。

　最初は彼のそんな姿を少し怖いと感じていたアルトリシアだが、領主としての仕事の合間を縫って話をしに来てくれたり、大量の贈り物をくれたり、どんなに忙しくても毎晩眠る前に顔を出してくれたりと大切に扱われているのを感じ、すっかり心を許していた。

「あの、美味しいお紅茶があるんです。ゼノハルトさんと一緒に飲もうと思って」

　ぬいぐるみを抱きしめたまま言ったアルトリシアの身体が、彼の手でふわりと宙に浮く。彼はこんな風によく小さな彼女を抱き上げて運んだ。

「紅茶か。馳走になろう」

「私、淹れ方を教えてもらったんです！」

「そうか。ならば頼む」

　床に下ろされたアルトリシアは、普段世話になっているお礼をと喜び勇んでささやかなお茶会の準備を始めた。

　茶器を温めるところから始め、じっくりと茶葉を蒸らしてから注ぐ。豊かな香りが部屋に広がり、日頃から険しいゼノハルトの表情を少し緩めた。

「ええと、召し上がれ」

「ああ、いただこう」

　彼が、淹れたばかりの紅茶に口をつけるところを緊張しながら待つ。

（美味しくないって言われたらどうしよう）

　これがマイネス子爵の家なら、熱い茶の入ったカップを投げつけられるに違いない。しかしこのエクレル家にそんな人間はいないと、もう知っている。

「美味しいですか……？」

　反応を待ちきれずに聞いたアルトリシアへ、ゼノハルトは表情を揺らさずに頷いた。

「紅茶の良し悪しはわからないが、特別な味がする」

　その言葉の直後に、彼はアルトリシアをそっと撫でた。

「きっとお前が心を込めて淹れたからだろうな」

「お代わり、いっぱいあります」

　褒められたのがうれしくて、まだ半分も飲み終わっていないのにそんなことを言ってしまう。

　お代わり用のお湯を今のうちから用意した方がいいかしらん、と思っていたアルトリシアだが、その前にゼノハルトがカップを受け皿に置いた。

「お前が我が家に来てしばらく経つが、そろそろこれからについて考えた方がいいと思ってな」

　それを聞いたアルトリシアの手から、カップが落ちそうになる。

「それは……家に帰らなきゃいけないってことですか？」

　自然と声が震え、アルトリシアの目の前が涙で滲む。

「わた、私、帰りたくない、です」

　喉が詰まってうまく言えず、途切れ途切れになった。このままカップを持っていたら本当に落としてしまう。

（いつまででもいていいって言ってくれたから、大丈夫なんだと思ってた。でも、やっぱり私なんかがここにいたら迷惑なんだ）

　ゼノハルトは、怯えたように目を閉じたアルトリシアの姿から、自分が言葉を誤ったと気が付いた。もともと口数が多い方ではないのもあって他人との間に誤解を生じやすいが、決して幼い少女を怖がらせる意図はない。

「いや、そういう意味ではなく」

　どう伝えれば彼女を泣かせずに済むのかを考え、慎重に話を続ける。

「今は怪我が治るまでの間という名目をつけてここに置いてやれるが、完治後はそうもいかない。お前には家族がいる」

「……はい」

「私としては実家に戻さざるをえないが、そうなるとまたつらい思いをするだろう。それどころか、次は本当に殺されかねん」

　彼らしい率直な言い方はアルトリシアの背筋を凍らせた。

　次は、どころの話ではない。彼らはもう殺したつもりでいるのだから。

　自分の膝を指が白くなるほど掴んだ少女を見て、ゼノハルトはまた言い方を間違えただろうかと少し悩んだ。しかし、ふさわしい伝え方を探し出せずに自分の言い方で伝える。

「お前さえよければ、私の娘にならないか」

「え？」

　なにを言われたのか理解できずに顔を上げると、これまでほとんど直視できなかった暗い緑の瞳と目が合う。

「そうすれば私が保護者になってやれる。つらい場所に帰す必要もなくなるのだが」

「ど……どうしてですか。だって、そんなの迷惑になる」

「子どもは愛されるべきだ。私はお前を愛してやりたいと思う」

「うれしいです、けど……。私がいたらお邪魔じゃないですか……？」

　ゼノハルトは独身だが、これからそういった相手が現れる日も来るだろう。

　そう続けたアルトリシアに向かって、彼はゆっくりと首を横に振った。

「十年前、妻がいてな」

　ゼノハルトが再び紅茶に手を伸ばす。

「いわゆる政略結婚だったが幸せな日々を送っていた。彼女が流行り病にかかるまでは」

　語る声は普段と同じように淡々としており、感情を抑えて聞こえる。しかしアルトリシアは彼の眼差しから深い想いを感じ取った。

「私は彼女以外愛せない。だから余計な心配はするな」

　自身が捧げた愛を生涯貫くのだという意思は、まだ色恋がよくわからないアルトリシアにも伝わった。

「病弱だったせいで子どもも望めなくてな。娘ができたと知れば、きっと喜ぶ」

　初めてゼノハルトが優しく微笑する。

「もっとも、望まないならば断って構わない。残念には思うが」

「残念、ですか」

「お前を見ていると温かい気持ちになる。ありとあらゆる喜びを与えて幸せにしてやりたい、とも思うな。こんなにかわいらしい存在は初めて知った」

　それは、世辞ではなく心からの言葉だった。

　彼が養子にならないかと提案したのは、マイネス子爵家による虐待を聞いたからだ。それは間違いないが、だからといって同情心だけではないのだと声に込められている。

「私……役立たず、です」

「役に立つ者をそばに置きたいわけではない。仕事でもあるまいに」

「じゃあ、ここでなにをすればいいんですか？」

「なにも」

　伸ばされた手に引き寄せられ、アルトリシアはゼノハルトの膝の上に乗る。

「笑ってくれさえすればいい」

「それだけ……」

「またお前が泣くようになったら、私も悲しい」

　まったく頭になかった考え方だ。これまではアルトリシアが泣いても誰もなにも思わなかった。否、不快や嫌悪は顔に出していたが。

「ゼノハルトさんも泣いちゃう……？」

「ああ、そうだな。泣くかもしれない」

　使用人たちがこれを聞いたら、『絶対にありえない』と口を揃えて言ったに違いない。そのぐらい、彼に涙は似合わなかった。

「……本当にいいんですか？」

　ゼノハルトはこわごわと尋ねたアルトリシアの頭を自身に引き寄せ、優しく撫でる。

「アルトリシアがよければ」

「いいです。とってもいい」

　南国の海に似た青せい緑りょくの瞳がじんわりと潤む。

「ここにずっといたいです。家には帰りたくない」

　そう言ったのはこれで二度目だ。

　あの時とは違い、アルトリシアは自身のすべてを広い胸に委ねた。ゼノハルトもまた、このひと月で何度も撫でた頭を抱きしめる。

「これからは私が持てるすべてをもって、お前を守ってやる」

　アルトリシアが涙を流しながら頷くと、頭の中で賑やかに声がした。

『俺サマがいりゃあ、それで充分だと思うがなァ』

『でもさ、俺らじゃ保護者にはなれないじゃん』

『そういうもんか？』

『そういうもんだよ、兄貴』

　今は指輪に姿を変えたふたりが話すのを聞きながら、虐げられてきた少女は新しい父親に初めて甘えたのだった。
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「行ってらっしゃい。旦那様、お嬢様」

　使用人たちに見送られ、アルトリシアは手を振って笑顔で応える。

「行ってきます！」

　今日は王都に行く日だ。ただの外出ではなく、アルトリシアが正式にゼノハルトの娘となるための大事な手続きをしに向かう。

　彼は娘になる彼女に手続きの詳細を伝えなかったが、かつての家族であったマイネス家の人間に会わなければならないとだけは話していた。

　手放す者と、手放される者と、双方の意思に相違がないと証人の前で宣言する。たったそれだけでも、つらい目に遭ってきたアルトリシアには抵抗があった。

　今、笑顔でいられるのはなにがあってもゼノハルトが守ると言ったからだ。廃鉱での怪我が完治するまで屋敷に置いただけでなく、娘にしたいとまで言ってくれた彼を、アルトリシアは信じている。

「アルトリシア」

「はい！」

　今日から父になる人に名を呼ばれ、元気に返事をする。これまでは汚いものでも口にするかのように吐き捨てられていた名前が、今はとても大切なものに思えた。

（もうすぐ私はアルトリシア・エクレルになる）

　ゼノハルトはアルトリシアを抱き上げると、自身が所有する豪華な馬車に乗り込んだ。

　六人ほど乗ってもまだ余裕がありそうな車内で、アルトリシアは開いた窓から外を覗く。特別な日を祝福するかのような雲ひとつない青空は、ますます彼女の心を弾ませた。

　一方、父となるゼノハルトはいつも通りの厳しい表情で向かい側に座っていた。長身のせいか、広いはずの車内でも窮屈そうに見える。

　今日を迎えるまでに知ったことだが、彼はこの国――『ミラルド国』においてかなりの地位を持つ人間らしい。

　そもそもエクレル領は軍事帝国の『アッキア』とミラルドの国境に位置しており、常に隣国の動向に目を光らせていなければならない地域である。王都までは馬車で三日と辺境にあるが、戦時には最も重要な拠点となるため、領主の人選には慎重を期す必要があった。

　下手な人間を置けば隣国に取り入られ、祖国を裏切るかもしれない。あるいは国境になんらかの異常が発生した時、なんの対処もできず他国の侵入を許すかもしれない。

　そうして先代の国王直々に任されたのが、ゼノハルトの父だった。

　しかし彼は今から十二年前にエクレルの地が戦場となった際に妻ともども命を落としており、当時王都にて国王率いる騎士団に所属していたゼノハルトが跡継ぎとなった。

　弱冠十五歳のゼノハルトに国境を任せるのはどうか、という話はついぞ出なかった。彼はミラルドにおいて敵う者なしとうたわれ、国王から聖騎士の称号を受けている。それだけでなく、幼少から父を手伝い、領地の運営にも携わっていたのが大きな理由だ。

　アルトリシアは外の景色から父となる人に視線を向ける。

　使用人から話を聞いた時、きっと彼は本当に強いのだろうなと感じた。なぜなら、アルトリシアは彼以上に大きく頼もしい手を知らないからだ。

　今度は視線を落とす。

　足が床に届かずぷらぷらと揺れている。記念すべき日のために新調した靴が輝いて見えた。

『目的地まで三日かかるんだよな。人間ってのは不便な生き物だねェ』

　あくびを噛み殺しながらの声が聞こえ、アルトリシアは心の中で返事をする。

（ゼノハルトさんが言ってたよ。街に『転移装置』があるんだって）

『その話の時、兄貴もいたよな？』

『聞いてねェ』

『俺は聞いてたから、兄貴が聞いてなかっただけだな』

　呆れたルブの様子が目に浮かび、ついアルトリシアは笑ってしまった。しかし、訝しげなゼノハルトの視線に気付き、すぐに引っ込めて背筋を正す。

（サフィっていつも人の話を聞いてない気がする）

　これはふたりに向けた言葉ではない。だから、彼らには届かなかった。

（逆にルブはちゃんと聞いてくれる。遊ぼうって誘ったらいいよって言ってくれるし。サフィはお茶の時だけは絶対付き合ってくれるけど、それ以外は適当だと思う）

　ふたりと直接顔を合わせて接した時間は少ない。だが、こんな風に頭の中でならゼノハルトよりも長く話した。だからもう、彼らがどんな人間――と呼んでいいのかはともかく――なのかをある程度理解している。

「ゼノハルトさん、転移装置ってどういうものですか？」

　そう聞かれ、ゼノハルトは淡々と答える。

「各都市に置いてある魔石を利用した施設だ。都市間の移動を楽にするためのものだが、これまでに使ったことはないのか？」

「はい、初めてです。三日かかる距離も一瞬で着くって本当ですか？」

「ああ、本当だ。場所によってはひと月以上かかる距離を繋ぐものもある」

『へェ、便利だな』

　サフィが勝手に話を聞いて相槌を打つ。

　これのせいでアルトリシアの頭はたまにいっぱいになった。彼は基本的に自分のしゃべりたい時に口を開く。ルブが止める時も多々あった。

「みんなそれで旅行するんですか？」

　頭の中の声を放置して続けると、ゼノハルトはすぐに否定する。

「いや。それなりに金のかかるものだからな」

『誰にでも使えるものじゃねェのか』

（今、ゼノハルトさんとしゃべってるんだから静かにしてて）

『はいはい』

　質問したにもかかわらず、返答のないアルトリシアに疑問を抱いたのか、ゼノハルトが顔を覗き込む。

「旅費は気にしなくていい」

「あ……はい」

　黙ったのはそれを気にしていたからではないが、そう言われると気になってしまう。

　彼はアルトリシアのために金を使うのをためらわなかった。今回、転移装置を使って王都に向かうのも、馬車で三日という行程に彼女の小さな身体が耐えられないのではという心配と、早く養子にして安心させたいという思いによるものだ。

「王都ってどんな場所なんですか？」

　空気を変えるように再び尋ねると、彼は少し悩んだようだった。

「どんな場所と言われてもな。……広くて賑やかだ」

『お前の新しい父親は死ぬほど説明が下手だなァ』

（静かにしててってば）

　アルトリシアの咎める声にルブの『そろそろアルティが怒るぞ』というひと言が重なる。

「まあ、行けばわかる」

「楽しみです」

　それは本心からの言葉だった。そんな大きな街に足を運んだ経験がないからである。

　マイネス家は王都から離れた場所に居を構えている。エクレル領のように辺境というわけではないが、それでも辺へん鄙ぴな地であることに変わりはない。

　領地は半分以上が山や森で覆われており、領民の数も少ない。街というよりは村がぽつぽつと存在する土地に、父のマイネス子爵が不満をこぼすのを何度も聞いた。

　アルトリシアは数えるほどしか行ったことがないが、広くも賑やかでもない村だった。

（たくさん人がいるってどういう感じだろ）

　屋敷の中で虐げられるだけだった日々のせいで、いまいち想像ができない。

（でも、とっても楽しみ）

　気持ちが急いて、床につかない足を軽く振って動かす。

　馬車に揺られながら、その後もゼノハルトと他愛ない話をした。




　王都にはゼノハルトが言っていた通り、一瞬で到着した。

　転移装置は人がひとり通れる大きさの門に、魔石で装飾を施したものだった。門を通るだけでもう、一瞬前とは違う景色の中におり、アルトリシアは驚きのあまりゼノハルトにしがみついてしまった。

「役所へ向かう前に神殿に向かうか」

　しがみついた彼女を抱き上げ、ゼノハルトが言う。

　彼が教えてくれたように広くて賑やかな街の様子に夢中だったアルトリシアは、話しかけられてハッと自分を取り戻した。

「神殿でなにをするんですか？」

「主に祈りを捧げる場だな。今回は養子縁組の件がうまくいくように祈る」

「お祈り……」

「聖女の話は知らないか？」

　聖女、と聞いてアルトリシアの表情が微かに陰る。

　それは彼女にとって妹を示すものであり、ゼノハルトの口から聞くのはなにかがひどく歪んでいるように感じられた。

「……妹が聖女だって言われていました。魔石を上手に扱えるから……」

　自身の首に腕を回し、顔を押しつけてきたアルトリシアを見て、ゼノハルトはなんらかの事情を察する。

「私が言っているのはそれではないな。神殿に祀られている聖女エルツだ」

　アルトリシアが首を傾げるのとほぼ同時に、歩いていたゼノハルトが立ち止まった。

　彼の視線の先を追うと、一切の汚れを許容しないとでもいうような純白の大理石で造られた建物がある。何人もが中へ入り、入口には会話をする白いローブ姿の人々がいる。彼らは一様に金の鎖を首にかけていた。

「ここが神殿ですか？」

「そうだ」

　ゼノハルトが中へ足を踏み入れようとすると、ローブ姿の女性が声をかけてきた。神殿の神官である。

「聖女エルツの加護があらんことを」

　彼女は胸の前で爪の先だけ指を重ね、手で作った輪をゼノハルトに向けて礼をするように倒した。その奇妙な仕草をした後は、深々と頭を下げて別の男のもとへ向かう。

「今のはなんですか？」

「言葉通りの意味だ」

　その言葉通りというのがアルトリシアにはわからなかったが、ゼノハルトは彼女が詳細を尋ねる前にもう神殿の中に入っていた。

　神殿の中はろうそくの火が点々と灯されているだけで非常に暗い。外から見えていたよりも狭く、円形の室内に大勢の人が集まっていた。

　中央には浅い泉があり、そのちょうど中心に天井まで届くほど大きな彫像があった。柔らかく微笑みかけるこの人物が、ゼノハルトの言っていた聖女エルツなのだろう。そうでなければ外から入ってきた人々が頭を下げたり、先ほどの女性のような奇妙な仕草をしたりはしない。

「あれがお祈り……？」

　初めて目の当たりにした行為はアルトリシアを戸惑わせた。

「エルツ教の信者たちだ」

「エルツ教……」

「魔石信仰とも言う」

　ゼノハルトの説明によると、彼らは魔石を神からの贈り物だと考えている。よってそれを扱う聖女を崇拝し、贈り物を不当に汚す魔獣を疎んだ。

　それを聞き、アルトリシアはゼノハルトの耳に顔を寄せる。

「エルツさんってなにをした人なんでしょう」

　さすがの彼も驚いたように目を丸くする。

「かつて、魔石に大いなる力を与えて強大な魔獣を滅ぼしたとされる魔法使いがいる。それまで不毛だった土地が、彼女の力によって人が住める土地に変わったことから、その名を取ってこの大陸をエルツ大陸と呼ぶようになった……という話があってな」

　さすがのアルトリシアも自身の生きる大陸の名がエルツだというのは知っている。しかし、どのようにそういった名が付けられたかまではこうして聞くまで知らなかった。

「人々は聖女に祈りを捧げる。私も遠征に出る時は、神殿へ寄るようにしているな」

「お仕事が無事に終わりますようにって？」

「いや、生きて帰れるようにだ」

　重い返答を聞いたアルトリシアが黙る。ゼノハルトは、素直にアルトリシアの思った通りを願っているのだと言えばよかったと少し後悔した。

（でも、それだけすごい人ならメルニエラが聖女って呼ばれるのもわかるかも。小さい魔石からすごく大きな火を生み出したんだよ）

　後半は指輪の中にいるふたりに向けて話す。しかし、アルトリシアが思っていたような答えは返ってこなかった。

『寝てた間にすげェ話になってるな。聖女なんて大層なもんかよ』

『俺、あいつ嫌い』

（知ってる人なの？）

『まァ、いろいろあってな』

　苦々しく言ったルブと違い、サフィは飄々と答える。

　百年どころか数千年単位という時を生きてきたふたりが、大陸の名を冠する聖女の名を知っているのは不思議な話ではないだろう。今の話し方からすると直接顔を合わせたこともあるようだと、アルトリシアは不思議な気持ちで理解した。

　もう少し話を聞いてみようかと思ったところで、ゼノハルトが彼女をその場に下ろした。

「聖女像の泉に入れてくるといい」

　そう言って小さな手に握らせたのは、鈍い輝きの魔石だ。扱えないアルトリシアにも、なんの力も持たない石だとわかる。もう少しきれいならば宝石として装飾品になっていただろう。

　渡されたものを手に、アルトリシアは彫像を囲う泉に近付いた。中を覗き込むと、水中に無数の石が落ちている。ろうそくの光に照らされた石はきらきらと鈍く反射していた。

（これを入れるとなにかあるのかなぁ）

『なにもねェだろ』

『死んでるしな』

　生きた石であるふたりから同時に言われるも、おとなしく石を泉に落とす。ゆらめきながら沈むそれを、アルトリシアはしばらく目で追っていた。

　やがて見えなくなってから、ハッと思い立ったように先ほどの妙な仕草を見よう見真似でやってみる。

（無事にゼノハルトさんの娘になれますように）

　うまくできたかはわからないが、誰にも間違っていると言われなかったから合っているのだろうと思っておいた。

「終わったか？」

「はい」

　ゼノハルトに呼ばれ、再び抱き上げてもらう。

「石を入れるとどうなるんですか？」

「どうなるのだろうな。私にもよくわからない」

　それを聞いたアルトリシアはくすくすと声を漏らして笑った。

「どうした？」

「ゼノハルトさんにもわからないことがあるんだなって。なんでも知ってるのかと思いました」

「そんなまさか」

　彼を知る人ならばなにごとかと思っただろう。ほとんど笑わないゼノハルトが微笑んでいるのだから。

「さて、行くか」

　アルトリシアはこくりと頷いて、ゼノハルトの首に腕を回した。
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　役所は神殿と違い、雑然としていた。

　奥の一室へと案内され、アルトリシアはゼノハルトの腕から降りて彼の手を握りながら向かった。

　彼女は神殿を出てから緊張したように唇を引き結んでいたが、部屋で待っていた人々を見てその顔が蒼白に変わる。

（お父さん）

　そこにいたのは父親のマイネス子爵とその妻、そして妹の三人。それぞれ、視界に入れるのも不愉快だと言わんばかりの表情でアルトリシアを睨んでいる。

　彼らは誰ひとりとしてアルトリシアに似ていなかった。おっとりした顔立ちの彼女とは違い、全員目尻が吊り上がっており、きつさを感じさせる。彼らに共通する濃い金髪と黄緑の瞳もアルトリシアとは異なっていた。こうして同じ場所で顔を合わせていても、言われなければ血が繋がっているとわからないほどである。

　先に口を開いたのは、この中で最も身分の高いゼノハルトだった。

「マイネス卿には突然の話で申し訳ない。手続きのためとはいえ、子爵領から王都は遠かっただろう」

「エクレル領からほどではありませんよ」

　アルトリシアが聞いてもわかるほど嫌味のこもった言い方だが、ゼノハルトは気にせず同席した役所の男に目を向ける。

「始められるか？」

「はい、さっそく行います」

　アルトリシアはずっと顔を上げられずにいた。ゼノハルトの後ろに隠れるようにして、可能な限りかつての家族を避けている。だから役所の人間がどのように手続きをしたのか見ていなかった。

「アルトリシア・マイネスは本日をもってアルトリシア・エクレルとなる。よろしいですか？」

「ああ」

「問題ありませんよ」

　ゼノハルトと子爵の声が重なる。

「しかし、驚きました。まさかそれが生きていたとはね」

　アルトリシアが震える手でゼノハルトの服の裾を握った。

　いないものとして扱ってくれればいいのに、それさえ許されないのだ。

「てっきり事故で死んだとばかり」

「聖女エルツの加護があったのだろう」

　さりげなくゼノハルトがアルトリシアを自身の背に庇った。悪意のある視線から守るように、心ない言葉を聞かずに済むように、と。

「聖女の加護？　そんなものがその出来損ないにあるわけがないでしょう」

「そうよ！　明かりも灯せない役立たずなのに！」

　甲高い声で妹のメルニエラが笑う。引き継ぐようにマイネス子爵夫人も嘲笑した。

「正直、今回のお話は大変助かりますのよ。だってほら、そんな出来損ないがマイネスの家にいると知れたら……ねえ？」

「まあまあ。エクレル卿が引き取ってくれると言うんだからいいじゃないか。こっちとしても手間が省けるさ」

　三つの笑い声が不協和音となってアルトリシアを襲う。

　こんなひどい扱いをゼノハルトには知られたくなかった。優しくしてくれた人だからこそ、つらい事実を教えたくはなかった。

　彼女は生まれて八年、ずっとこんな扱いをされてきた。気に入らなければ殴られ、蹴られ、ものを投げつけられて怪我をした。寒い夜に肌着だけで外に放り出されたこともあった。

（普通に愛してほしかっただけなのに……）

　血が滲むほど唇を噛みしめて暴言に耐えるアルトリシアだったが、ついにその瞳から涙がこぼれ落ちた。

　それとほぼ同時に、ふとゼノハルトのまとう気配が冷えたように感じ、顔を上げる。

　背に庇われているため、後ろ姿しか見えない。しかし、張り詰めた空気は直接彼の目を直視していないアルトリシアでさえ、息がしづらいと感じるほど恐ろしいものだった。

　顔面蒼白になったマイネス子爵一家は、口を閉じるのも忘れていた。

　まるで喉もとに剣を突きつけられたような、命にかかわる本能的な恐怖。余計なことを言えば、間違いなく首が飛ぶ。

「話はそれだけか」

　一番かわいそうなのは役所の人間だろう。とんでもない場所に居合わせたと歯を鳴らして震えている。

「覚えておくがいい、マイネス卿。私の娘に対して再び同じことを言えば、次は舌を斬り落としてくれる」

　帰るぞ、とゼノハルトは足音荒く部屋を後にした。泣きじゃくるアルトリシアを、労わるように抱き上げて。
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　ゼノハルトによって王都の中央にある広場へ連れ出されたアルトリシアは、人々で賑わう噴水近くのベンチに下ろされた。

「いっぱい泣いちゃってごめんなさい……」

　しばらく彼の胸に顔を埋めた後、ようやく泣き止む。

「私がいるからには二度とあのような発言はさせない」

　人々が、まだ憤っているゼノハルトの殺気を感じ、無意識に避けていく。

「ありがとう、ございます」

「もう敬語は使わなくていい。正式に親子になったのだから」

　伸びて来た大きな手が涙の跡を拭う。

「あ……ありがとう……」

「それでいい」

　そうしている間も、アルトリシアの頭の中は大騒ぎだった。

『なんなんだよ、あいつら！　アルティに好き勝手言いやがって！』

『落ち着けよ、ルブ』

　一連のやり取りを聞いていたルブが怒り狂っている。サフィが宥めても聞く気配がない。

『兄貴はなんとも思わないのか!?』

『人間なんてあんなもんだろ。放っておけよ』

『そんな冷静になれるかっての！』

（ありがとう、ルブ。でも私、もう大丈夫だよ）

　アルトリシアが話しかけても、ルブはなかなか収まりそうになかった。普段と変わらない調子で諭すサフィと、ありとあらゆる罵詈雑言を吐き捨てるルブの声で頭を支配されそうになる。

　と、そこでゼノハルトに話しかけられた。

「なにか食べるか？　落ち着くまでここにいてもいいが」

　もう落ち着いているアルトリシアは首を横に振った。

「平気だよ」

「遠慮する必要はないからな」

「うん」

　まだ心配そうな父親に笑ってみせると、ゼノハルトはようやく表情を和らげた。

「この後はどうするの？　お家に帰る？」

「城に用があってな。もう少しいいか」

「ん、わかった。お城になにをしに行くの？」

「いろいろと報告をしなければならないことがある。すぐに終わらせるから安心しろ」

　頭を撫でられ、アルトリシアは再度頷いた。

　広場から見える城に向かって指を差し、ゼノハルトの服を引く。

「お城って初めて。なにがあるの？」

「なにと言われてもな」

「広くて賑やか？」

「そうだな。それで合っている」

　すっかり元気を取り戻した娘に引っ張られ、苦笑しながらゼノハルトは歩き出した。
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　王都を抜けて白亜の城へ足を踏み入れる。

　門の前に立っていた兵士たちは、ゼノハルトの腕に抱かれたアルトリシアへ目を向けて、衝撃を受けたようにあんぐりと口を開けていた。

　聖騎士と呼ばれた彼が子どもとともにいるだけでも衝撃的だというのに、その子を大切そうに抱きかかえている。本来はまず先に用件を聞かねばならない警護兵が、いったいなにごとなのかと声をかけることさえ忘れて立ち尽くすのも仕方のないことだろう。

　ゼノハルトが訪問を告げると、兵士たちはようやく自身を取り戻したかのように慌ただしく応接間へと案内を始めた。そこからさらに国王の居室へと移動する。

　辺境の領主が国王の私室への入室を許されるなど、普通はありえない。

　それをアルトリシアが知ったのは、目的の部屋の前にたどり着いてからだった。

「申し訳ありません、ゼノハルト卿。卿の子だろうと、陛下の許しがない人物を中へ入れるわけにはいきません。ここか、あるいは応接間にてお待ちいただけますでしょうか」

　警護兵のひとりが、アルトリシアに申し訳なさそうな眼差しを向けながら言う。

「……致し方あるまいな」

　ゼノハルトは小さくため息をつくと、アルトリシアを床に下ろした。視線を合わせるようにその場へ膝をつき、彼女の頭を優しく撫でる。

「私は陛下に用がある。先ほどの部屋まで戻れるか？」

　ほんの短い間でも父と離れるのは不安がある。しかしアルトリシアはこういう時に自分の意見を通せる子どもではなかった。

「うん、大丈夫。待ってたらいい？」

「ああ。長くは待たせない」

「私が応接間までお送りしましょうか？」

　アルトリシアの不安げな顔を見たからか、それともここでふたりを引き離すのは忍びないと思ったからなのか、警護兵のひとりがゼノハルトに話しかける。

「陛下のおそばを離れるわけにもいかないだろう。気持ちだけありがたく受け取っておく」

　そのやり取りを見ていたアルトリシアは、部屋を守る人間は常にふたりいなければならないらしい、と察した。

（たしかにふたりいる方が安心かも？）

　彼女にも今は姿を隠したサフィとルブが付きっきりでそばにいる。ゼノハルトと離れる不安はありつつも、ひとりでいても大丈夫だと思えるのは彼らの存在があるからだ。

「それじゃあ、先に部屋で待ってるね」

　父に言ってから、来た道を戻り始める。廊下は長く、似たような景色が続いていたが、来るまでに周囲を観察していたおかげでどう行けばいいかわかっていた。




（ひとりになったのって久しぶりかも）

　歩きながらアルトリシアはふとこれまでを振り返る。

　つらく悲しいばかりだった八年間。八歳の誕生日をきっかけに、ゼノハルトやサフィ、ルブと出会い、新しい人生を手に入れた。

　もとの家族とも別れ、これからはきっと楽しい毎日が待っているに違いない。

　自然と足取りが軽くなり、跳ねるようにして城の庭園に面した外廊下を通っていた時だった。

　見覚えのある貴族の男が視界に入り、弾んでいた気持ちが急速にしぼむ。

『ちび、どうした』

　なにかを察したらしいサフィがアルトリシアに尋ねる。

（あの人、何度か前の家に来てたの）

　おそらく四十歳を超えている男は、モーゼル伯爵と呼ばれていた。鋭い目つきも、お伽話に出てくる魔女のような鷲鼻も、アルトリシアには恐ろしく映る。

　それだけでなく、男は家族と同じように彼女を蔑んだ。廊下にいたところを邪魔だと蹴り飛ばされたこともある。

（どうしてお城にいるんだろう……）

　とても立派できれいな場所だと思ったからこそ、ここで彼の姿を見たくはなかった。澄んだ水に泥を落としたような小さな嫌悪感と不快感を覚える。

『見つかりたくねェなら、外を通ればいいだろ？』

（勝手にお庭に入っていいのかな？）

『迷子になりましたって言やあいい』

　サフィから背中を押されてもためらいが残る。だが、そこでモーゼル伯爵が自分のいる方へ歩き出したせいで、考えている時間がなくなった。

（ちょっとだけ……。ごめんなさい）

　逃げるようにして城の庭園に足を踏み入れ、彼の視界に入るまいと駆け出す。

　庭園は信じられない広さだった。背の高いゼノハルトでさえ覆ってしまうほどの垣根に、色とりどりの花が咲いている。かと思えばアルトリシアの膝までしかない小さな花を植えた花壇も並んでおり、どこに目を向けても飽きない。

　逃げるという一点のみで飛び込んだアルトリシアは、そんな見事な庭園に目を奪われ、いくらもしないうちに迷子になった。

（えっと、あっちから来たんだっけ……？）

『向こうじゃなかったか？』

　ルブに言われた方へ行ってみるも、ますます深く迷い込む。

　見知らぬ場所でどんどん父から離れていくのを感じ、アルトリシアは焦り以上に不安を覚えながら足を動かした。

　それが止まったのは、花壇に奇妙なものを発見したからだ。

（ねえ。あれ、なにをしてるんだろう？）

　頭の中のふたりに尋ねるも、彼らには『花壇に頭を突っ込む少年』がなぜそうしているかの理由を答えられない。もっともここにいたのがゼノハルトであっても返答できなかっただろう。

（引っかかって抜けなくなっちゃったとか？　もしそうなら助けた方がいいよね？）

　自身と同じくらいの少年に向かって、アルトリシアはおそるおそる声をかけてみた。

「あ、あのう」

　その瞬間、『きゃうん』と小さな声がした。

　少年の姿が花壇に吸い込まれるようにして溶ける。それは覚えのある光景だった。

「あっ……」

　ややあって、愛くるしい子犬が花壇から飛び出した。

「きゃん！」

　新雪にも似た白い毛並みの子犬が、甲高い声をあげてアルトリシアに飛びかかる。

　勢いにひっくり返った彼女の腕に、もふりと柔らかく温かい感触が押しつけられた。

「きゅうう……」

　地面に倒れ込んだアルトリシアの胸の上に乗った子犬は、彼女を見下ろして威嚇するようにかわいらしいうなり声をあげる。この声のせいで、威嚇しているようだとわかっても、まったく恐ろしさを感じない。
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　それどころか、ぬいぐるみが好きなアルトリシアはすっかり心を奪われた。

（か、かわいい！）

　ほんの一瞬前まで子犬が少年だったのも忘れ、思い切り抱きしめて頬ずりをする。

「きゃっ、きゃうっ」

「ふかふかでもふもふだぁ……！」

　遠慮なく毛並みに顔を埋めたアルトリシアの腕の中で、子犬は大混乱に陥った。もがいて逃げようとするも、最高のもふもふに出会った彼女の腕は緩まない。

『アルティ。そいつも俺たちと同じ石だぞ』

　諦めておとなしくなった子犬を撫でていたアルトリシアに、ルブが言う。

『さっき見ただろ。人間から犬になるとこ』

　アルトリシアはそれを聞いて正気に戻り、名残り惜しげに子犬を手放した。

　身体についた砂を払いながら立ち上がると、足もとに近付いた子犬が彼女を見上げる。

「あなたも『生きた石』なの？」

「きゅん……」

　子犬の目が潤んでいる。なにか伝えたいようだ。

「どうかした？」

「きゅう……」

「そのままだとお話しできないんだね。サフィとルブはお話しできるんだよ」

「きゅ？」

　アルトリシアがしゃがむと、子犬が首を傾げる。こちらの話を理解しているらしい。

「人間に戻ってもびっくりしないよ。私にもそういうお友達がいるの」

「きゃうっ！」

　そう聞いた途端、子犬が顔を輝かせて飛び跳ねた。

　アルトリシアの足にくっついて、きらきらした目を向ける。

「きゅう、きゃんっ！　きゃん、きゃんっ！」

「えっ、なあに？　どうしたの？」

「きゅうう……」

　やはりなにか伝えたがっているようだが、残念ながらアルトリシアに犬の言葉はわからない。

『もとの姿に戻る方法がわからないんじゃねェか』

『うわ、ありえそう』

　ふたりはこの子犬と同じく人と獣の姿を行き来する能力を持っている。そんな彼らの言葉を聞き、アルトリシアは目を潤ませて自分を見つめる子犬のそばに屈んだ。

「もとの姿に戻れないの？」

「きゃうん」

　こくこくと子犬が頷く。この仕草だけで、ただの子犬ではないのがわかる。

（どうしたら戻してあげられる？）

『なんかこう、適当にやりゃあ戻るだろ』

　サフィの説明ではなにも解決しない。

『戻れないっていうのがいまいちわからないんだよな。そういう現象があるっていうのは理解できるんだけどさ。呼吸の仕方を聞かれてもうまく説明できないのと一緒だよ』

　ルブの方はまだわかりやすい。つまり、彼らにとって姿を変えるのは呼吸に等しいのだ。

　子犬は本当に困っているようで、アルトリシアにぴったりとくっついていた。憐れみを誘うもふもふに抗えず、彼女は子犬を腕に抱えて抱きしめる。

「大丈夫だよ。一緒にいてあげる。もとに戻る方法も探してあげるね」

「きゅ……」

　慰めたくて言ったものの、困ったことがひとつあった。アルトリシアは絶賛迷子中だという残念な事実だ。

（私が守ってあげなきゃ）

　なぜ、子犬――もとい、生きた石である少年がこんなところに紛れているのか理由は知らない。しかし、きっと彼の存在もサフィたちと同じように公にすべきではないだろう。

　アルトリシアは子犬を抱えて再び庭園を彷徨い始めた。時々、子犬が『そっちじゃないよ』とでも言うように彼女の服を噛んで引っ張る。

　同じところを回っているのではないかと思い始めた頃、アルトリシアの耳にすっかり聞き慣れた声が届いた。

「アルトリシア、どこだ」

（ゼノハルトさんだ！）

　周囲は生垣に囲まれて、父の姿が見えない。声を頼りに走り、アルトリシアも自身の居場所を伝えるように声をあげる。

「迷子になっちゃったの！　ここにいるよ！」

「声が近いな。この辺りにいそうだ」

　駆けていたアルトリシアの足が止まる。今、ゼノハルトは自分ではない誰かに向かって話しかけなかったか。

　知らない人間の気配に自然と委縮するも、不意に子犬がぴょんと地面に降り立った。

「きゃん！　きゃん！」

「あっ、待って！」

　止める間もなく、子犬はどこかへ向かって走っていく。追いかけた先にゼノハルトともうひとり、彼と同じ年頃の男の姿があった。

「アルトリシア」

　離れていたのはほんの短い間だったのに、ゼノハルトに会えた瞬間、アルトリシアの身体からほっと力が抜けた。

　子犬も迷子のことも忘れ、広げられた腕へと駆け寄る。

「目を離すべきではなかったな。応接間への戻り方がわからなかったのか？」

「ううん。えっと……」

　どう説明するべきかアルトリシアが悩んでいた時、ゼノハルトが息を呑んだのを感じた。

「ファイス、その子は……」

　視線の先には、見知らぬ男の腕の中で少年の姿に戻った子犬がいる。子犬だった時と同じように男の腕に顔を擦りつけ、すんすんと鼻を鳴らしていた。

　男はゼノハルトたちの視線に気付くと、難しい顔をしてから首を横に振る。

「また部屋に戻らなければならないようだな。説明はそこでしよう」

「……わかった」

　ファイスと呼ばれた男は少年を抱きながら先んじて歩き出す。アルトリシアもゼノハルトの手を握り、落ち着かない気持ちになりながらその後を追いかけた。




　驚いたことに、彼が向かったのは先ほどアルトリシアが入室を許されなかった国王の私室だった。

「座ってくれ」

　ファイスはそう言うと、自身の膝の上に少年を乗せた。彼はもう落ち着いたのか、しょんぼりとした顔でうつむいている。

　アルトリシアとゼノハルトも彼らの正面の椅子に腰を下ろした。ゼノハルトが当然のように彼女の肩へ手を回し、守るように自身へと引き寄せる。そんな小さな行為がアルトリシアにはうれしい。

「ゼン、先ほど見たことは誰にも言わないでほしい」

　ゼンとは誰なのか、アルトリシアには一瞬わからなかったが、父が隣で頷いたのを見て彼の愛称だと知る。

「剣に誓って」

「ありがとう。助かるよ」

　ファイスがうつむいたままの少年に視線を落とす。

「まずはこの子を紹介しよう。ティト・ノルタ・レキオ……私のひとり息子だ。五歳になる」

「病弱だと聞いていたが……あれは嘘か」

「そうだね」

　ティトくん、とアルトリシアは自分の頭の中で彼の名前を反はん芻すうする。

　身長はアルトリシアとあまり変わらない。茶色に近い金髪は頭の形に沿って丸く整えられており、どことなくあの子犬を思わせる。

　不安げに揺れる瞳の色は透き通った黄玉トパーズ。彼について紹介するファイスは濃い茶の瞳だが、親子というだけあってふたりはよく似ていた。

　ティトを観察していたアルトリシアは、そこでふと気付く。

　国王の私室に入れるのなら、ファイスはこの国の王だということになる。それならば、彼のひとり息子のティトは王子なのではないかと。

「ティトは……既にわかっているだろうが、純粋な人間ではない」

　ゼノハルトが頷く。

「この子は魔獣なんだ」

　ファイスがそう言った瞬間、ゼノハルトの腕がさりげなくアルトリシアの身体を自身の背中へ庇った。

　アルトリシア本人は、サフィやルブの存在もあり、なぜ庇われたのか一瞬理解できずにいた。

「魔獣がどうして城に……。いや、そもそもお前の息子だというのはどういう意味だ。実の息子ではないのか」

「正真正銘、私の子だよ。この子の母親が魔石を核とした人間……いや、魔獣でね。この子が生まれるのと引き換えに命を落としてしまったが……」

　アルトリシアと同じく話を聞いていたふたりの石たちが騒ぎ出す。

『人間と結ばれた石がいるってことだよな？』

『どうやってガキを作ったんだかなァ』

『核を割ったとか』

『そこまでして欲しいもんか？　死ぬだろ』

　ふたりの反応を見る限り、ティトの存在は普通ではないらしい。その母親の行為も彼らにとっては信じがたいようだ。

「お前はわかっていて魔獣と結婚したのか」

　ゼノハルトの声が厳しい。

　それも当然だ。魔獣とは人間と相容れないもので、排除すべき対象なのだから。

　魔獣は人や獣を問わず、生きたものを襲う。他の獣のように生きるために必要だからというわけではないようだが、なぜ襲うのかはいまだに解明されていない。一説では、血に酔っているからではないかと言われている。

　そのため、各都市の自警団や騎士たちは魔獣との戦いも視野に入れて訓練を行っている。それでも油断すれば村がひとつ簡単に壊滅するほど、魔獣たちは強い力を持っていた。

　また、魔獣狩りを専門とする職業もある。

　魔獣の体内にある核が魔石だからだ。鉱山で採掘されるものより良質なものが多く、石の種類によってはしばらく遊んで暮らせるほどの大金を得られる。危険な仕事だが、狩人が絶えないのはそういった理由からだった。

　魔獣は人を襲うが、人もまた魔獣を狩る。生活のためにはよりよい魔石が必要で、鉱山だけではまかなうのが難しい。

　魔獣の存在は人間にとって必要ではあるが、共存は決してできない。

　かつては意思の疎通を試みた学者もいたが、どの実験も学者が食い殺されるか、手に負えない魔獣を殺すことで終わっていた。

　ゼノハルトは際限ない生活の向上よりも、安心して眠れる日々を重視している。自身が軍人ということもあり、命の危機に怯えずに済む毎日の尊さを知っているためだ。

　だから彼は、戦いに出ない一般の市民よりも魔獣に対して嫌悪感が強かった。

「数多の縁談を断って、突如降ってわいた女性を選んだというのは聞いた。まさか彼女が人ですらなかったとは」

「妻は、人間だよ。少なくとも心は」

　ファイスが静かに答える。ゼノハルトもそれ以上はなにも言わなかった。

「私は彼女と出会い、恋をした。だから求婚したんだけどね。そこで自分の正体を明かしてくれたんだよ」

「なぜ、そこで断らなかったんだ」

「愛していたから」

　ティトがこくりこくりと首を傾かせる。大人たちが真面目な話をしているからか、それとも人間に戻れた安心からか、眠くなったようだ。

「この国の法に、魔獣と結ばれてはならないなんてものはなかったしね」

「当たり前だ。誰がそんな突拍子もないことを考える？」

「これからも婚姻を禁じる法は作らせないよ。私が国王であるうちはね」

　ゼノハルトが額に手を当てる。

「他に知るのは？」

「ティトの乳母だけだ。今は君と、君の娘が増えた」

　ファイスと目が合い、アルトリシアはぴんと背筋を伸ばした。

「わ、私も誰にも言いません」

「ありがとう。さすがゼンの娘だ。引き取ると聞いた時は驚いたけどね」

　その時、眠そうだったティトが転げるようにファイスの膝から降りた。目を擦りながらアルトリシアのそばに来ると、音もなく子犬の姿に変わって腕に収まる。

（もふもふ……）

　再び至高の毛並みにうっとりするアルトリシアだが、ゼノハルトは厳しい表情を崩さない。

「無礼を承知で聞く。……害はないのか」

「ない。この子が人間と違うのは身体に黄玉の核があって、子犬の姿に変われるだけだ」

　ティトが『きゅん』と小さく声をあげる。それを聞いたファイスが微笑んだ。

「訂正しよう。本人は狼のつもりだから」

『狼ィ？』

　すかさずサフィが言う。まん丸の毛玉と蒼い狼が同じ生き物に思えないことにはアルトリシアもそっと同意した。

「……まさかこんな話を聞くとは」

　ゼノハルトの深いため息を聞き、アルトリシアは彼を見上げた。

（サフィとルブを紹介するなら今なのかな）

『アルティが言いたいなら、今が一番いいと思う。流れで受け入れてくれそうだ』

『常識外の話ばっかりされて、失神したりしてな』

（ゼノハルトさんは失神なんてしないもん）

　サフィを咎めてから、深呼吸をして父の袖を引く。

「あの、私も言わなきゃいけないことが」

「どうした？」

　アルトリシアは心を決め、左右の手にはめていた指輪を外す。

「私にも魔獣のお友達がいるの」

　柔らかな手のひらの上に置いてあったふたつの指輪が溶けて消える。

　次いでそこに現れたふたりの男を見て、ゼノハルトが立ち上がろうとした。一方、ファイスは驚いた顔のまま微動だにしない。

「こんな感じの登場でよかったか？」

　ルブがいたずらっぽく笑い、アルトリシアに言う。

「う、うーん。たぶん」

　ゼノハルトを警戒させたのは間違いない。だが、こうなってしまったからにはもう押し通すしかなかった。

「こっちの赤いお兄ちゃんがルブで、青いお兄ちゃんがサフィ。……黙っててごめんなさい」

　ずっと黙っている選択もできたのに紹介したいと思ったのは、ふたりが既にかけがえのない存在になっているからだ。父親になったゼノハルトに隠しごとを続けるのは心苦しかったのもあったが、果たして正解だったのかどうか。

「ゼン、君の娘はいったい……」

「私も今、初めて知った」

　父親同士が短く言い合う。

「鉱山で助けてもらったの」

　それを聞いたゼノハルトが、ハッとしたようにルブの方を向いた。

　赤いお兄ちゃんというアルトリシアの言葉に、思い至る姿があったからだ。

「私をアルトリシアのもとへ導いたのはお前たちか」

「そうだよ。兄貴が誰か連れてこいって言ったから呼んだんだ」

　あの日、ゼノハルトは真紅の美しい鳥に導かれてアルトリシアを発見した。傷だらけで意識を失った少女に気を取られたこともあり、鳥については深く考えていなかったが、こういう形で繋がっていたとは。

　ゼノハルトはふたりを交互に見ると、やがて息を吐き出した。

「この子と出会えたのはお前たちのおかげだ。本性がなにであろうと、その事実は変わるまい」

「物わかりのいいパパだなァ」

　若干、とげのある言い方だった。ルブもそう思ったのか、兄へちらりと視線を移す。

「俺と兄貴はいつもアルティのそばにいる。助けてもらったのは俺たちの方だからさ」

「その話はまた後でな」

　弟の言葉を遮ると、サフィの姿がまた溶けた。

「お前が本当にちびの味方なら、なにもしねェよ」

　そう言い残し、再び指輪へと姿を変える。ルブはまだなにか言いたげな顔をしていたが、兄に続いて同じようにアルトリシアの手の中へと落ち着いた。

　しばらく、妙な沈黙が流れる。その間、ティトはお腹を晒して夢の中にいた。

「……まあ、結果的に私としてはいい話を聞けたな」

　ファイスが口を開いて微笑する。

「妻以外にも人に姿を変える魔獣がいるとは思っていなかった。なぜ自分がそんな魔獣だったのか彼女は語らなかったが、アルトリシア嬢のおかげで解明されるのかもしれない。なにせ、ふたりもそばについているんだからね」

　人と魔石の混血であるティトも、他に類を見ない存在だろう。しかしティトには自身がどうしてそうなのかは説明できないのだ。それを知る鍵が、サフィとルブのふたりである。

　もしかしたら他に似たような魔獣がいるのかもしれないし、そうではないのかもしれない。どちらにせよ、人の姿をし、言葉を解す彼らが、本来魔獣と呼ばれている生き物よりも高位なのは間違いない。

　しかも彼らは、人間とは相容れないはずなのにアルトリシアに好意を持ち、味方だと公言している。これまでの常識からすると、絶対にありえない話だった。

「ゼン、君の娘はこの国で……いや、この世界で最も特別な人間だ。魔獣を使役できる人間などいるはずがないのだから」

　それを聞き、ゼノハルトは頷いた。

　ティトの母やサフィ、ルブが、人の姿を取るという希少な魔獣であるのは間違いない。しかしそれ以上に唯一無二の特異性を持つのはアルトリシアだ。

「ふたりについては、正体が我々以外の耳に入らないよう細心の注意を払う」

「うん、それがいい。アルトリシア嬢の安全のためにも」

　特別だと言われた張本人のアルトリシアはというと、サフィとルブがそれほどまでに希少な魔獣だとすぐには納得できなかった。

　彼らの気さくな態度や、自身へのわかりやすい好意のせいだ。下手をすればゼノハルトよりもふたりの方がよほど人間味のある応対をする。

　彼女が聞いた話をゆっくり呑み込んでいる間、ファイスは空気を変えるように言った。

「それにしても、人の姿を取れる魔獣がティトのそばにいるのはありがたいな。この子が命を狙われるようになっても、なんらかの助けになってくれるだろうと信じているよ」

「今までに命を狙われたことがあるような言い方だな」

「ある。何度もね」

　渋い顔になったファイスにつられるように、ゼノハルトも眉間に皺を寄せた。

「本人は気付いていないけれど。一国の王子ともなるとどうしても避けては通れない。この子の本性が心ない者たちに知られたら、さらに立場が危うくなるだろう」

「アルトリシアを巻き込むつもりならば、私が許さん」

「そこは私も国王だから。知った以上、利用させてもらうよ」

　穏やかなファイスの瞳に捉われたアルトリシアが、ゼノハルトの服をギュッと掴む。応えるようにゼノハルトも彼女の背中を抱き寄せた。

「君を敵にはしたくない。王立学校時代の親友だからね」

「そう思うのなら、手段は選べ」

「国王になった私にそんな言い方ができるのは君だけだよ」

　ファイスは、アルトリシアの腕から呑気に昼寝をする息子を優しく取り上げた。

「アルトリシア。君にはこれからティトの件で迷惑をかけるだろう。それでも仲良くしてくれたらうれしい。この子は自身の秘密のせいで友達を作れなくてね」

「え、と……私でよければ……」

　彼は面と向かって利用すると言った。その点は気になるが、同時に信頼するゼノハルトの親友でもある。それに、アルトリシアはティトが嫌いではない。

「ありがとう。今日はいろいろあってこの子もおしゃべりに混ざれなかったけど、普段はもっと賑やかなんだ。今度、ゆっくりできる時に遊びにおいで」

「はい、喜んで」

「私も同行するからな」

　横からゼノハルトが釘を刺す。ファイスはそれを受けてくすりと笑った。

「怖いお父さんだね。でも、独り身の親同士協力していけたらうれしいな」

　ティトの母親は生まれてくる息子と引き換えに命を落としたのだと、ファイス自身が言った。

　彼にも母親がいないのだと、眠る子犬を見つめたアルトリシアは奇妙な親近感を覚える。一応、アルトリシアの実母は存命なのだが。

（……普通にお友達になれたらいいな）

　大人の話は正直よくわからない。複雑な事情があるようだが、アルトリシアは手に入れた幸せに浸っていたかった。

（サフィもルブもティトもゼノハルトさんも、みんな仲良く楽しくできたらいい）

　そっと心の内で祈り、彼女もまた、甘えるように父の胸に顔を押しつけた。




＊＊＊




　長い一日を終えてエクレル領に戻るも、街から屋敷に向かう馬車の中でアルトリシアは眠ってしまっていた。

　行きは対面で座っていたのに、帰りはゼノハルトの隣にいる。彼女からの信頼を感じ、ゼノハルトは微かに目もとを和ませた。

　きっと疲れたのだろう。話を聞く限り、遠出の経験はほとんどないはずだ。

　そう考え、起こさずに抱き上げて屋敷に足を踏み入れる。

　出迎える使用人たちはいつもならゼノハルトに話しかけるが、今日は腕の中で目を閉じたアルトリシアに気付いて口を噤んだ。

　悪くない、とゼノハルトは思った。

　アルトリシアに出会うまで、彼は色のない日々を生きてきた。

　今も心に生きる妻のセルフィアが床に伏しながら彼に『生きて』と願ったからだ。

　彼女の願いはゼノハルトにとって祝福であり、呪いでもあった。

　これでどこかの戦場にでも送られれば、軍人としてなにも考えずに生きられたかもしれない。

　しかし、策略家ではあっても優しい彼の親友は国王の座を受け継ぐと、彼に『エクレル領に留まり、アッキアに睨みを効かせてほしい』と命令した。他の誰にも頼めないから、と。

　ファイスは親友が戦場を求めているとわかっていた。妻の願いのせいで自死もできず、かといって深い喪失感を埋める手段も知らないゼノハルトが、敵の手にかかることで、愛した人との再会を果たそうとしているのは明らかだった。親友を戦場に送れば、彼の望みは果たされるだろうが、ファイスは数少ない気の置けない友人を失いたくなかったのだ。




　アルトリシアの部屋へ入ると、何体ものぬいぐるみが出迎えた。すべてゼノハルトがかわいそうな少女のために贈ったものだ。

　――娘ができたら、毎日ぬいぐるみを縫ってあげたいの。

　子どもを望めなかった妻が語ったのを思い出す。

「……私には贈ることしかできないが。これでよかっただろうか」

　寝息を立てるアルトリシアに毛布をかけながら、今はいない、かつてこの部屋を使っていた主に向かって呟く。

　これまで何度も返事を望んできたが、やはり今回も答えはない。

　あの日、ゼノハルトは燃えるような美しい鳥に導かれて廃鉱を訪れ、傷つき倒れたアルトリシアを拾った。

　小さな身体に無数の傷を負った彼女を哀れんだのはたしかだ。実の両親から受けた虐待を聞き、憤ったのも間違いない。

　それがいつ、幸せにしてやりたいという気持ちに変わったのか。

　この部屋に連れ込んだのがきっかけだと彼は思っている。

　ここは妻が使っていた部屋で、彼女を亡くしてからは誰も立ち入らなくなった場所だ。

　再び外の空気が流れ込み、笑い声と菓子の甘い香りが漂うようになる日を、おそらくゼノハルトはどこかで望んでいた。

　だからきっと、温かな気持ちを思い出させてくれたアルトリシアを守りたくなったのだ。緊張した様子ながら慕ってくる少女のいじらしさも、初めて知る感情だった。

　晴れて、彼女は娘となった。

　今度は喪うしなわないよう、大切にしたいと心から願う。

「お前はさァ」

　ゼノハルトは背後から声が聞こえた瞬間、咄嗟に腰の剣に手を伸ばしていた。長く戦場にいた彼に気配も悟らせず背後を取れるものなど、そう多くはない。

　壁にもたれ、気だるげに腕を組んでいるのはサフィだ。片割れの姿はない。

「どうしてちびを娘にしようと思ったんだ？」

　今しがた考えていた彼女への想いを見透かされたようで虚を突かれる。ゼノハルトは訝しげにサフィを見つめ返したが、手は剣から離さない。

「説明が難しい上に長くなる」

「そういや、説明下手なんだっけか」

　今のサフィをアルトリシアが知ったら驚いたかもしれない。

　ひどく挑戦的で、わざとゼノハルトを煽っているかのようだ。いつもの不敵な笑みもどこか冷たく、敵意に似た気配を感じさせる。

「私がこの子を引き受けた理由が必要なのか？」

「アルトリシアは普通の人間じゃねェ」

　ちびとばかり呼んできたサフィがはっきり彼女の名を口にする。大切なものを扱うように、神聖なものに触れるように、その声にはゼノハルトには計り知れない感情が込められていた。

「普通ではない？　どういう意味だ」

「知ってて囲ったわけじゃねェんだな？」

「お前はこの子のなにを知っている」

「なんにも」

　小馬鹿にするような回答を聞いて、ゼノハルトが眉根を寄せる。

「なにが言いたい」

「そいつを泣かせたら殺すってだけ」

　ふっとサフィの姿が溶け、室内に巨大な青銀の狼が現れる。

　ゼノハルトが剣を抜くのと、サフィが彼の首に爪を押し当てるのとは同時だった。

「……アルトリシアを大切に思うなら、この子に血を見せるような真似をするな」

「変わった命乞いだなァ」

「命乞いではない。私の命が欲しければ、アルトリシアの目の届かないところで奪え」

「別に欲しかねェ」

　くぐもった笑い声を漏らし、サフィはゼノハルトを引き裂こうとしていた爪を引いた。首筋にひと筋赤い線が走る。

「利用しようとは思うなよ。いつでも見てるからな」

　青銀の狼はそう言い残すと再び溶けて消えた。ふと目を向けると、アルトリシアの左手に青い石の付いた指輪がある。

　ゼノハルトはそれを確認した後に、ようやく剣から手を離した。どんな戦場でも強張らなかった手が、極度の緊張のせいか硬くなっている。自身を落ち着かせるように息を吐くと、汗が背中を伝っていった。

　サフィはなにを知っているのか。そしてアルトリシアは自分がなにを友達と呼んでいるのかを理解しているのか。

（私もまだ鍛錬が足りんな）

　どんな敵を前にしようと平常心を失わず、常に普段の自分を保つよう教えられ、実際にそう生きてきた。そのゼノハルトが本能的に恐れを感じ、手を震わせる。

　肝心のアルトリシアはぐっすりと眠っていた。

　ゼノハルトはあどけない寝顔を撫でながら、彼女の獣とは敵対すまいと心に誓った。










幼女、目覚める




　正式にゼノハルトの娘となったアルトリシアは、平和で楽しい日々を過ごしていた。

　午前中はゼノハルトが用意した教師たちに歴史や文化を学び、午後は乗馬やダンスの練習を行った。

　空き時間ができると、大抵は屋敷の庭で本を読む。穏やかな昼下がりにのんびりと好きなことを楽しむのは格別だ。

　今日もアルトリシアは外に出ていた。庭にあるお気に入りの一角にはあまり人が来ないため、サフィとルブは獣の姿で陽の光を浴びている。

　普段は休憩のために用意された椅子を使うが、彼らが姿を見せている間はその身体に埋もれさせてもらっていた。ふたりはどちらがアルトリシアの椅子になるかで時々揉めたが、今日の勝者はサフィだった。

（あったかくて気持ちいいなぁ）

　読んでいた本を閉じて、日光にきらめく青銀の毛並みに顔を埋める。ふわりと顔を包み込む温かさは、今やアルトリシアの生活に欠かせない。

　もふりもふりと手を這わせ、毛の中に埋める。そうすると外と内の二種類のうち、内側の毛に触れられた。サフィの毛は風を受ける外側のものと、体温を保つためだと思われる内側のものに分かれている。より柔らかく触り心地がいいのは中にある毛だ。

　外側の毛を掻き分けて中に手を埋めると、目的のもふもふを味わうことができる。

「くすぐってェ」

「もうちょっとだけ触らせてー」

　身をよじるサフィに訴え、アルトリシアは楽しそうに笑った。

　ルブが羨ましそうな目を向けて話しかける。

「アルティっていろいろ勉強してるけど、魔石の扱い方は学ばないのか？」

　それを聞いた瞬間、少女の笑顔が凍り付いた。

「私、魔石はまったく使えないから……」

「そんなことないだろ？　兄貴を直したんだし」

「あんまりよく覚えてないの。すごく怖くていっぱいいっぱいだったから」

　サフィはアルトリシアのおかげだと言い、恩義を感じているようだが、張本人にはまったく自覚がない。

「偶然とか、なにかの間違いとか……違う？」

「間違いで俺サマが目ェ覚ましたってのかよ？」

　サフィがのそりと顔を上げて言う。

「だってそうだよ。私はメルニエラに力を全部あげちゃったんだって。だから魔石を上手に使えないってみんな言ってた」

「あんな人間の話なんか聞かなくていいだろ。みんな嘘をついてたんだ」

　以前、アルトリシアがひどい扱いをされていたところを思い出したのか、ルブが怒ったように顔をしかめる。

「俺はアルティを信じてるよ」

「……うん」

　正直な話、ルブのまっすぐな信頼は重い。アルトリシアは本当に自分が使いものにならない出来損ないだと身をもって知っている。

　気乗りしないながらも、ふたりに迫られて自身の髪飾りに手をかける。ゼノハルトから贈られたそれには、花を象った新緑の宝石がはめ込まれていた。

　もし魔石を扱えるのなら、色に関連した力が発現する。赤ならば火が、黄ならば雷が、青ならば水の力だ。原理はわかっていないが、そういった理由があってこの世界の電灯には黄色い魔石が使用されている。厨房に赤い魔石が常備されているのもそのためだ。

（なにもできないってわかったら、ふたりに嫌われちゃうのかな）

　髪飾りに視線を落としたアルトリシアが肩を落とす。嫌だと逃げても、彼らが期待する通りに頑張ってみても、どちらも結果は変わらないように思えた。

「本当にだめなんだよ」

　一応、もう一度だけふたりに伝える。

　そうしてから、奇跡を願って何度も試したように魔石の力を引き出そうとした。

（石の熱を感じるんだって言ってた。指でつまんで引っ張るみたいに、目と目の間に意識を集中させて……）

　初めて魔石を扱った時に教わった内容を頭の中でよみがえらせる。

　しかし、彼女の手の中で髪飾りはなんの変化もなくきらめいていた。

「ほら、やっぱり……」

　ふたりのために三度試したが、悲しい結果に終わる。

（どうしよう。信じてるって言ってくれたのに）

　出来損ないだという事実をふたりの前で晒す羽目になったことより、期待を裏切ったようで泣きそうになる。

　人間に姿を変えたルブが、髪飾りを手にうつむいたアルトリシアの手を包み込んだ。

「あのさ、兄貴。これってもしかして……」

「って、俺は最初っから言ってるけどな」

　サフィが起き上がり、伸びをして尾を揺らす。いつものアルトリシアならばふわふわの尾を追いかけて遊ぶが、今日はそちらを見ようともしない。

「アルティ、もう一回やってみないか？」

　ルブに言われるも、アルトリシアは首を横に振って拒む。

「できないよ……」

「他の奴と同じやり方なのが悪いんだ。だから、次は違うやり方でやろう」

「どうやって？」

　ほんの少しだけアルトリシアの声が弾む。これまで、自分が悪いとばかり思ってきたために、やり方が間違っているとは考えもしなかった。誰もそんなふうに言ってくれなかったというのも大きい。

「アルティの気持ちを込めてみるんだ。使おうとするんじゃなくて」

「それって今のと違う？　さっきもたぶん、そうしたと思うの」

「もうちょっと意識を変えてさ」

　なにかが大きく変わるとは思えないが、ルブがそこまで言うならとアルトリシアは頷いた。

（私の気持ちを込めてみる。でも、どんな気持ち？）

　髪飾りにはめ込まれた宝石の色は新緑。一般的には風に関係する力が発現するはずだ。

　しかしアルトリシアはその考え方をいったん横に置いてみた。

　ルブの手の温もりを感じながら目を閉じる。

（出来損ないの私に期待してくれるふたりに応えたい。メルニエラみたいに、すごくなくてもいいの。私にもなにかができるんだって思えるようなちっちゃいことでもいいから）

　下腹部の奥がじんわり熱くなったような錯覚に陥る。徐々にアルトリシアの体内から湧き上がった熱は、手のひらの中にある髪飾りへ流れ込んでいった。

「……あ」

　ジッと自分の手を眺めていたアルトリシアが声をあげる。

　緑色の宝石が輝き、ぱちりと静電気の音がした。

「ねえ、これって」

「だから言ったろ」

　目の前のものが信じられず、アルトリシアは声に興奮を滲ませる。それに対し、サフィはわかっていたとでも言いたげにさらりと答えた。

「お前は魔石おれたちから力を引き出せねェ。その代わり、与えられる」

　アルトリシアにはどういう違いがあるのかよくわからない。しかし、宝石は彼女の前で小さな雷を生み出し、ぱちぱちと火花のように弾けていた。アルトリシアがなんらかの力を行使し、石に変化を与えたのは間違いない。

「でも変だよ。緑は風の力が出てくるんだもん。電気なんて出てこないはずだよ」

「そういう決まりごとは俺たちの中にねェ。人間が色で判断して勝手に選り分けてるだけだろ」

　アルトリシアと一緒に髪飾りを覗き込んでいたルブが笑う。

「アルティはすごいよ。こんな優しい力、誰も持ってない」

「優しい？」

「だって、無理矢理力を引き出して従わせるような真似はできないんだろ？　いくら硬度の低い奴らでも、そんなのはつらいよ。でもお前は想いを込めてくれる」

　まだ火花を散らし続ける石に、ルブがそっと触れた。

「そうやって兄貴を直してくれたんだな」

　温かな声がアルトリシアの胸に染み込む。

　廃鉱を逃げ回っている時には欠けた石を直したいなどと思っていなかった。ただ助かりたいという思いをひたすらに――込めただけだ。

「私……ちゃんと魔石を扱えるの？」

　ルブは笑みを浮かべたまま頷いた。アルトリシアの目に薄い水の膜が張る。

「出来損ないじゃない……？」

「アルティは特別な女の子だ。俺が保証する」

「俺はずっとそう思ってたぜ？」

　サフィもまた、ルブの言葉を引き継いで同意した。

　アルトリシアは手で目もとを擦ると、ふたりに向かってにっこりと笑顔を見せる。

「私にもやれることがあるんだね。教えてくれてありがとう」

　これまでアルトリシアは、役立たずだ出来損ないだと言われ続け、自分に生きている価値はあるのかと思うほど追い詰められていた。

　それでも生きたいと廃鉱でもがき、奇跡を掴み取った結果がこれだ。

　ひくり、と小さな喉が鳴る。

　笑顔を崩し、声をあげて泣き出したアルトリシアを、ふたりは優しく慰めた。

「いっつもふたりの前で泣いてる気がする」

　赤くなった目を手で隠しながら、アルトリシアは照れたように言った。

「俺サマが泣かせたわけじゃねェからどうでもいい」

　人の姿を取ったサフィが椅子の上で足を組みながら答える。

　ルブも兄に同意するように首を縦に振った。

「こんなに泣き虫じゃないんだよ。ほんとだからね」

「照れなくてもいいだろ、別に。俺はアルティが泣いてくれてうれしいよ」

「どうして？」

「俺たちの前でなら泣いてもいいって思ってくれてるんだろ？」

　ルブの言葉がまた胸に染みる。彼の言う通りかもしれない。

　マイネス家にいる時もアルトリシアは時々ひどい扱いに涙を流したが、こんな風に感情をすべてさらけ出すような泣き方はしなかった。痛みやつらさを押し殺し、泣き声だってうるさいと叱られないように呑み込んだ。

　ルブもサフィもアルトリシアの気持ちを受け止める。ゼノハルトもそうだ。だからきっと、アルトリシアは彼らの前で涙を我慢できない。

（子どもみたいで嫌だな）

　彼女は自分がまだ八歳の子どもだという事実を忘れていた。

　そんな彼女の手の中で例の魔石はもう火花を消していた。しかし、なんらかの力が残っているのは感じる。

（緑色の魔石だけど、風の力ではないんだよね。じゃあ、なんだろう？）

　ジッと見つめていると、不意に頭の中に文字が浮かんだ。

「……『盾』？」

　ぽつりと呟いたアルトリシアの顔をルブが覗き込む。

「ん？」

「あ、ううん。この魔石にはどういう力があるのかなって思ったら、頭の中で『盾』って浮かんだの。ルブが言ったんじゃないよね？」

　魔石のふたりは、指輪でいる際に声を使わずともアルトリシアと会話できる。

「言ってないぞ」

　不思議そうに言われて彼女も首を傾げた。

　この魔石を見ていると『盾』という文字と、守りたいという意思のようなものを感じる。さらに、通常は魔法使いが力を発現させて初めて効果を表すのに、常時発動させた状態だということまでぼんやりとわかった。

（鑑定士さんみたい）

　かつてマイネス家に鑑定士と呼ばれる人物が訪れたのを思い出した。

　魔石がはめ込まれた古い箱を、炎の力で封じられているため、うかつに開けると全身が燃え上がると見抜いた美しい女性。こっそり様子を窺っていたアルトリシアは、よくわからないながらもかっこいいと憧れたものだ。

　アルトリシアは今の自分をそう呼んでいいのではないかとひそかに心を弾ませた。

「これ、たぶん『盾』の力がある魔石になったんだよ。そんな気がする」

「ちびが言うならそうなんだろ」

　サフィの雑な返答もあまり気にならない。

　自分は魔石に不思議な力を与えられるばかりか、どういった効果を持つかの鑑定までできるようになったのだ。そう思うだけでアルトリシアは踊り出したくなるほどうれしい。

「魔石を扱えるって知ったら、ゼノハルトさんは喜んでくれるかな？」

「そうかもな。あの人なら、アルティがなにをしても喜びそうだけど」

　ルブが返すその横で、サフィは軽く鼻を鳴らした。

　それには気付かず、アルトリシアは髪飾りに付いていた石をひとつ外した。宝石の花びらが一枚欠けるが、そんなことは気にならなかった。

　もうこれはただの宝石ではなく、魔石に変わった特別なものである。しかもアルトリシアの力によって変化したのだ。

　自分が持っているよりは、たくさんの特別をくれたゼノハルトにこそ渡したいという願いを胸に、アルトリシアはルブを見上げる。

「じゃあ、この魔石をあげるって言ったらお礼になる？」

「いきなりそれだけ渡すのも、色気がないんじゃ？」

　色気、とルブに言われたそのままを口にしたアルトリシアが目を瞬かせる。

「どうせなら髪飾りみたいに加工したらって話」

「あ、そっか。そうだね！」

　ゼノハルトに渡すならどんなものがいいだろう。

　彼も長髪だから髪飾りでいいかもしれない。いつも身につけてほしいからお守りという形にするのも悪くない。

　どうせならたくさん贈りたい、とアルトリシアは脳内でゼノハルトに大量の宝石を飾りつけた。想像の中の彼はやはり無表情だ。

「こういうのってきれいにしてくれる人がいるんだよね？」

「加工師の魔法使いがいると思うぞ。街とかに。俺、あんまり人間には詳しくないけど」

「私よりは詳しいよー」

　そうとなれば善は急げだ。

　アルトリシアはサフィとルブの手を引いて、駆け出そうとする。彼女とゼノハルトの前以外では姿を現さないようにと決めたふたりが、姿を消して指輪に変わった。
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　渋りに渋ったゼノハルトを説得し、アルトリシアはエクレルの街を訪れた。

　以前、王都へ行く際にもやって来たが、今日はゼノハルトがいないせいもあって違う印象を受ける。

「陽が暮れる前には戻れ、だったな」

「うん」

　普段の獣の耳と尾を隠し、完全に人の姿に変わったサフィがアルトリシアを見下ろす。今日の彼の仕事は、彼女の護衛だ。人前に姿を現さないようにと決めてはいたが、アルトリシアがそれを望んでいないなら、あっさりと考えを変える。結局のところ、サフィが優先するのは常識や今後のことではなく、今アルトリシアがどうしたいかなのである。

　本当はゼノハルトが部下を付けようとしたが、彼女自身が拒んでいた。贈り物を用意するための外出だと知られたくはなかったし、ほとんどかかわりのない人は怖い。

　もともとアルトリシアはあまり人懐こい方ではない。最も身近な存在の家族に虐げられてきた経験があるからか、知った顔であってもかなり緊張し、警戒する。ゼノハルトの屋敷で働く使用人たちにさえ、笑って接してはいても心からすべてを許せているかは怪しかった。

　彼女が本当に自身をさらけ出すのは、父になると言ってくれたゼノハルトと、いつもそばにいて話し相手になるサフィとルブだけだと言っていい。

　アルトリシアのそういう性質を察していたゼノハルトは、かなり悩んだものの最終的に外出を許可した。個人行動を好むのは彼も同じで、他人がいると落ち着かないと明かしたアルトリシアの気持ちを理解できたからだ。

　アルトリシア本人には伝えていないが、サフィとルブがいるから許せたというのもあった。少女に対して好意的なふたりならば、目を離しはしないし、なにかあった時にもまずアルトリシアを優先して守るだろう。

　しかし、魔石のふたりはゼノハルトの予想に反して別行動を選んだ。

　遠方にいても連絡を取り合えるという性質から、万が一の際にすぐゼノハルトのもとへ連絡が行くよう、ルブが屋敷に残ったのだ。

「加工師さんは東の通りにある赤い屋根の店にいるんだよね？」

「って言ってたな」

「東ってどっち？」

「右だろ？」

　アルトリシアは立ち止まり、自身の右手へ目を向けた。

　この方向に歩けば目的地に着くのだと判断し、サフィを伴って足を動かす。

　外出経験がほとんどないアルトリシアと、数千年近く廃鉱の中で眠っていたサフィのふたりを放り出すのは不安が多いという事実に、ゼノハルトとルブはもう少し早く気付くべきだった。




　自覚なく迷子になった彼らは、紆余曲折の末に無事加工師のもとへたどり着いた。

　加工師とは魔石の加工技術に特化した魔法使いたちを言う。魔法使いとしての力は本職に及ばないが、代わりに魔石を最も力を発揮する形に研磨したり、そうして磨いたものを日用品や武器に組み込んだりする。

　机に置く光源も彼ら加工師がランプに黄色や赤の魔石を取りつけ、魔法使いではない一般人でも扱えるようにしたものだ。他にも泥水をきれいな水に変える水差しや、蓋をしておくと出来立てと変わらない熱さの食事に変わる底の深い皿、暑い日に涼しい風を生み出す道具など、人々の生活をより豊かにするために活躍している。

　アルトリシアが例の魔石を預けると、対応した若い男の加工師は快く引き受けてくれた。ゼノハルトが小遣いにと持たせたミラルド金貨のおかげである。

「それじゃあ、どんなものを作ります？」

「えっと……お守りがいいなって」

　自身が『鑑定』したように守りの力を常に発現しているのなら、軍人のゼノハルトにはぴったりだろう。

「わかりました。要望があるのなら承りますよ」

「うーんと、うーんと……じゃあ……」

　サフィが横であくびを噛み殺す中、アルトリシアは金の鎖を付けてほしい、邪魔にならないよう小さめに作ってほしい、などと注文をつけた。そう時間をかけずに完成したお守りは、細い鎖の先に枠にはめ込まれた魔石が垂れ下がる単純な作りのもの。しゃらりと揺れるそれをアルトリシアはとても気に入った。

「素敵なお守りをありがとうございます！」

「いやいや、こちらこそありがとうございました。時にお客さん、今日はいつまで街にいるおつもりで？」

　話を向けられたのは子どものアルトリシアではなく、サフィの方だ。

「陽が暮れる前には帰るつもりだが、なんかあるのか？」

「それがね、最近夜が物騒で。街を魔獣が闊かっ歩ぽして回ってる、なんて話があるんですよ」

「……へェ？」

　魔獣は彼も同じだ。人の姿をしているか、獣の姿をしているかの違いでしかない。

「どんな奴がうろついてるんだ？」

「さあ、そこまでは……。ただ、恐ろしい影を見たって人が何人もいるんですよ」

　それだけじゃない、と彼はさらに言う。

「魔石が突然使えなくなるんです。魔法使いだけが困ってるわけじゃないですよ？　俺たちが加工した道具もです」

「なんでまたそんなことに？」

「わかりませんけどね。俺もこの間、夜中にランプがつかなくなって焦りましたよ。まだまだ充分使えるってのに、いったいなにが起きたんだって。まあ、その時はすぐにまたついたんですけど」

　アルトリシアはおとなしくふたりの話を聞いていた。彼女にとって興味深い話ではないと気付いたサフィが、加工師に向かって軽く片手を上げる。

「まァ、夜までいるつもりはねェし、さっさと帰るよ」

「それがいいですよ。じゃ、またどうぞ！」




　無事に目的を果たしたふたりは、店を出て街を回ることにした。

　サフィはアルトリシアが遊び相手になってほしいと頼んだ時に弟に押しつけたり、気分が乗る時にだけちょっかいをかけてきたりと、気まぐれで面倒くさがりな一面を多々見せたが、今日は彼女の提案を断らなかった。

「街って楽しいね」

　ご機嫌なアルトリシアが鼻歌でも歌いそうな調子で声を弾ませる。

「俺にはよくわからんが、楽しいならよかったな」

「これも全部サフィのおかげだよ」

　笑みを浮かべながら、さらに続ける。

「もしサフィがあの時助けてくれなかったら、きっとあそこで死んじゃってたと思う。生きてたとしても、またあの家に帰るしかなかっただろうし、今、楽しいって思えるのはサフィのおかげなんだよ」

「感謝するのは俺の方だ。お前が直してくれたおかげで、薄暗い地下を出られたからな」

　サフィが柔らかな手を握り返して空の青さを瞳に映した。

「ルブもお前には感謝してる。ずっとひとりにさせちまったからなァ」

「ルブはサフィが大好きだよね」

　兄に付き合ってアルトリシアのそばにいると決めたルブも、今ではサフィ以上に彼女の世話を焼いている。純粋にアルトリシアを気に入ったようだった。

「同じ石から俺たちみたいに生まれるのは珍しい。俺にとってあいつが大切なように、あいつもそうなんだ」

「いいなぁ」

「ちびも大事に思ってる。あいつと同じぐらいな」

「うん」

　それはアルトリシアもわかっている。そうでなかったら、気まぐれな彼は今日ずっと付き合ってくれない。

「あのね、一個聞きたかったんだけど」

「なんだ？」

「私は魔石に力を与えられるんだよね。じゃあ、サフィを直した時もなにかあったの？」

　廃鉱でアルトリシアは知らずにサフィを拾い、自身の想いを、力を込めた。それが理由で欠けていた石を修復したのなら、髪飾りの魔石に力を与えたように彼にもなんらかの影響があるかと考えていたのだが。

「なんか、あったけェもんが流れ込んできた気がする。寝ててよくわからなかったが」

「それなら、サフィたちにも他の魔石みたいに力をあげられる？」

「そういうことをやれんのは、死んだ石だけじゃねェか。実際、直っただけで他の力が身に付いたって気はしねェし」

　その時のことを思い出すようなサフィを見つめ、ふむとアルトリシアは難しい顔をする。

「じゃあ、サフィたちにはなにもできないんだね。お礼ができたらいいなーって思ってたの」

「いらねェって。それに、なにもできないわけじゃねェだろ？」

　サフィが立ち止まり、アルトリシアの前に屈む。そして頭を荒っぽく撫でた。

「お前とルブといて、毎日楽しいよ。これ以上は望んでねェ」

「それだけでいいのかなぁ」

「俺がいいって言ってるんだからいい」

「じゃあ、ルブは？」

「あいつは俺が起きただけで満足してる。寂しがり屋だからなァ」

　意外な真実を聞き、アルトリシアはためらいがちに周囲を見回した。ルブがいない今だからこそ、彼をよく知るサフィにいろいろ聞いてしまいたい。

「ルブの話を聞かせてくれる？　この間、怖いものなんかないって言ってたけどほんと？」

　ここにいないのに声を潜めたのを聞き、サフィはくっと喉を鳴らした。

「そんなわけあるか。あいつ、海が苦手だぞ。泳げねェから」

「海ってそんなに怖い？　どんな場所なの？」

「塩臭くて毛がベタベタする場所だな」

　行った経験があるのだろうか、とアルトリシアの心が躍る。

「海の話、いっぱい聞きたい！」

「ルブの話はもういいのかよ」

　苦笑しつつも、サフィは自分の知っているものを語り出す。

　ふたりは街を散策しながら、いろいろな話を心ゆくまで楽しんだ。




　約束通りに陽が暮れる前に屋敷へ戻ろうと馬車へ向かうと、なぜか屋敷で待っているはずのゼノハルトがいた。

「もしかして時間を間違っちゃった？　ほんとはもっと早く帰らなきゃだめだった……？」

「いや、私が迎えに来たかっただけだ」

　不安げなアルトリシアを抱き上げ、ゼノハルトはほんの少し頬を緩めた。

「お仕事は？」

「終わらせた。街での話をゆっくり聞かなければならないだろう？」

「楽しかったよ！」

　なにが、とは言わずアルトリシアが目を輝かせる。

「あのね、今日は――」

「もう言っちまっていいのかよ？」

　ふたりの様子を横で見ていたサフィが、くっくと笑いながら指摘した。

　お守りの件はまだ秘密なのだったと、アルトリシアは慌てて自身の口を手で覆う。

　子どもらしい仕草は、ゼノハルトの口もとをほころばせた。

「なんだ、私には言えない話なのか」

「ううん！　そうじゃなくて……まだ内緒なの」

「サフィには言えるのに、か」

「後でちゃんと教えるから！」

　御者は馬車に乗り込みながら娘と話すゼノハルトの表情に驚いていた。

　彼の主人がこんな風に人と話していて笑うなど、長年勤めていて見た例ためしがない。妻が存命だった時は違ったかもしれないが、少なくともここ数年では初めてだ。

「後がいつになるか楽しみにしている」

「今日の夜には教えてあげるー」

「それなら今言うのも変わらないのではないのか」

　御者台に乗ってもまだ、ふたりの楽しげな声が聞こえる。

　馬を走らせながら、御者は遅い冬にようやく春が訪れたような温かい気持ちになった。




＊＊＊




　その夜、尽きない話をしたアルトリシアは食事を終えてから贈り物を取り出した。

　お守りを包むかわいらしい袋もサフィとともに選んだものだ。もっとも、彼は『パパさんに渡すにはかわいすぎるんじゃねェかなァ』と苦笑していたが。

「いつもありがとう」

　照れくささに頬を赤く染めたアルトリシアが、ゼノハルトに袋を渡す。ピンクのリボンはあまりにも彼に似合わない。

「これが内緒にしていたものか」

「うん、そう」

「開けても？」

「うん！」

　早く開けてほしいという気持ちが全面に出すぎて、頷きが深くなる。

　ゼノハルトは娘を微笑ましく思いながら、渡された贈り物を丁寧に解いた。武骨で大きな手のひらの上に、金色の細い鎖が連なったお守りが転がる。

「きれいだな。お前が選んだのか」

「えーっと……うん。前にもらった髪飾り、あるでしょ？　あれの宝石なの」

　ゼノハルトの視線がアルトリシアの髪に移動する。好んで身につけている髪飾りについた花びらが一枚欠けてなくなっていた。
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「今日、サフィたちから魔石の扱い方を教えてもらって……。私、ちゃんとできたんだよ。だからね、初めての魔石をあげたかったの」

　一生懸命自分の気持ちを伝えるアルトリシアの話を、ゼノハルトは口を挟まずに聞いていた。

　そんな彼の前で、娘はきゅっと唇を引き結ぶ。

「いつもお世話になってるし、ありがとうって言いたかったし、それに……」

　これ以上ないほど赤くなったアルトリシアは、なけなしの勇気を振り絞って口を開いた。

「パパ、だから」

　消え入りそうな言葉を耳にしたゼノハルトが選んだのは、感謝を伝えることでも、微笑みかけることでもなかった。

　彼らしからぬ勢いでアルトリシアをきつく抱きしめて、自身の腕の中に引き込む。

「ゼノハルト、さん」

「パパでいい」

　短いひと言が彼の声にならない喜びの気持ちをすべて表していた。

「ありがとう、アルトリシア。魔石を扱えた話よりも、お前にそう呼んでもらえたのがなによりもうれしい」

「……うん」

　この瞬間まで、アルトリシアは自身が出来損ないではなかったのを伝えたくて、彼に早くその成果を渡したくてたまらなかった。しかし今、自分がずっとこの優しい男を父と呼びたかったのだと目が覚める思いを味わう。

「……パパ」

　もう一度こぼした声は小さかったが、ゼノハルトはきちんと受け止めて笑いかけた。彼がこんなにもうれしそうな顔をしたのは初めてで、アルトリシアは胸がいっぱいになる。

　彼にとって優秀な魔法使いかどうかは些末事に過ぎないのだ。

　出来損ないでも、役立たずでも、彼のためになにもできないとしても、娘だと思ってくれる。それが泣きたいほど幸せだった。

「ずるいぞ！」

　と、そこにルブの不満げな声が落ちた。いつの間にか姿を現し、顔をしかめている。その隣には飄々とした笑みを浮かべたサフィも立っていた。

「俺もアルティにお兄ちゃんって呼ばれたいよ」

「そうかァ？」

「なんだよ、兄貴はそこまで呼ばれたくないのか？」

「俺はもうお前に兄ちゃんって呼ばれてるだろ。今の呼ばれ方も気に入ってるし」

「俺は誰にも兄ちゃんって呼んでもらってない！」

　サフィが弟から不満をぶつけられて苦笑しながら肩を竦める。

　それを、アルトリシアはくすくす笑って見ていた。




　目的を果たした後、一日を全力で楽しんだのもあって、アルトリシアはいつもより早い時間に床についた。

　寝かしつけに来たゼノハルトが、眠そうな彼女の頭を優しく撫でる。

「湯浴み中にも寝そうだったらしいな」

「うん……。頭洗ってもらうの、好き……」

　とろんとした顔でアルトリシアが笑う。

　髪を洗う担当者は、最初にこの屋敷で目覚めた時に話をしたあの使用人だ。彼女は絶妙な力加減でいつもアルトリシアを心地よい幸せに引き込んだ。

「今日はもう眠るといい。疲れただろう」

　穏やかなゼノハルトの低い声も余計に眠りを誘った。

　アルトリシアは小さなあくびを漏らし、最後の力を振り絞って彼の袖を引く。

「あのね、魔石が使えるようになったの」

「ああ、言っていたな」

「だからね、石……いっぱい欲しい……」

「練習用に使うものという認識でいいのか」

　こくりとアルトリシアの首が動く。それと一緒にまぶたが閉じた。

「特別なんだって。パパにもあげる……ね……」

　ほとんど声にならなかった語尾が消えて寝息に変わる。

　ゼノハルトはアルトリシアの前髪を撫でつけて、そこにそっと口付けを落とした。

「おやすみ、アルトリシア」

　既に眠りの底に沈んだアルトリシアから返事はない。

　しばらくその寝顔を見つめていたゼノハルトは、滅多にない娘のおねだりを叶えるために、その夜にはもう行動に出たのだった。










幼女、活躍する




　ゼノハルトがアルトリシアのために用意した練習用の魔石は膨大な数に及んだ。

　もともと、ミラルドは多くの魔石鉱を所有する国である。産出される魔石が非常に良質なのもあって隣接する軍事帝国のアッキア、魔法大国のコヌジオから虎視眈々と狙われている。両国から表立った戦争を仕掛けられずにいるのは、片方がもう一方を牽制するという微妙な均衡のもとで平和を成り立たせているためだ。アッキアが攻撃を仕掛ければコヌジオが恩を売るために動き、逆もまたしかり。

　そんなミラルドの鉱山はエクレル領にもあった。もっともここは既に掘り尽くされた廃鉱がほとんどで、現在も稼働している場所は片手で数えるほどしかない。

　また、他の鉱山に比べれば魔石の質はやや落ちる。それでも他国からすれば充分だが、そういう理由でクズ石と呼ばれる使いものにならない魔石がよく採れた。

　そのクズ石をかき集めたゼノハルトはアルトリシアにすべて提供した。わざわざ専用の部屋まで用意し、完璧な体制を数日と経たずに整えたのである。

　――うちのパパはどうやら行動力の鬼らしい。

　アルトリシアがそう気付いたのは、使用人たちに『練習の部屋』へ案内された時。

　思えば、彼女を養女にした時も素早かった。それが本人の気質によるものなのか、行動の速さを尊ぶ軍人としての気質によるものなのかはわからない。

　かくしてアルトリシアは万全の状態で自分の力と好きなだけ向き合えるようになった。いつかこの力で大好きな人たちに恩返しをしようと決意する。

　今日もまた、日頃の勉強を終えて部屋に引きこもる。

「これはちっちゃな怪我を治せるみたい。こっちはちょっぴり力持ちになるって」

　彼女が力を与えたクズ石たちは、同じ色の魔石でも異なる効果を発現させた。

　どれもあまり大きな力は持たないが、魔石自体に効力を付与するという奇跡に比べれば気になるものではない。

「力持ちってのはどのくらいなんだ？」

　サフィに尋ねられ、アルトリシアは自身が力を与えた半透明の白い石を握る。それを手にしたまま、クズ石が詰め込まれた箱を持ち上げようとした。若干浮き上がった程度で、それ以上は手が痛くなってしまう。

「これがほんのちょこっと持ち上がるくらいみたい……？」

「お前にしちゃ上出来か」

　たしかに魔石の力を活用しないアルトリシアならば、持ち上げるどころか箱を押して位置をずらすのさえ難しい。

「次は何色の石で試すんだ？」

「えっと、サフィの好きな色は？」

「青」

「じゃあ、青いのでやる」

　アルトリシアはサフィが放った青い魔石を手に取ると、何度も試したやり方で力を与える。

　魔法使いたちは魔石から力を発現させる際に集中力を使った。大きな効果を発揮するためには細かい調整が必要で、器用さはもちろん集中力がなければ制御を失う。そして、集中力が永遠に続く人間はいない。

　アルトリシアもそれは同じで、無限に魔石と向き合っていられるわけではなかった。繰り返し行えば意識が途切れ、違うことを考えてしまう。これは放っておくと他のものに気を取られやすい幼さによるものも大きい。

　ぱちりとアルトリシアの手の中で火花が散った。青い魔石を見ると、どんな効果を得たのかが頭の中に浮かぶ。

「ひんやりする石が作れたよ」

「暑い日にはいいかもなァ」

　握ると、火照った手に心地よい冷たさが広がる。

　冷たいものや氷を作るための道具は既に加工師たちが発明しているから、これを使うのは彼の言うように暑い日に握るくらいしかないだろう。

「ふう、疲れちゃった。休憩にするー」

「ルブを呼ぶか？　向こうも休憩だって言ってるが」

　最近、ルブはよくゼノハルトのそばにいる。彼らふたりの連絡能力を知ったゼノハルトが、目を離している時もアルトリシアの様子がわかるようにと頼み込んだからだ。

「パパも一緒にお茶してくれるかな？　忙しい？」

「こっちから言う前に、向こうで用意してるぜ」

　アルトリシアが自身の力をゼノハルトに明かした辺りから、サフィは彼に挑発的な態度を取らなくなった。ルブから聞いた話によると、彼はゼノハルトがアルトリシアを引き取ったのは、特別な能力について知ったからではないかと思っていたらしい。

　もし利用するつもりならば許さないと語られ、ルブは少し戸惑った。ゼノハルトの過保護な愛情はわかりやすい。接していればよくわかるのに、疑い続けていたのかと驚いたようだ。

　パパとサフィが仲良くなってくれてうれしい、とアルトリシア自身は呑気に考えていたが。

「じゃあ、急いで私たちも行かなきゃ。喉渇いちゃった」

　アルトリシアが笑顔になって自身の汚れた手を服の裾で拭った。クズ石として捨てられたものは、どうしても土埃にまみれていて手が茶色くなってしまう。

「また怒られても知らねェぞ」

「あっ」

　無意識のはしたない行動をサフィに指摘され、慌てて土のついた服を払おうとする。しかし、一度ついた汚れは簡単に落ちてくれない。

「淑女にならなきゃいけないのにね」

　アルトリシアが肩を落として言う。

　彼女の教師たちはふた言目には『立派な淑女になりましょう』と諭した。いずれ夜会に出る日も来るのだからと、立ち居振る舞いも厳しく見られるようになっていたのにこれである。

「人間ってのはめんどくせェ生き物だな」

「私もそう思う」

　そんな風に苦笑してはいるが、サフィは意外ときれい好きである。特に狼の姿をしている時は、頻繁に毛繕いした。水浴びも積極的にしたがり、毎晩使用人の手で湯浴みをさせられるアルトリシアを羨むような発言も多々ある。

　結局、アルトリシアは服の汚れを諦めてサフィとともにゼノハルトのもとへ向かった。

　彼は『次からは手を拭うための布を用意しろ』と言ったぐらいで、特に叱らなかった。マイネス子爵の家では絶対にやらなかったうっかりをこうしてするようになったのは、アルトリシアがこの家に慣れてきた証でもある。

　かつてはことあるごとに虐待されていた彼女が、子どもらしい失敗をできるようになったのは大きな成長だった。




　アルトリシアが地道な努力を続けていたある日のこと、いつも通りの朝を迎えたエクレル邸に飛び込んできた男がいた。

「助けてください！　村に魔獣が……！」

　全身を己の血で赤く染めた男は、意識を失いそうになりながらも、話を聞いてすぐに現れたゼノハルトへ事情を伝えた。

　彼はエクレル領の中でも特にはずれの方にある村の出身だった。住民は百もいないような、本当に小さな村である。

　昨夜、その村に大型の魔獣が現れたという。

　ゼノハルトが領内の村々に徹底させていた守りの設備と、配置されている自警団のおかげでなんとか持ちこたえてはいるが、それも時間の問題のようだ。

　男は村の仲間たちが魔獣の気を引いている隙に、領主であるゼノハルトのもとへ救いを求めて夜通し駆けた。

　自分の到着が一刻でも遅れれば見知った顔が何人減るかわからないという焦燥感に襲われていたからか、途中で野盗に襲われ、獣に傷付けられても、彼は足を止めることなくゼノハルトのもとにたどり着いたのだった。

「すぐに向かう。馬の準備を」

　話を聞き終えたゼノハルトは、すぐ使用人たちに命じて戦いの支度を始めた。屋敷に残していく部下と、引き連れる部下を選別し、彼らにも素早く指示を出す。

　アルトリシアが一連の騒ぎを知ったのは、父が部下を連れて馬を走らせたあとだった。

「じゃあ、パパは魔獣を倒しに行ったの？」

　使用人に説明され、アルトリシアは不安げな様子で言う。

「大丈夫ですよ。ゼノハルト様はとってもお強いですからね。魔獣なんてあっという間に倒して、アルトリシア様のもとにすぐ帰ってきます」

「でも、もしかしたら怪我をするかも……」

　どんなに使用人が優しく諭そうと、アルトリシアは安心できなかった。

　自分がもう少し早く起きてさえいれば、せめてルブかサフィのどちらかを同行させられたはずだと悔やみ、泣きそうになってしまう。

（パパになにかあったらどうしよう……）

『なにかあったとして、どうにかなるようなパパじゃねェだろ』

　サフィなりの慰めが頭の中に響くが、それでもアルトリシアの表情は暗いまま変わらない。

『兄貴の言う通りだよ。ゼノハルトは絶対にアルティをひとりぼっちにしない。だから安心しろって』

　ルブもまた続けるが、アルトリシアは頷いただけだった。




　ゼノハルトは夜になっても戻らなかった。

　心配するアルトリシアは、いつもなら眠っている時間だというのにベッドに入らず窓の外を見続けている。

『ここからじゃ、暗くて見えねェだろ？』

　サフィが話しかけても、彼女は窓のそばから動かない。

『玄関で待つのは？　アルティだって、ゼノハルトが帰ってきた時にすぐ無事を確認できる場所の方が……』

（そうだね、その方がいいかもしれない）

　ようやく窓のそばを離れると、アルトリシアはルブが言ったように玄関へと向かった。

　廊下に出ると、夜のためかひっそりと静かだった。

　あまりこの時間に外へ出ないため、アルトリシアは少しだけ怖いと思ってしまう。しかしこの怖さから守ってくれる父はここにいないのだ。

（今、帰ってくるところだったらいいのに……）

　使用人に見つかれば、部屋へ戻るよう促されるだろう。そう考えて彼女は人目を避けて玄関へと足を進める。

　その足が不意に止まった。

　廊下の向こうから使用人たちの声が聞こえていたからだ。

「あの人はもうだめかもしれないねぇ……」

　誰を示しているのか、考えずともすぐにわかった。村から逃げてきた男に違いない。

「怪我の具合は悪いし、熱も引かないし。いっそ腕を切り落とせばまだ……」

「いや、もう遅いだろう。あんなに膿んでちゃ、どうしようもない」

「せっかくここまで逃げてこられたのに、かわいそうな話だよ」

「せめてゼノハルト様が間に合ってくれるといいんだが。そうじゃないとあの男も報われないだろうからね」

　アルトリシアは自分の口を両手で覆いながら、彼らの話を聞いていた。

　顔を合わせたことはないし、言葉も交わしていないが、逃げてきた男の話は聞いている。

　恐ろしい思いをしたのだろうと哀れんでいたが、まさか命を落とすような状態にまでなっているとは。

（私、なんにもできないのかな？）

　平和な日常とは違う現実と向き合い、アルトリシアは泣きそうになりながらサフィとルブのふたりに問いかける。

（助けてあげたいよ。だって死んじゃうなんて……）

『アルティの魔石を貸せばいいんじゃないか？』

　ルブに言われ、アルトリシアははっと自分の新しい能力を思い出した。

　こつこつと練習を重ねるうち、数を増やしていった特殊な力を付与された魔石たち。あの中には癒やしの力を持つものもあったはずだ。

　彼女はもと来た道を急いで戻り始めた。部屋にある魔石を取りに行くためである。

　幸い、使用人たちには見つからずに魔石の欠片が詰まった袋を持ち出せた。

　向かう先は例の男が運ばれた部屋だ。

　目的の部屋は大して時間をかけずに見つかった。なぜなら、閉ざされた扉の向こうから苦しげなうめき声が絶え間なく漏れていたからだ。

「あのう……」

　アルトリシアは軽く扉を叩いてから、相手の返事を受ける前に中へ足を踏み入れる。

　予想していた通り、男は彼女に反応しなかった。傷が痛むのか、荒い息を吐いては歯を食いしばって声を押し殺している。

「えっと、えっと。これ、握れますか……？」

　アルトリシアは男の左手に乳白色の魔石を握らせた。

　その魔石から伝わってくるのは『癒やし』。

　どれほどの効果があるかはわからないが、男は話で聞いていた以上につらそうだ。アルトリシアは、少しでも楽になるようにと強い願いを魔石に込めた。

　男は自分がなにを握らされたのかも理解できていなかっただろう。弱々しく指を丸め、アルトリシアから渡された魔石を手の中に包み込む。

　それを見てほっとしながらも、彼女は男の右腕を目にして顔をしかめた。

　替えたばかりの頃は白かったのだろう包帯が、赤黒く染まっている。じんわりと黄色も滲んでいるのは、使用人が言っていたように膿んでいるせいか。

　これほどの傷があれば、熱が下がらないのも当然だ。

　アルトリシアも、生家の人間から受けた傷が原因で何日も高熱に苦しんだ経験がある。

（ふたつ持ってもらったら、ふたつとも効くかな……）

　小さな手が袋の中からもうひとつ魔石を取り出す。

　先日、効果を与えたばかりの青い魔石だ。

　ひんやりと冷たさを感じるだけの、使い道に悩む魔石だと思っていたが、今はその冷たさが高熱の苦しみを和らげてくれるだろう。

　男はふたつの石を握らされても、しばらく苦しげに呻いていた。

　固唾をのんで見守るアルトリシアの目の前で、やがて症状が鎮まっていく。

　次第に呼吸が落ち着き、空虚に天井を見上げていた瞳に生気が宿り始めた頃、男はようやくベッドの脇に立つアルトリシアの存在に気が付いた。

「君は……？」

「あ……だ、大丈夫ですか」

　アルトリシアは他人があまり得意ではない。それでも勇気を出したのは、男を助けたいという一心からだ。

「ああ、だいぶ痛みが引いたな。魔法でも使ってくれたのか？」

「うーんと……そんな感じです」

「ありがとう。君のおかげでずいぶん楽になった」

　男はそう言って少しむせた。

　アルトリシアはそばに置いてある水差しの水をコップに移すと、男の口もとへ近付ける。そうすべきだと思ったからそうしたまでだが、上手に飲ませるのは至難の業だった。

　それでも男はゆっくりと時間をかけて水を飲んだ。魔石の効果が出ているのか、先ほどまでは蒼白だった顔に血の気が戻り始めている。

「俺が領主様のもとにたどり着いてから、どのくらい経つ？」

「えっと、朝に運び込まれたって聞きました。今は夜です」

「何日も苦しんでいたかと思ったのに、まだ一日も経っていなかったのか……」

　男は自身の右腕を押さえながら、時間をかけて起き上がる。

　アルトリシアも手伝いたかったが、小さい彼女には残念ながら成人男性を支えるだけの力がない。

「みんなは大丈夫なんだろうか。置いてきてしまった……」

　彼は左手を握り締め、自身の顔を覆うように額に当てる。

「俺は間に合ったのか？　領主様はあの魔獣を倒してくれたのか……？」

　男が肩を震わせて頬を濡らすのを、アルトリシアはやりきれない思いで見ていた。

　ゼノハルトが村にたどり着きさえすれば、きっと魔獣は討伐されるだろう。しかしそれまでに犠牲になる人間がいないとは限らない。

「……小さな村なんだ」

　黙っているとつらいのか、男はアルトリシアの返答を求めずに話し始める。

「他の村や街と交流なんてほとんどない、みんな家族みたいな村だ。だけど、魔獣が現れて……。みんな残してきてしまった。傷付いた奴らだっていたのに」

　アルトリシアは男の左手にそっと触れた。

　かける言葉は見つからないが、少しでも彼の心が落ち着くよう願う。

　男性の涙を見たのは彼女にとって初めての経験だった。大人の男の人は泣かないものだと頭のどこかで思っていたから、こうして目の前にすると動揺する。

　故郷に思いを馳せ、男は歯を食いしばって涙を流す。

（この人の家族が無事だったらいい。だって家族がいなくなったら悲しいもん……）

　ゼノハルトや、サフィとルブがいなくなるのを想像し、アルトリシアも怖くなって泣いてしまった。




　男が疲れたように眠ったのを見計らい、自分のベッドに戻ったアルトリシアは翌朝、使用人たちの声で目を覚ました。

「おはようございます、アルトリシア様。お顔を洗う時間ですよ」

「パパは帰ってきた？」

　開口一番そう尋ねた彼女に、使用人は首を左右に振って答える。

「まだお戻りじゃありません。もしかしたら悪い魔獣とまだ会えてないのかもしれませんね。でもきっと、今日には戻ってきますよ」

「そっか……。じゃあ、昨日来た男の人は？　元気になった？」

　父の無事も気になるが、男がどうなったのかも重要だ。

　せめて、命の危機を脱する程度には回復していればいいと期待していたアルトリシアだが、使用人から返ってきた反応は予想を超えていた。

「昨日の方ですか？　あの人なら、すっかり回復しましたよ。あんなに苦しそうだったのは、いったいなんだったのかってぐらい、ピンピンしてます。尋常じゃない回復力ですよ。まるで聖女様の祝福でも与えられたみたいに」

　アルトリシアの魔石は、男によい影響を与えたようだ。

　聖女という言葉を聞いたアルトリシアは、自分のしたことの大きさに不安を覚えつつも、彼が無事に一命を取り留めた事実をうれしく思った。

「本当？　もう平気？」

「ええ。さっきも朝ご飯をしっかり食べていましたからね。ご飯を食べられるなら、どんな人だって元気になれます。歩き回れるようになるのもすぐですよ」

　アルトリシアはほっと息を吐くと、使用人に従って顔を洗いに向かった。

　身支度を整え、朝食を済ませてから男のもとへと足を運ぶ。

　部屋には男以外に数人の使用人の姿があった。

　アルトリシアが現れたのを見ると、男が声をあげて彼女を指し示す。

「この子です！　この子が昨日の夜、俺の苦しみを取り除いてくれて……！」

　彼は話に聞いた通り元気になっていた。顔色もよく、昨夜、生死の境をさまよったとはとても思えない。

　アルトリシアは知らなかったが、彼女が昨日の夜に救わなければ、男は深い傷と高熱のせいで命を落としていた。

　しかし今は熱も下がり、あとは腐るだけだった傷に新しい肉が盛り上がっている。驚異的な回復力は、誰が見てもなんらかの力が働いたことによるものだろうと思わせた。

「てっきり、熱に浮かされて夢を見たのかと思ったんだ。かわいらしい女の子が不思議な力で助けてくれたなんて、現実だと思えなかったから。てっきり聖女の化身かなにかかと思っていたんだが、君はいったい何者なんだ？」

　尋ねられたアルトリシアは、馴染みのある使用人の後ろに身体を半分隠れさせる。

「アルトリシア、です」

　それを言うだけでいっぱいになってしまった彼女の代わりに、使用人たちがゼノハルトの娘であることを補足する。

「ありがとう、アルトリシア。君のおかげで助かったよ。本当に感謝してる」

「元気になってよかったです。もう痛くないですか……？」

　だんだんと落ち着いてきたアルトリシアが尋ねると、男は自分が元気だと示すように自身の胸を軽く叩いてみせた。右腕の傷に響いたのか、直後に顔をしかめている。

　そうしてから男は真面目な顔で彼女を見つめた。

「君に頼みがある。俺を助けてくれた力を、村のみんなにも分けてくれないか？」

　アルトリシアの頭の中で、サフィとルブが盛大に騒ぐ。

『なんで知らねェ人間にちびの力を分けてやらなきゃならねェんだ？』

『アルティに助けてもらったくせに図々しいな！』

（ふたりとも、落ち着いて……）

　彼女の特別な力を要求するのが気に入らなかったようだ。

　アルトリシアも、男から向けられる期待の眼差しに怯えてしまった。

「え、と……。またおんなじことができるかわからなくて……。それに、私は役立たずの出来損ないだし……。あと、あんまりこの力のことはみんなに言いたくないの」

　うつむきながら言うアルトリシアに向かって、男は大きく横に首を振る。

「そういうことなら村の人間には秘密を徹底させる。……頼むよ。君の力がないと、家族が死んでしまうかもしれないんだ」

「アルトリシア様に無理を言わないでください。あなたを助けたのだって、本当に特別なことなんですよ」

　横で聞いていた使用人が男を諭すも、彼は目の前にある救世主を諦めない。

「わかっています。自分がどれだけの恩恵を受けたかなんて。でも……どうかお願いだ。村のみんなと引き換えに、一度は助かった俺の命が必要だと言うなら奪ってくれても構わない。だから……！」

　家族を失いたくないという彼の気持ちに、昨夜のアルトリシアは共感した。今も痛いほど伝わってくる思いを無視できなくなる。

（私にやれると思う？）

　指輪に姿を変えたふたりに尋ねると、それぞれ違う答えが返ってくる。

『アルティなら大丈夫だよ。でも嫌なら嫌って言っていい』

『聞く理由がねェ。こいつの村がどうなろうが、ちびには関係ねェだろ』

　意見が異なったために悩んだが、結局アルトリシアは男の願いを聞くことにした。

　なにもできない自分がようやく起こせるようになった奇跡を、必要としている人のもとに届けたいと思ったからだ。

「頑張ってみます。私も家族が危なかったら、絶対に助けたいと思うから」




　アルトリシアが件の村に到着したのは、エクレル邸を出て数刻も経たないうちだった。

　風のように駆けたサフィのおかげである。もっとも、あまりの速度に、背に乗っていたアルトリシアは目を回してしまったが。

　指輪に姿を変えたルブが絶えず話しかけなければ、意識を飛ばしていただろう。

　小さな村は周囲を木製の塀で覆われていた。とはいっても、一般的な成人男性の身長よりも低く、心許ない作りである。ただの獣は防げるかもしれないが、魔獣の侵攻を食い止めるのは難しい。

　村の人間は突然現れた幼い子どもを見て驚いた。サフィは指輪に姿を変えていたため、徒歩でやってきたようにしか見えなかったからだ。

　ざわつく人々を掻き分けて姿を見せたゼノハルトも、アルトリシアに気付いて絶句した。

「……なぜ、ここにいるんだ」

「怪我してる人がいるって聞いたの。だから、私にもなにかできたらって……」

　だんだんアルトリシアの声が小さくなる。

　ゼノハルトの表情は険しいが、それは彼女に向けられたものではない。こういうことがないようにサフィとルブに任せたはずが、どうしてこんなことになっているのかという疑問と呆れによるものだ。

　あとでふたりに問いたださねばとゼノハルトが思った時、村の周囲を見回っていたはずの部下が駆け込んできた。

「ゼノハルト様！　魔獣が現れました！」

「予定していた通りの場所へ追い込め。村には近付けさせるな」

「はっ！」

　一瞬で場の空気が緊張に包まれる。

　ゼノハルトは娘の前に屈んで目線を合わせると、不安げな彼女の頭の上に手を置いた。

「来てしまったものは仕方がない。村からは絶対に出ないと約束できるか」

「うん。パパは……？」

「私は魔獣を仕留めねばならん」

　まだ心配そうにする娘を安心させるため、ゼノハルトは撫でていた手を背中に滑らせ、彼女を優しく抱きしめた。

「すぐに戻る。だからそんな顔をするな」

「……勝手におうちを出てごめんなさい」

「いい。自分にやれることがあると思ったから、ここへ来たのだろう。私と同じだ」

　頷いたアルトリシアをさらにきつく抱きしめた後、ゼノハルトは再び立ち上がった。

「行ってくる」

「気を付けてね。絶対帰ってきて」

「安心しろ。私の帰る場所はお前のそばだけだ」

　間違っても、アルトリシアを置いて手の届かない死の世界に向かったりはしない。言葉にはせずとも、ゼノハルトの想いはアルトリシアに伝わった。

　父を見送った後、アルトリシアは改めて自分がここに来た目的を果たすため、勇気を振り絞って村人に話しかけた。

「怪我をしている人はどこにいますか？　助けに来たんです」




　彼女が案内されたのは、村の集会所だった。がらんと広い室内に何人もの人間が詰め込まれており、それぞれが不安と恐怖に顔を引きつらせている。

　老若男女問わず集まった彼らは、目に見える傷だけでなく心の傷にも苦しんでいた。

「魔獣のうなり声が今も耳から消えないの。まだ近くにいるんじゃないかって怖くて」

「いつ襲われるかって思うと眠れないんだ。眠りたいのに……」

　アルトリシアはひとりひとりの話を聞き、持ってきていた袋からふさわしい魔石を選別して手渡した。

　音に怯える者には、音が聞こえなくなる魔石を。

　眠れない者には、深い眠りに誘う魔石を。

　エクレル邸に来た男と同じく、怪我をしている者には癒やしの魔石を渡して回った。

　手もとにふさわしい効果のものがない時は、なんの効果も付与されていない魔石にその場で力を込め、新しいものを作り出す。

　これまではどういう効果が表れるのか、付与を終えるまでわからなかったが、人々が救いを求める中で彼女の力は成長しつつあった。いくつかは失敗しても、望んだ効果が付与できるようになっていく。

　それに伴って、付与できる効果自体も力を増していた。

　この場で最も付与を行った効果は癒やしだが、袋に入っていたものよりも明らかに回復範囲が広がっている。

　以前、ルブはアルトリシアの持つ付与の力を優しい力だと称した。

　想いを込めた魔石は彼女に応え、人々に希望と勇気を与える。

　そんなことを続けていれば、当然アルトリシアに向けられる眼差しも変わった。

　最初はこんな子どもがどうして、という疑問や戸惑いばかりだったのに、いつしか聖女のようだ、奇跡の子だと囁かれるようになる。

（私、そんなに立派な人じゃないよ）

『アルティは立派だろ？　知らない人でも助けたいって思うんだから』

『俺サマと違ってな』

　ふたりに言われてもアルトリシアにはわからない。

　だから、人々の言葉は肯定せず、自分にできることを粛々とこなしていった。

　やがて集会所内を回り終え、付与を施した魔石を全員に配り切る。

　途中で付与を行ったこともあり、袋の中にはかなりの量が残っていた。足りてよかったとアルトリシアはほっと肩の力を抜く。

　人々はアルトリシアに感謝はしても、詰めかけて困らせようとはしなかった。

　誰も知らない特別な力を扱う彼女に対して疑問はあっただろうが、少女の困惑と他人への怯えを敏感に感じ取り、気を遣っていた。

　そうしているうちに、外からわっと歓声が聞こえた。

　外に出たアルトリシアは、ゼノハルトが疲れた様子もなく馬から下りて自分のもとへ向かってくるのを見た。

「パパ、おかえり！」

「ああ、ただいま。いい子にしていたようだな」

　ゼノハルトはすぐにアルトリシアを抱き上げた。

　アルトリシアは、彼の部下たちが尊敬と畏怖の眼差しを父に向けていることに気付く。

「みんな、パパを見てるよ。なにかあったの？」

「いや、特には」

　もし部下たちがふたりのやり取りを聞いていたら、なにもなかったわけがないだろうと口を揃えて反論していたに違いない。

　ゼノハルトは村を恐怖に陥れた魔獣を圧倒し、部下の手は必要なかったのではと思われる強さであっという間に討伐した。

　ほとんど返り血も浴びず、涼しい顔で村に戻った挙げ句、娘を抱き上げて『特になにもなかった』と報告するのだから、部下の騎士たちもたまったものではないだろう。

「お前こそ、ここでなにをしていた」

　聖騎士の名にふさわしい働きをしてきたなどおくびにも出さず、ゼノハルトはアルトリシアに問いかける。

「えっと……魔石をあげたの。いっぱい」

　説明に悩んだ娘の言葉を、父親は正確に理解した。

　彼女の特別な力が知れ渡るのは避けたかったが、おかげで救われた者は少なくない。アルトリシアが来る前の時点で、魔獣による傷を負った者が何人もいたのだから。

　ゼノハルトはアルトリシアを片腕に座らせたまま、集会所の中へ顔を出した。

　領主であり、最強の騎士でもあるゼノハルトの帰還を見て、魔獣がまだ生きていると思うような者はここにいない。

　喜びと安堵の声が湧き上がったが、ゼノハルトはアルトリシアを抱いていない方の手を軽く上げてそれを制した。

「私の娘から特殊な魔石を渡されただろう。その存在を外に明かすこと、娘の行いをこの村以外の人間へ漏らすことを禁じる」

　村の人間たちも、アルトリシアの希少な力は身をもってわかっていた。

　自分たちの苦しみを救った少女と、恐怖の対象を取り除いたゼノハルトに恩義を感じている彼らは皆、一様に命令を受け入れた。

「後日、村に食糧や物資を届けさせよう。必要なものがあるのなら、私か部下に伝えてくれ。可能な限り用意する」

　どこかで『ありがとうございます』と声がした。

　つられるように、人々の中から感謝の言葉が湧き上がる。

「みんな、パパにありがとうって言ってる」

「お前に向けられた言葉でもあると思うが」

　アルトリシアは恥ずかしくなってゼノハルトに抱きつき、顔を隠した。

『お疲れ、アルティ。やっぱお前、すごいよ』

『俺は最初からわかってたぜ』

　サフィとルブのふたりからも褒められ、アルトリシアは赤くなった顔をずっとゼノハルトの肩口に埋めていた。




　その夜、ゼノハルトと無事に屋敷に戻ったアルトリシアは、すっかり疲弊してベッドに潜り込んでいた。

　動き回ったせいもあるが、それ以上に魔石に力を付与することで精神的に限界が来てしまったのである。

　ゼノハルトは彼女のベッドの脇に座り、くたびれた娘の頭を撫でた。

「今日はよく頑張ったな。だが、あまり無理はしないことだ」

「うん……。でも、みんな元気になってよかったよ」

「お前のおかげだ。父として誇らしい」

　眠そうにしていたアルトリシアが、うれしそうに頬を緩ませる。

　出来損ないだと言われてきた自分が、まさか父の誇りになれるとは思わなかった。幸せな思いで満たされながら、アルトリシアは目を閉じる。

「もうこんな怖いことがないといいね」

「ああ、そうだな」

　彼女が眠りに落ちるまで、ゼノハルトは柔らかな金髪を優しく撫で続けていた。










幼女、魔法を使う




　毎日はのんびりと過ぎていった。

　やがてアルトリシアは、宝石としても加工できる大きさの魔石にも力の付与を行えるようになった。

　どうやら大きさによって必要とする集中力に差異があるらしく、それまでは小さな石にしかできなかったのだ。

　両親が加工師だという使用人のひとりからの協力を得られたのもあり、うまくいった魔石はお守りや装飾品に仕立てた。

　少しずつ数が増えたそれらは、次第に保管していた箱に入りきらなくなってしまった。

「パパはどうしたらいいと思う？」

　ある夜、アルトリシアは寝かしつけに来たゼノハルトに相談した。

「他人に配るか、あるいはそのまま保存するか……。売りに出すという手もないではないが」

「お店屋さんになる？」

「そうだ」

　あ、とアルトリシアが小さく声をあげる。

　ちょうど今日の昼に加工をお願いしている使用人からそんな話を聞いた。

「王都でお祭があるんだよね。そこでお店屋さんになれるんでしょ？」

　使用人の彼は魔石を木製の枠にはめ込みながら教えてくれた。一般の参加者も申請を出せば出店でき、趣味で製作したものや、家に眠っていた不必要なものを売りに出すのだと。

　その際、アルトリシアの装飾品も売ってみるのはどうだろうかと笑っていた。

「私、お店屋さんになってみたい」

「……そうか」

　いつもならばすぐに了承するゼノハルトが難色を示す。

　アルトリシアは以前に比べると自分のわがままをきちんと口に出せるようになった。そのすべてを可能な限り叶えてやりたいという気持ちは強いが、出店ともなるとやや不安が残る。

「お前の能力は非常に希少なものだ。もしそれが他人に知られた時、どうなるかわからない」

　先日の村での出来事は特例中の特例だ。

　小さな村ということもあって、情報の管理もしやすい。国内外問わず不特定多数の人間がいる街ではこうもいかないだろう。

「やっぱり、だめ？」

　明らかに落ち込んだ娘を前にして、ゼノハルトはぐっと言葉に詰まった。

　彼女は意識的に哀れみを誘う表情をしているわけではない。ただ、ゼノハルトがおねだりに弱いだけだ。

『アルティ、アルティ』

　諦めかけたアルトリシアの頭の中でルブの声が響く。

『たしかにお前の能力ってすごく特別だけどさ。今、加工した魔石にくっついてる効果なんてたかが知れてるだろ？　触った時にちょっと冷たいだけの石なんか、誰も貴重な能力でできたものだって気付かないよ』

　そのちょっとした効果のおかげで、先日多くの人が救われているが、そこは忘れておく。

　実際、大きな効果を与える魔石でなければ、よほどのことがない限り気付かれないだろう。

　ゼノハルトは娘の顔が少し明るくなったと気付く。また自分の知らないところでふたりと話しているのだろうと察し、話しかけずに黙った。

『もうちょっとかわいくおねだりしてみろよ。お前のパパはそういうのに弱いから』

　真面目に助言した弟と違い、兄は明らかにおもしろがっている。

（サフィのは却下だもん）

　ふたりに返答してから、様子を窺っていたゼノハルトに目を向ける。

「えっとね、貴重な能力でできたものだって気付かないよってルブが言ってるの」

「たしかに、どういった効果を付与された魔石なのか、お前に聞かなければわからないものばかりだが」

『奇跡のおかげ』と言ってしまえば、人をひとり死の縁から引き上げるほどの癒やしの効果でさえ、魔石の恩恵だと気付かれない。

　魔石は魔法使いが扱って初めて効果を及ぼすもの。一般人が触れたところで、せいぜい淡く光らせる程度である。

　人々は、ただの魔石にそういった力が付与されているとは夢にも思わないだろう。

「それでも難しそう？」

　ゼノハルトとしては、万が一の可能性も避けたい。しかし、ずっと虐げられてつらい思いをしてきたアルトリシアに我慢をさせたくない思いも強い。

　しばらく悩んだ結果、彼は厳しい父親ではなく甘い父親になることを選んだ。

「私の方で申請を出しておこう」

「ほんと？　ありがとう、パパ！」

　喜びのあまり飛びついた娘を、彼はぎこちなく抱き留めた。

　自分はこんなに甘い人間だっただろうか？と疑問を覚えながらも、アルトリシアの喜ぶ姿を前にするとどうでもよくなったのは内緒だった。
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　ひと月後、待ちに待った祭の日がやってきた。

　今日のアルトリシアは王都の中心にある広場に出店するため、いつもより念入りにおめかししている。

　ふんわりとした裾のワンピースには、アルトリシアの好きなリボンがいくつもついていた。

　薄いピンクと白を使用した衣装は、アルトリシアと同じ年頃の子どもの間で流行っているものだ。

　服は着られさえすればいいと思っているゼノハルトの代わりに、使用人たちが本気を出した結果、どこの姫だろうかと思われるほど可憐な少女が誕生した。

　髪にはゼノハルトからもらった髪飾りをつけている。花弁のひとつになっていた魔石はお守りとして彼にあげたため、代わりに新緑より少し濃い色の石が新しくはめ込まれていた。同じ色で揃っていないが、これはこれでとてもきれいだとアルトリシア本人は気に入っている。

「ここでいらっしゃいませってすればいいの？」

　アルトリシアは、おしゃれをした自分とは違って普段着の父親に問いかけた。

「そうだな」

　彼らに用意された区画は小さかった。アルトリシアが両手を広げれば、もうそれで横の幅がいっぱいになってしまう。その代わりに荷物を置くためか、縦の幅は広めに作られている。

　そこには布で覆われた台が置かれ、上に商品を並べられるよう整えられていた。

　隣の出店者は既に準備を始めており、アルトリシアは見よう見真似で自分の持ち込んだ装飾品を並べた。ゼノハルトも彼女から指示を受けて、慣れない作業に勤しむ。

　その後ろで暇そうにしているのは、完全な人間の姿を取ったサフィとルブだ。

「俺もなにか手伝った方がいいよな？」

　ルブがそう言うも、空箱に座ったサフィが裾を引っ張って止める。

「ただでさえ狭いってのに、動き回ったら邪魔になるだろうが。パパの大きさを考えろよ」

「お前たちもそう変わらんだろう」

　ゼノハルトが言うのももっともで、サフィもルブも一般的な成人男性より背が高い。逆に平均より小さめのアルトリシアからすれば、全員同じくらいに思えた。

　そして彼らは気付かなかったが、周囲からはかなり奇妙なものを見る目で見られていた。

　幼い少女がひとりと、立派な成人男性が三人。しかもそのうちのひとりは常に厳しい表情で、とても客を相手に商売していい顔ではない。

　それもあってか、祭が始まって販売を行っても客はまったく寄りつかなかった。

「お客さん、全然来ないねぇ……」

　最初は立って客を待っていたアルトリシアも、疲れてサフィとルブの間に腰を下ろしている。疲れ知らずのゼノハルトだけが立っているが、腕を組んで目を光らせる彼に声をかける勇気のある者はいない。

　さらには『あれは辺境伯では？』『もしかして聖騎士の……』と遠巻きに囁かれる始末だ。

「どうしたらいいのかなぁ」

「とりあえず、パパを前に出すのはやめた方がいいんじゃねェか」

　サフィが口を突っ込み、それを聞いたゼノハルトが振り返る。

「やはり私には向いていないか」

「警戒してるようにしか見えねェもん」

「パパはかっこいいのにねぇ」

　肩を落としたアルトリシアにしがみつかれ、ゼノハルトが申し訳なさそうに眉尻を下げた。困ったような微笑は、これまで一度も彼が浮かべたことがなかったものだ。

　ルブが軽く手を叩き、声をあげる。

「それだよ！」

「あん？」

　気のないサフィを無視し、ルブはアルトリシアを抱き上げてゼノハルトの膝に乗せる。

「アルティを抱っこして、娘とお店屋さんをしてるパパですって売り込むんだよ！　そうしたら、威嚇しないただのかっこいいパパになる！」

「別に威嚇など」

「してるんだよなァ」

　ゼノハルトが言い切る前に一刀両断したサフィが、首を鳴らしながら立ち上がる。

「俺も座ってないで手伝うか。ああいう風にやりゃあいいんだろ」

　彼の視線の先には向かい側の店の売り子がいた。手には商品について書かれた紙があり、道行く人に配っては店へ来るよう声をかけている。

　しかしルブが訝しげな顔で兄に言った。

「兄貴にできるのかよ？」

「そこは俺サマの頑張りどころってやつ」

「……俺も手伝う」

　長い付き合いなだけあって心配になったのか、ルブも硬い顔つきで兄の後に続く。

　アルトリシアはひとまず自身が座っていた空箱にゼノハルトを移動させ、膝の上に乗った。

「これでお店屋さんをしてますってわかってもらえるかな？　私、ぬいぐるみみたい？」

「たしかに今日のお前は人形のようにかわいらしいな」

　そう言って娘を褒めたゼノハルトが優しく微笑する。

　ルブの狙い通り、アルトリシアを抱いている彼はまとう空気が急に柔らかくなる。これならば千客万来とまではいかずとも、まったくゼロのまま一日を終えずに済むだろう。

　その後はふたりがかりで客引きをしたおかげもあって、ぽつぽつと人が訪れ始めた。

「これ、おいくらですか？」

「この形で紫の石があったら欲しいんですけど……」

「もうちょっと安くなりません？」

　同時に話しかけられる回数も増え、アルトリシアの頭はすぐいっぱいになった。

「えっと、えっと、ちょっと待ってくださいね」

　ゼノハルトは必要以上に手を出そうとせず、彼女の頑張りを見守る。自分がすべて引き受ければ、彼女に申し訳ない顔をさせるとわかっていたからだ。

　しかしそんなゼノハルトに話しかける猛者も現れ始めた。アルトリシアを抱くほのぼのした姿が声をかけやすい雰囲気を醸し出したためだろう。

「あ、あの、よかったら握手をしてもらえませんか！」

「本物のエクレル卿ですよね……？　自分、あなたに憧れて騎士団に入ったんです！」

「いつか手合わせをお願いします！」

　アルトリシアの予想に反し、ゼノハルトに熱烈な誘いをかけるのは男性ばかりだった。しかも全員が騎士団に所属しており、きらきらと目を輝かせて話しかけるのだ。

　もちろん女性も彼に興味を示したが、意味ありげな視線を送るばかりで自分から話しかけようとはしなかった。

　売り子に飽きて戻ってきたサフィいわく、駆け引きというものらしい。よくわからなかったアルトリシアが深く聞こうとすると、彼女にはまだ早いとゼノハルトが止めた。

　半日過ぎると、台に並べていた商品の三分の一ほどが無事に売れた。最初にあれだけ暇を持て余していたのを考えると快挙である。

「お店屋さんって楽しいね！」

　初めて自分の収入を得たアルトリシアが満面の笑みを浮かべる。

「いっぱいお金があるの。私、お金持ちになっちゃう」

「後で他の店に行くか。欲しいものがあるかもしれない」

「パパも来てくれる？　なにか買ってあげるね！」

「どちらかというと私が買ってやりたいのだが」

　苦笑する父の言葉を、アルトリシアはあまり聞いていなかった。

　こんなにたくさんお金があるなんて、とはしゃぎすぎて、なにをゼノハルトに買うか考えるのに忙しかったからである。

（お菓子がいいかなぁ。さっきからいい匂いがするのも気になるし。でも、今日を思い出にしたいから、形に残るものでもいいかもしれない……）

　硬貨の入った袋を手にうんうんうなっていると、不意に大通りの方が騒がしくなった。

「なにかあったのかな？」

　向こうから駆けてくる人々の表情が強張っているのもあり、アルトリシアは怯えたようにゼノハルトにしがみついた。

「そうかもしれん」

　娘を抱きしめるゼノハルトの顔は、店を始めた時と同じく厳しいものに変わっていた。

　怖がる彼女をそっとその場に下ろし、大して興味のなさそうなサフィと、彼らと同じく気にした様子のルブに言う。

「アルトリシアのそばにいてくれ。なにがあったのか確認する」

「だめだよ、パパ」

　アルトリシアが不安を訴えて腰に抱きつき、いやいやと首を横に振る。

「怪我しちゃうかもしれないよ」

「大丈夫だ。私はお前が思うより丈夫だからな」

「一緒にいて」

「アルトリシア」

　彼は娘の前に屈むと、言い聞かせるように顔を覗き込んだ。

「騎士団が来ていない以上、動ける者が率先して動くべきだ。ここには私しかいない」

「どうしても行かなきゃだめ？」

「ああ。手遅れになってからでは遅い」

　父の言葉は理解できるが、それはそれとしてそばにいてほしい。

　しかし、アルトリシアは自分の思いを押し込めて、唇を噛みながら頷いた。

「サフィたちと一緒にいる」

「いい子だ」

　大きな手で撫でられても今は少しもうれしくない。

　ゼノハルトはアルトリシアをあやしたのち、再びサフィとルブを見た。

「頼む」

「パパに言われちゃあ仕方ねェな。ルブ、お前はパパにつけ」

「わかった」

　こうしている間にも騒ぎは大きくなっていた。

　悲鳴が聞こえ、通りから逃げてくる人の数が増える。ゼノハルトがルブを伴って足早に立ち去ると、残ったサフィがアルトリシアをそばに引き寄せた。

「偉いな、ちゃんとパパの言うことを聞けて」

「……うん」

「俺がいてやるから心配すんな。パパもルブがちゃんと守る」

　そんな風に言われても恐ろしいものは恐ろしい。ゼノハルトが聖騎士と呼ばれるほど強い人だと耳にしてはいるが、アルトリシア自身はそんな彼の姿を知らないのだ。

　やがて漏れ聞こえる声から、だんだんと事態を掴み始める。

　大通りの店で魔石の暴発による火災が発生したようだった。かなり大規模なようで、巻き込まれた人も店に取り残された人も多く、混乱が混乱を生んでいる状況のようだ。

「パパはほんとに大丈夫かな」

「少なくともルブからはなにも来てねェよ」

　何度もアルトリシアが尋ねるたび、サフィは同じ答えを返す。

　こんなに恐ろしい状況にもかかわらず、彼は飄々とした態度を崩さない。それが逆にアルトリシアを焦らせた。

「見に行った方がいいんじゃない？」

「まァ、そばにいろとは言われたが待ってろとは言われてねェからな」

　判断は任せるとでも言いたげな眼差しを受け、アルトリシアはサフィの手を引いた。

「一緒に行こ」

「はいよ」

　走り出した彼女をサフィが追いかけた。




　アルトリシアたちが現場にたどり着くと、そこは阿鼻叫喚だった。

　火事だという話だが、規模が想像していたよりもずっと大きい。大通りの区画の中でも特に大きな店が炎上したようで、周囲の店にも被害が及んでいた。

　あちこちで悲鳴が響いている。ゼノハルトとルブの姿はない。

（こんな火事、どうしたらいいの？　魔法使いも騎士団の人もいないのに……）

　サフィとともに来たところでなにができるわけでもなく、自身の無力さを痛感して手を握りしめる。募る焦りにもどかしさを感じていた時だった。

　聞き覚えのある――あまり聞きたくはなかった声がした。

「こんなところでなにをしてるのよ、出来損ない」

　アルトリシアの肩が大きく跳ね、急に周囲の音が聞こえなくなる。鼓動が一瞬で速度を増し、呼吸の仕方を忘れそうになった。

　彼女をきつく睨んでいるのは、双子の妹のメルニエラだ。同じ時に生まれたにもかかわらず、向かい合うふたりの顔は似ていない。

「わ、私は、その」

　幸せな生活が過去の恐ろしいすべてを塗り替えてくれたと思っていたのに、妹を前にしただけで声が出てこなくなる。

「あんたなんかここにいても邪魔なだけでしょ。それとも、この中に飛び込んでみる？　いいんじゃない？　その方が役立たずがいなくなってみんな幸せだと思うわよ」

　甲高い笑い声がアルトリシアの鼓膜に突き刺さった。耳を塞ぎたいのに、身体が動かない。

「こういう時に必要なのは私みたいな強い魔法使いなの。どいて」

　メルニエラがアルトリシアを突き飛ばそうとした時、その手を横から掴んだ人物がいた。サフィである。

「あんまりうちのちびをいじめるなよ。なァ？」

「な、なによ。離し――痛っ！」

　サフィの手の中でメルニエラの手首がみしりと音を立てる。

「俺はパパみたいに優しくないぜ。舌を斬るだけじゃあ、気が済まねェからな」

「離しなさいって言ってるでしょ！」

「折られるのと捥もがれるのと、どっちがいい」

「――サフィ、だめ！」

　喧騒に紛れてしまうほど小さな震え声がアルトリシアの喉から放たれる。

「私は大丈夫だから……」

「なに、目ェ閉じてりゃすぐ終わる」

「だめ。……お願い」

　サフィはつまらなそうに息を吐くと、ぱっと自身の手を離した。

　解放されたメルニエラは、痕がつくほど強く掴まれた手をさすりながら彼を睨みつける。

「ふ、ふん。こんな出来損ないにくっついてるような奴、怖くないんだから」

　彼女はなおも強がると、服の中へ隠すように首から提げていたペンダントを取り出した。手のひら大の透き通った青い魔石がきらめいている。

　美しい石だが、サフィの瞳の色ほどではない。

「見てなさい。あんたなんかとは違うって教えてやる」

　メルニエラが魔石を握ると、青い石は明るい輝きを放った。

　眩さはいっそ不吉にも思え、アルトリシアは怯えたように後ずさる。

（メルニエラが魔法を使ったら……）

　大規模な火事は収まるかもしれないが、外に逃げた人々まで巻き込む可能性がある。

　彼女の持つ石の色からして、水を呼び込もうとしているのは間違いないだろう。

「だめだよ、メルニエラ！　みんな流されちゃう！」

「役立たずは黙ってたら？　私はなんでもできるのよ。聖女なんだから！」

　構わずメルニエラは石の力を引き出した。ぴしりと魔石の表面にひびが入ったかと思うと、不吉な閃光が勢いよくほとばしった。

「きゃあああっ!?」

「メルニエラ！」

　駆け寄ろうとしたアルトリシアを、サフィが後ろから腰に腕を回して止める。

「サフィ、離して！」

「魔石おれたちを使うってのはああいうことだ。覚えとけよ、ちび」

　閃光が収まると、腕を押さえたメルニエラが地面に倒れ込んだ。まるで火傷したかのように肌が赤く焼けている。

「死んでるからってなにをしてもいいわけじゃねェ。無理矢理力を引き出そうとすりゃあ、暴発もする。……その効果もな」

　耳をつんざくような爆発音が空を裂いた。燃え盛る店の炎がさらに激しさを増す。

「な、に……なにが起きたの……!?」

　気絶したメルニエラと、より悪化した事態にアルトリシアが混乱する。

「あの店をどうにかしようとしたんだろ？　だから、『なにか』が起きた。それだけさ」

　メルニエラは燃える店の火を水で押さえ込もうとしたのだ。彼女が言った通り、聖女の自分にはできると過信して。

　しかし、その傲慢さが仇となった。魔石が形を保てなくなるほど力を引き出そうとした結果、本来は水の力が行使されるはずだったのに、魔法の対象となっていた店を爆炎が襲う。

　人は、自身が魔石を扱えると知ると魔法使いからの指導を受ける。そこで想定していない力を引き出さないよう制御を学ぶわけだが、メルニエラはそれを怠った。

　彼女はアルトリシアとともに初めて魔石に触れた時、幼子にしては信じられないほど器用に、そして完璧に力を引き出したため、聖女だと褒めそやされた。

　アルトリシアに対しても『私はあんたと違って聖女なんだから先生なんて必要ないの』と言い、その結果、他の魔法使いたちを蔑んで師事を拒んだ。

　メルニエラは本当に人並以上の才能を持っている。しかし、どんな石からも力を引き出し、操れる能力を有していても、いざという時に平常時と同じように発揮できるとは限らない。

　どんな時にも冷静に力を扱えるよう、彼女は学ばなければならなかったのだ。だから散々蔑んできた魔法使いたちが決してしない失敗を、最もしてはいけない瞬間にしてしまった。

「このままにできないよ！」

　アルトリシアはサフィの手を逃れて、今度こそメルニエラに駆け寄る。焼けた手に触れると、発火したように熱い。

　粉々になった魔石は地面に散らばっていた。もうなんの力も残っていないだろうということは、確認しなくてもわかる。

（どうしよう、私にはなにもできないの？　あそこにはパパがいるかもしれないのに）

　動かない妹を抱き起こしながら、アルトリシアはただ見ているだけのサフィに助けを求める。

「サフィ、どうしたらいい？　助けて……」

「あんまり気は進まねェがなァ。俺を使っていいぜ」

　首の後ろをかきながら言うと、サフィはアルトリシアをメルニエラから引き剥がした。

「お前は力を引き出すんじゃなく与えられる。でもな、相手が俺やルブなら話は別だ。こっちから協力してやりゃあ、お前にだって扱える。だって俺たちは生きてるんだからな」

「どうしたら魔法を使えるの!?」

「願えよ。お前になら好きなだけ貸してやる」

　アルトリシアはサフィに手を握られて目を閉じた。

（お願い、パパを……ここにいる人みんなを助けて）

　触れた手のひらがひやりと冷たい。まるで水の中に手を浸しているかのようだ。

　その冷たさが少しずつ伝わってアルトリシアの中に流れ込んでくる。

（これが魔石から力を引き出すってこと……。違う、魔石が力を貸してくれるってことなんだ）

　器に水を注ぐように、アルトリシアの中がサフィの力で満たされていく。それが溢れ出す前に、アルトリシアはさらに強く願った。

　その瞬間、身体の奥底でなにかが弾ける。

「あ……」

　突き抜けた衝動がアルトリシアから抜け出て放たれ、突如として激しい雨が降り注いだ。豪雨はあっという間に店を燃やす炎の勢いを弱めていく。びしょ濡れになった彼女をサフィが守るように自分の腕の中へ抱き込んだ。

　ふたりの目の前でだんだんと炎が消え、やがてなにもなかったかのように失せる。

　後には崩れかけた店と、呆然とする人々の姿が残った。

「やっぱお前は特別なんだな」

　サフィの小さな呟きが落ちると同時に、近くにいた男が天を仰いで言った。
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「……こんな魔法が存在するものなのか？」

　彼は神殿の人々が行っていた仕草をすると、アルトリシアに畏怖の眼差しを向ける。

「今のは君がこの魔石を使ってした……んだよな」

　そう言いながら、メルニエラが砕いた石の欠片を拾ってアルトリシアの手に握らせる。

「雨を降らせるなんて……」

「わ……私は……違うんです、私は……」

　その時、わっと大きな歓声があがった。

　そちらへ目を向けたアルトリシアの顔が一気に歪む。

「パパ！」

　話しかけてきた男性も、雨を降らせたサフィのことも頭から吹き飛び、燃え尽きた店の中から子どもを抱えて現れたゼノハルトに駆け寄る。

「アルトリシア？　どうしてここに……」

　彼は腕の中の少年を安全な場所へ立たせると、泣きじゃくる娘を困惑した表情で受け止めた。

「怪我してない？　平気？」

「ああ。ルブが守ってくれた。ひとりぐらいならば、炎から守れるようだ」

　ルブは人の姿としてではなく、指輪としてゼノハルトのそばにいた。ここでまた姿を晒すわけにもいかず、指輪のままおとなしくしている。

「それにしてもいったいなにが起きたんだ。突然、激しい雨が降ってきたが」

「ちびの魔法だよ。雨を降らせた」

「雨を……」

　魔法使いのできることには限りがある。より強い力を秘めた魔石を使ったところで、天候に左右するほどの能力は行使できない。水の力ならば、なにもない場所に人をひとり包める大きさの水球を作れれば上出来だ。

　しかし、アルトリシアは雨を降らせ、大規模な火災を鎮めた。

　そんな規模の魔法を扱える人間はいない、とゼノハルトの目が語っている。しかし実際に火事は収まり、辺りは水浸しになっていた。

　理解を超えた状況に絶句するゼノハルトのもとに、先ほど助けた少年が近付く。

「君……さっき、お守りを売ってくれた子だよな」

　彼の手にはアルトリシアの作ったお守りがあった。乳白色の魔石がはめ込まれたものだ。

「これのおかげで怪我が治ったんだ。だから……ありがとう」

「え……？」

　泣いていたアルトリシアが顔を上げる。

　商品として販売したそのお守りは『治癒』の効果を持っている。小さな傷や疲れを癒やすものだが、たしかに彼の手は火事の中にいたにしてはきれいだった。

　そこにもうひとり近付く。若い女性だ。

「私もあなたのお店で買ったわ。倒れてきた柱の間に娘が挟まれたけど、この腕輪をつけていたら信じられないほど力が込み上げてきて……」

　彼女に売ったのは黒い不透明の石が鈍く光る腕輪だ。力が強くなる効果を秘めているが、さすがに倒れた柱を持ち上げるほどのものではない。

「それは、あの、私の腕輪じゃなくてあなたが頑張ったからだと……」

　しかし、アルトリシアの声は集まってきた人たちのせいでかき消されてしまった。

「その子が雨を降らせたのを見たぞ！」

「不思議な力を持った魔石を作れるなんて……」

　騒がしくなるのと同時に注目され、彼女は不安を覚えてゼノハルトの胸に顔を埋める。

　さらに人々から詰め寄られそうになるも、そこでこれまでと違うざわめきが辺りを満たした。

「エルツ様の再来です」

　水たまりを踏む足音とともに、白いローブに身を包んだ女性が現れる。彼女はアルトリシアの前まで来ると、裾が濡れるのも構わずその場に膝をついた。

　人々のどよめきがさらに大きくなった。女性は困惑するアルトリシアに向かって顔を上げると、あの奇妙な礼を彼女に捧げる。

「雨を降らせるほどの強大な力も、魔石に祝福を与える能力も、聖女様としか考えられません」

「あ、あの、私、違う……」

「どうか、我ら迷い子に希望をお与えください」

　頭こうべを垂れた女性はアルトリシアを完全に混乱させた。どうするべきかわからなくなった少女は、そばの父親に縋りついてふるふると首を振る。

　ゼノハルトは許容範囲を超えて助けを求める娘を無視するような父親ではなかった。アルトリシアを抱き上げながら、女性に向かって静かに言う。

「娘は娘だ。それに今は、そのような話をしている場合ではないだろう」

「……失礼いたしました。仰る通りでございます」

　女性は優雅な仕草で立ち上がると、不安げなアルトリシアへ微笑みかけた。

「いずれ神殿へ足をお運びください。迷い子たちはあなたの導きをお待ちしております」

　深々と頭を下げた後、女性はまた胸元で手を合わせ礼を示した。彼女が立ち去る前に、周囲から驚きと畏怖の混ざった声が飛び交い出す。

「エルツ様の再来って言ったよな？」

「たしかに雨を降らせたのはあの子らしい」

「じゃあ、本物の聖女様？」

　好奇の視線から隠れるように、アルトリシアはゼノハルトの首筋に顔を埋めた。

「みんな、私を聖女だって言う。でもメルニエラがいるのに」

「少なくとも私はそう騒がれているのを耳にしたことがない。今のお前と違って」

　だとすると、あれは家族やその近辺の人々が言っていただけなのだろうか。アルトリシアは父に向かって顔を上げた。

「私、どうしたらいいの……？」

「素直に喜べばいい。お前はもう、出来損ないでも役立たずでもない」

　アルトリシアの瞳に涙が浮かぶ。ゼノハルトは彼女がずっとその言葉を気にしていたことに気付いていた。

「もっとも、私は一度たりとも思わなかったが」

「パパ……」

　泣くまいと思ったのに、やはり少しだけ涙をこぼしてしまった。アルトリシアがゼノハルトにあやされていると、一部始終を見守っていたサフィがなんとも言えない顔で苦笑する。

　やがて、今頃になって街の警備を行う騎士たちが駆けつけてきた。現場にいち早く到着していたゼノハルトが経緯を説明している間、アルトリシアはサフィの服の裾を掴んで待っていた。

「サフィ、ありがとう。なんだかすごい話になっちゃったけど……」

「俺はお前に応えただけだぜ」

　魔石としての力を扱うのは、その能力を持った人間以外ではありえない。サフィはたしかにアルトリシアの想いに応えて力を貸したが、雨を降らせたのは彼ではなく、あくまでアルトリシアなのだ。

　集まった住人たちの口から騎士にまで聖女の話が広まり、アルトリシアに向けられる視線の数が増えていく。彼女自身は恐れ多い呼び名にうつむいていたが、そのせいで悪意のこもった別の眼差しに気付かなかった。

「どうして、あんな奴が」

　濡れ、汚れた水の中から両親の手を借りて起き上がったメルニエラが双子の姉を睨みつける。遅れて現れた両親も、口々に褒めそやされるアルトリシアの話を苦々しげに聞いていた。

「聖女は私でしょ？　パパ！」

　激昂する娘に向かって、マイネス子爵は無言だった。

　双子の娘は、片方が聖女で片方が出来損ないだったはずだ。それがなぜ、出来損ないと捨てた方が今になって本物の聖女だと発覚するのか。

　メルニエラとて才能のない子ではない。しかし、本人の自己肯定感を高めるために聖女と呼んでいた子と、神殿の者が認めた子では雲泥の差がある。

「あなた……」

　妻に呼ばれ、マイネス子爵は重苦しい息を吐く。

「こんな場所に長居する必要はない。帰るぞ」

　言い捨てて、まだ騒ぎ足りないメルニエラを引きずるようにその場を立ち去る。

　親権が移ったとしてもアルトリシアの生家はマイネス家だ。だとしたら、聖女を輩出したのもエクレル家ではなくマイネス家になるはずではないのか。

　予想もしていなかったアルトリシアの活躍に、マイネス子爵は唇を血が滲むほど噛みしめた。

　その後も慌ただしい時間が続いた。

　気付けばゼノハルトが騎士団の面々に指示を出して事態を収束させており、彼らは先代の国王から直々に聖騎士の称号を賜った彼を前にして憧れの眼差しを向けた。

　やがてゼノハルトが頼もしい聖騎士からひとりの父親に戻り、アルトリシアの露店へ帰ると、そこはそこで大騒ぎの気配が残っていた。

「よう、パパ。こっちも大変だったぜ」

　アルトリシアとともに店番をしていたサフィが肩を竦める。

　父の帰還を喜んだアルトリシアがゼノハルトの腕に飛び込んだ。

「全部売れちゃったの！」

　火事はあったが、祭は中止にならなかった。

　だからアルトリシアは引き続き店を開いたのだが。

「聖女様の祝福が施された貴重なもんって広められりゃあ、売れ残るわけがねェよなァ」

「……なるほど」

　サフィの皮肉な言い方に、ゼノハルトはすべてを察した。

　今も商品がないにもかかわらず、なんらかの奇跡を期待しているらしき人々が店の前をうろついている。ゼノハルトがいるからか、声をかけてくる者はひとりもいない。

「その力について広まってほしくはなかったが、結果的にはこれでよかったのかもしれんな」

　ゼノハルトが頬を紅潮させたアルトリシアを撫でながら言う。

「心ない者も気安くお前に手を出しづらくなっただろう。神殿の人間から聖女だと直接言われたお前は、もう有名人だからな」

「でも私、聖女じゃないよ」

「言いたい者には言わせておけ」

　頷いたアルトリシアは、ハッと思い出したように持っていた小さなバッグから革の袋を取り出した。商品を販売した収入がぎっしりと詰まっている。

「ちゃんと計算できたんだよー」

　満面の笑顔を作った娘から袋を受け取り、ゼノハルトも微かな笑みを返した。

「なにに使うかは決めたのか？」

「えっとね、やっぱりお菓子を買いたいなって」

　騒ぎの前に考えていたことだ。ゼノハルトと一緒に祭を回り、美味しいものを購入する。装飾品作りを手伝ってくれた使用人にも、幾ばくかの謝礼と祭の土産を用意するつもりだ。

「もうすべて売り切れたのだろう。店を畳んで祭を回るか」

「うん！」

「俺は疲れたから寝る」

　あくびを噛み殺しながら言うと、サフィはアルトリシアを人の目につかない陰へ誘った。

「なんかあれば呼べよ」

「パパがいるから大丈夫。今日はありがとう、サフィ」

　サフィは他人に見られないよう姿を溶かし、いつもの指輪の姿へと変化する。

　再び戻ったアルトリシアに、ゼノハルトもそれまで身につけていた赤い指輪を返した。アルトリシアと彼では指の太さが違うが、サフィもルブも細かな調整を可能としているようだ。

　後はふたりで協力し合って店を片付け、なにもない状態に戻す。

　そして、手を繋いで他の露店が並ぶ区画へと向かった。




「パパも一緒にこれ食べよう？」

「ああ」

　日頃、アルトリシアを抱き上げたがるゼノハルトも、今は彼女を好きなように歩かせていた。気になる店があれば足を止め、食品を購入しては食べて感想を言い合う。

　火事の騒ぎなど嘘だったのではと思うほど穏やかな時間だった。

（いろいろあったけど、思い出に残る一日になったな）

　香ばしく焼き上げられた鶏の串焼きを頬張り、アルトリシアは今日を振り返る。

（そういえば、あの騒ぎの後にメルニエラがいなくなってた。手は大丈夫だったかな……）

　自然と聖女という言葉が脳裏によみがえる。妹だけのものだと思っていたのに、今はアルトリシアもそう呼ばれるようになってしまった。

（私がすごいんじゃなくて、サフィがすごいのに）

　アルトリシアは雨を呼び出した力が彼のものだと信じている。魔石に効果を与える能力――皆は祝福と呼んだ――も、周囲が言うほど特別なものではないと考えていた。これまで過ごしてきた八年間が、彼女の自己肯定感を低めたせいだ。

　なにをしても役に立たない出来損ないのアルトリシア。ゼノハルトは違うと言ってくれたが、長年刻み込まれた暴言はなかなか彼女の中から消えない。

「あっ、あれもきれいだね」

　嫌な考えから意識を振り払うように、アルトリシアはまた違う露店へ駆け込んだ。

　魔石を模した飴が店先に並んでいる。細い棒の先端に飴が付いており、手で持って食べられるようになっていた。色によって味が違うようだが、値段は一律らしい。

「パパはなに色が好き？」

　既にお小遣いを取り出したアルトリシアが、目を輝かせて尋ねる。

「特に好みはないな」

「じゃあ、味は？　甘いの？　酸っぱいの？」

「お前と同じでいい」

　店主の目が、この無愛想な男も飴を食べるのかという顔をしている。

「うーん、うーん。それならこれにする！」

　悩んだ末、アルトリシアはとろりとした黄金色の飴が付いた棒をふたつ手に取った。

「銅貨二枚だよ。パパと仲良くわけな」

「ありがとう！」

「ついでに、みんなには内緒だよ」

　店主が声を潜めてアルトリシアの手に別の飴が数粒入った袋を握らせる。

「蜂蜜の飴を買ってくれたお客さんにはサービスしてるんだ。だけど、みんなに言ったら蜂蜜の飴しか売れなくなるだろ？　だから内緒なんだよ」

「私、みんなに言わないようにする……！」

　アルトリシアは、秘密を守らなければと思いながらもらった袋をバッグにしまった。棒に付いた飴は入らないため、二本とも左手で持っておく。

　それを見ていたゼノハルトは、こんな単純な甘言を素直に信じて大丈夫だろうかという思いと、秘密を手に入れて興奮した姿をかわいらしく思う気持ちとで、複雑な表情をしていた。

「おうちに帰ったら、夜ご飯の後に食べよう？」

「ああ、そうだな」

　ご機嫌なアルトリシアと歩きながら、ゼノハルトが頬を緩める。

　きっと娘は今夜も遊び疲れて早く眠るだろう。さすがに夕食中に寝てしまうほどではないと思いたいが、彼女は年齢の割に幼いところがある。どちらにせよ、飴を食べるのは明日になりそうだ。




　西の空に赤みが差し始めた頃、ふたりは以前にも使用した転移装置のもとへ向かった。

　しかし建物の周囲は困った様子の人々で溢れかえっている。

「なにかあったのか？」

　ゼノハルトが尋ねると、声をかけられた男が顔をしかめて答える。

「転移装置が使えなくなってるらしいんだよ。魔石がうまく発動しないとかなんとかで」

「だからこうして人が集まっているわけか」

「ああ、そうさ。夜には復旧する、なんて言ってるけど、本当かねぇ……」

　転移装置は繊細な道具のため、定期的に整備を行っている。重要な施設というのもあって、こうした問題は起きにくいはずだが、祭のせいで負荷がかかった結果、このような事態になった可能性はあった。

「おうちに帰れないの？」

　心配そうなアルトリシアへ、ゼノハルトは安心させるように微笑みかける。

「いや。予定より少し遅くなるだけだ。もし、どうしても間に合わないようならば宿を取ろう」

「お泊まりするの？」

「ああ。王都の宿を取るか、あるいは……融通をきかせてもらうかだな」

　きょとんとアルトリシアが首を傾げる。

「もともと私が城の騎士だったのは知っているだろう。その時に使っていた部屋を今晩だけでも使えないか聞いてみよう」

　そう言うと、ゼノハルトは転移装置が使えずに不満を漏らす人々を見た。

「この様子では既に泊まりを覚悟して宿を取った者も多いはずだからな」




＊＊＊




　城に足を踏み入れたはいいが、なぜかふたりは応接間へと案内されてしまった。

「今の騎士団長と話せれば、それでよかったのだが」

「冷たくしないでくれ。せっかく王都に来たのに、私と顔を合わせずに帰るつもりだったのか？」

　にこやかに出迎えたのは国王であるファイスと、その息子のティトだ。今日は子犬の姿ではなく、きちんと人間の姿でアルトリシアと対面する。

「この間はありがとう。びっくりしちゃってごめんね」

「ううん、気にしてないよ。もう人間にはいつでも戻れるようになったの？」

「なってない……」

　父ふたりが話している間、アルトリシアはティトとおしゃべりをすることにした。先日ゼノハルトに聞いたが、彼はアルトリシアより三つも年下だという。てっきり自分と同じくらいだろうと思っていたアルトリシアは衝撃を受けた。

「お姉ちゃんもぼくと同じお友達がいるんだよね？」

　アルトリシアは頷きながら、アルティでいいよと告げた。

「サフィとルブ？　ふたりはもっと大きいけど、ティトと一緒だよ」

「もっと大きな狼になる方法を知ってる？」

　やや前のめり気味のティトに、アルトリシアは少し驚いた。そういえば彼にとってあの子犬は狼の姿を模しているつもりなのだったと思い出す。

（もっとって言うより、ちゃんとした狼になる方法を聞いた方がいいような……？）

　目を輝かせたティトに、あれはそもそも狼ではないと教えるのも気が引ける。

「えっと……サフィは狼になれるよ。初めて会った時、食べられちゃうかと思ったもん」

『食わねェよ』

　すかさず頭の中でサフィの声が響く。

「ルブはきれいな鳥になるの。どの本にも載ってない鳥なんだよ」

「へえ……！」

　ティトはその姿を想像するように、少しだけ天井を見上げた。

「ぼくもいっぱい練習しなきゃ」

「練習で変身できるようなものなんだ？」

「うーん。たぶん……？」

　困った顔のティトを見て、アルトリシアは自分の考えが足りていなかったと反省する。

　すっかりサフィたちとの生活に馴染んだ彼女とは違い、ティトの周りには人の姿になる魔石がいない。母親も亡くしたと聞いているから、自身の身体や能力について質問できる相手が存在しないのだ。

「もしよかったら、サフィたちに聞いてみようか？　どうしたらおっきな狼になれるのって」

「ほんと？　ありがと、お姉ちゃん！」

　アルティでいいのに、と呟きながらも、アルトリシアはほんのりいい気持ちになった。どうして以前、ルブがお兄ちゃんと呼ばれたがったのかわかった気がする。

『聞かれてもわからねェからな』

『感覚っていうか、なんとなくでやってるもんなぁ』

　魔石の先輩ふたりが話すのを、アルトリシアは逐一ティトに聞かせた。

　興味津々のティトを見ていると、人の姿をしていてもどうも子犬の姿がちらつく。尻尾を振っているように見えるからだろう。

　ファイスが望んだようにアルトリシアがティトと親交を深めている間、父親たちは難しい話をしていた。

「君の娘は聖女だそうだね。こちらの耳にも入ってきたよ」

「アルトリシアはアルトリシアだ。それ以外の何者でもない」

　だが、とゼノハルトは続ける。

「そう呼ばれるようになった以上、この子に接触しようとする者が無数に現れるだろう」

「ありえるね。コヌジオにも今回の件が伝わるのは時間の問題だ」

　ミラルド国をアッキア帝国と挟むようにして位置しているのが、魔法技術に特化したコヌジオ王国だ。エルツ教を束ねる神殿の総本山があり、影響力は大陸全土に及ぶ。

「もしかしたら聖女に会わせろという話があるかもしれない。そうなると、おそらく君ではなく私の方へ要請が来る」

「国家間の問題に発展するというわけだな」

「君が、あるいは君の娘が断れないようにするためにね」

　ゼノハルトは視線を移動させ、おまけとしてもらった飴をティトに渡す娘を見つめた。

「万が一のことが起きないよう、私も目を光らせるつもりだ。しかし……」

「わかっているよ。なにかあった時は力を貸そう」

　楽しげな子どもたちの笑い声が、不穏な空気の浄化剤に変わる。

「いっそ、他国が手出しできないように王立学園で魔法使いとして過ごすのはどうかな。あるいは加工師でもいいけれど。学園は不可侵だろう？」

「どうだろうな。我々が在籍していた頃も、陰で牽制し合っていた気がするが」

　アッキアとコヌジオがミラルドと表向きに友好的な関係を約束した際、その証に多額の費用と人材を明け渡して王立学園を作った。三か国の教員、生徒が在籍する王立学園では誰もが平等で、国同士の問題を持ち込まないのが決まりだが、表面上の規則でしかない。

「アルトリシアが望むのなら進学も考えるが、今のところ予定はない」

「いっそ、神殿で聖女として過ごすのは？」

「本気で言っているわけではあるまいな。コヌジオに手出しさせる口実を与えるだけだ」

「そして聖女と一緒に優秀な聖騎士まで手中に収められるわけだ。恐ろしいな」

　ゼノハルトはファイスの軽口を肯定も否定もしなかった。

「それより、ついでに気になる話を伝えておこう」

　ファイスが空気を変えるように明るく言う。しかし、遊び始めた子どもたちには聞こえないよう声を潜めた。

「最近、妙な動向をする貴族が目につく。不審な金の流れがあると報告があってね」

「私はもう城の騎士ではない。辺境の領主でしかないものに、なぜそんな……」

「マイネス子爵がかかわっている、という話がある」

　ゼノハルトは口を噤んだ。アルトリシアの生家が関係しているなら、聞き流せない。

「私になにをしろと」

「有事の際は協力してほしい。どうも最近はおかしな報告を聞く回数が増えて――」

　ファイスが言い切る前に、廊下の方で騒がしい物音がした。

　国王とその客が話している場だというのに、ノックもせず兵士が飛び込んでくる。

「申し上げます！　王都に魔獣が現れました――！」










幼女、誘拐される




　――王都に魔獣が現れた。

　一報を聞き、真っ先に反応したのはゼノハルトだった。

「サフィ、ルブ。アルトリシアと殿下を頼む」

「待って！」

　立ち上がり、外へ向かおうとする父にアルトリシアが左の指輪を抜いて渡す。

『おい、ちび』

「サフィを連れて行って！」

　アルトリシアがサフィを差し出したのは、右利きなのもあり、左の指輪を抜く方が早かったからだ。ゼノハルトは部屋を出る前に娘を振り返り、硬い顔つきで指輪を受け取る。

「なにかあったらルブに連絡するよう言ってくれ」

「うん。パパも気を付けてね」

「ああ」

　そうしている間に、ファイスも立ち上がって後に続く。

「ふたりとも、部屋を出るんじゃない。ここなら守りの魔法がかかっているし、騎士たちもいる。……わかったね？」

　真剣な表情をしたファイスに、ティトも感じるものがあったのか深く頷いた。

「時間が惜しい。歩きながら報告を聞こう」

「ゼンがいてくれて心強いよ」

　父親ふたりが慌ただしく部屋を出て行くと、後にはティトとアルトリシアが残された。既にティトは怯えたように眉尻を下げて震えている。

「お姉ちゃん、パパは大丈夫だと思う……？」

　ティトは今すぐにでも子犬化してしまいそうだった。

（私が守ってあげなきゃ）

　同じくらい恐怖を感じていたアルトリシアの心が決まった。年上の自分がしっかりしなくては、彼を怖がらせてしまう。

（ルブ、サフィはなにか言ってる？）

『自分がアルティのそばにいたかったって文句を言ってる』

（そんな場合じゃないのに）

　呆れつつ、アルトリシアは床にへたり込んだティトの手を握った。

「大丈夫。パパはとっても強いから、きっと陛下を守ってくれるよ」

「うん……」

　本当はアルトリシアだって泣きたかった。だが、涙を見せるわけにはいかない。

（どうして今日は怖いことばっかり起きるんだろう）

　ひとまず腰が抜けたらしいティトを引っ張り、並んでソファに座る。次いで、ティトが不安がらないようにそっと寄り添った。

「ねえ、さっきの飴を食べよう？　ティトにあげたやつ」

　彼は視線を彷徨わせながら袋を取り出すと、アルトリシアの手に飴をひと粒のせた。自分の手のひらにも出して口に運ぶ。

「甘くて美味しいね」

「……うん」

「元気出して。悪い魔獣なんてパパがやっつけちゃうんだから」

「やっつけちゃうの……？」

　アルトリシアは咄嗟に、今のは失言だったと自分の口もとを手で覆った。

「悪い魔獣だからだよ。いい魔獣はやっつけないの」

　彼もまた、魔石を核とした魔獣だ。人の姿をしているから忘れがちになるだけで。

（でもティトはいい子だもん。獣の姿になっても全然怖くないし）

　きゅうん、とティトが鼻を鳴らしてアルトリシアの肩に擦り寄った。子犬になったのかと思いきや、まだ人間のままでいる。

（大丈夫。待ってたらパパはすぐに帰ってくる。火事の時だってちゃんと無事に戻ってきてくれたから）

　ティトの手を握るアルトリシアの手は冷たく強張っていた。しかしそれを悟られないよう、彼にはぎこちない笑みを向け続ける。

「お姉ちゃん、怖いよ」

「そばにいてあげるから心配しないで」

　しかし、子どもたちが身を寄せ合って父親の帰りを待ってしばらくすると、にわかに部屋の外が騒がしくなり始めた。

「なんだ、お前たちは――ぐわあっ！」

　遠くから聞こえた不穏な悲鳴に、ふたりの肩が大きく跳ねる。

「ティト、今の……聞こえた？」

「お姉ちゃんも？」

　言葉にせずとも、恐ろしいことが起きているのだと理解する。

　ここは安全ではなかったのか。守りの魔法も騎士もいるからとファイスが言っていたのに。

　廊下から聞こえる音は次第に大きくなっていった。自分たちのいる部屋に近付いているのだと気付き、アルトリシアは震える手に力を込めてティトを引っ張る。

「隠れよう。こっちに来てる」

「う、うん」

　促しはしたが、部屋に隠れられそうな場所は少ない。カーテンの裏では足が覗いてしまうだろうし、ソファの裏は回り込まれたらすぐに見つかるだろう。暖炉の中に入るわけにはいかず、机の下も論外だ。

（どうする？　どこに行けばいい？　今から外に出たら、きっと人が来る……）

「お姉ちゃん、こっち」

　極度の緊張で呼吸を荒らげていたアルトリシアに、ティトが小さな声で言う。

「お部屋に逃げるところがあるの。ぼく、知ってるんだよ」

「どこ？」

　自身の恐怖が伝染しないよう、急かしたい気持ちを抑えてティトを促す。

　ティトはアルトリシアの手を引いて暖炉のそばに駆け寄ると、蔦模様の装飾を指でなぞった。

　そうしている間にも外のざわめきが近付く。金属を打ち付け合う音の直後に、鈍い悲鳴と重いものが床に落ちる嫌な音がした。複数の人間が走る気配を感じ、アルトリシアはそれ以上外でなにが起きているか考えるのをやめた。

「あった！」

　ティトが蔦模様の一部分で手を止めると、そこを指でぐっと押した。観葉植物に隠れた、部屋の隅にある壁が扉のように開き、誘うように冷たい風を呼び込む。

（隠し通路……！）

　考えるよりも早くティトとそこに飛び込み、内側から必死に取っ手を引いて扉を閉じる。中は暗くなったが、構わなかった。

　そして、隠し通路の扉を完全に閉じたのと同時に、先ほどまでいた部屋の方で激しい物音が響いた。

「王子はどこだ！」

　怒鳴り声と合わせて、ものを破壊する気配が振動となって伝わった。

　アルトリシアとティトはすぐに動けず、手を握り合って恐ろしい時間をひたすらに耐える。

「部屋にはいなかったんだろう？　他にいそうな場所は？」

「わかりません。庭園にもいないようです！」

「さっきまでここにいたはずだ。探せ！」

　彼らが誰なのかはわからないが、ティトを探しているのは間違いない。

「アルティ、こっちだ」

　頭の中で響くはずの声がはっきりと現実のものとして耳に届く。顕現したルブが通路の奥を示していた。

「ルブ……」

「俺がお前もティトも守ってやるから」

　アルトリシアの身体からどっと力が抜けた。自分でなんとかしなければならない状況は想像以上に恐ろしく、彼女の神経を尖らせていたようだ。

　ティトはというと、突然目の前に現れた男を見て硬直した。

　しかしすぐに、ルブがアルトリシアから聞いていた、自分と同じ魔石を核とした存在なのだと気付いたらしい。幼い顔が、初めて自分と同じ生き物を見た感動と喜びに紅潮する。

　聞きたいことは山ほどあるはずだが、ティトはそれを胸の奥へと押し込んだ。

　今はそんな場合ではないからだ。

「お姉ちゃん、行こ」

「うん」

　ルブの後を追い、ティトと一緒に通路の先へ向かう。

　暗く冷ややかな通路はかび臭く、じめじめしていた。時々足が滑りそうになりながらも、必死に安全な場所を求めて駆ける。

（いったいなにが起きてるの？　どうしてこうなったの？）

　王都に魔獣が出たという話のすぐ後に、ティトを探す男たちが現れた。どう考えても偶然だとは思えない。

　すぐ背中を追われているような錯覚に陥り、アルトリシアの息はひどく荒くなった。

　やがて通路の終わりが見えた。入口と同じようにどこかの部屋と繋がっているようだ。

「ティト、この先がどこかわかるか？」

「えっと、えっと……」

「思い出せないなら無理しなくていい。今はすぐに思い浮かばないだろうしな」

　ルブは優しく言うと、自身が先頭になって出口の扉を開いた。
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　王都に突如現れた魔獣に対処するため、ゼノハルトとファイスは急ぎ足で外へ向かっていた。

　彼らに報告をした騎士が追従しながら状況を説明する。

「魔獣の数は確認しているだけで八体です。北地区に四体、中央広場に二体、東、西に一体ずつ。複数体の魔獣を確認した北地区の被害が最も甚大です」

「なぜ、魔獣の侵入を許した？」

　国王であるファイスよりも先にゼノハルトが問う。

「北の警備はなにをしていた」

「それが、外から現れたわけではないそうなのです。街中に突然現れたとしか言いようがなく……」

「突然現れた？」

　聞き返すのと同時に城の外に出る。厩舎から連れ出された馬が、異様な空気を察知して興奮していた。

「ファイス、借りるぞ」

「どうぞ。君の技量に応えられるだけの馬ならいいんだけどね」

　鞍をつけた馬に飛び乗ったゼノハルトは、騎士とファイスを待たずに速度を速めた。

　魔獣が人を襲うのは子どもでも知っている。ゼノハルトも被害に遭った村や街を見てきたし、自身の治めるエクレル領でも討伐隊を指示した経験がある。

　しかし、だからこそ王族の住まう城と隣接した王都は万全の警備体制が整っていた。石造りの城壁も、精鋭の門番たちも、そしてかつてゼノハルトが聖騎士として率いた騎士団もいる。

　それだけの状態が整っているのに、なぜ、魔獣が八体も侵入したのかがわからない。

「ゼン！」

　やや遅れてファイスが追いつく。国王というだけあって、賢そうな葦毛の馬に乗っていた。

「私は北へ向かう。君も来てくれるか？」

「もとよりそのつもりだ」

　王都の各地に魔獣が現れたのなら、騎士団も分散している。最も被害の大きい場所に、腕の立つ自身が向かうのは当然だとゼノハルトは考えていた。

「お前は城にいた方がいいのではないのか」

「そういうわけにはいかない。私にしか動かせない兵がいるからね」

　私兵とも呼ぶべき国王直属の騎士たちだ。数多の兵から特に優秀な者たちを集めた精鋭部隊である。ゼノハルトも過去に推薦を受けたが、妻を亡くした時期と重なり辞退していた。

　サフィ、とゼノハルトはアルトリシアから託された指輪に呼びかける。彼女は声を出さずとも会話していたが、ゼノハルトに同じ芸当はできなかった。

　しかし、サフィは応えない。ただの指輪であるかのように沈黙している。

　まるでゼノハルトを気に掛けている暇はないとでも言うかのようだ。

　サフィはひたすらに遠く離れた弟と、人間の中で唯一心を許しているアルトリシアにだけ意識を向けていた。

　彼にとって優先すべきはそのふたりだけで、ゼノハルトは範疇に入っていない。

　だからサフィはアルトリシアたちが何者かに追われ、隠し通路へ逃れていることをゼノハルトに報告しなかった。

　忙しなく弟と連絡を取り合い、なにが起きているのかを逐一確認する。万が一の時、ゼノハルトではなく自分が動き出すために。

　ゼノハルトはなにも言わないサフィから嫌な予感を覚えた。戦場にいる時、幾度も感じた虫の知らせとも呼べる奇妙な感覚。サフィはなにをそこまで気にしているのか。

（アルトリシアたちの身になにかあったのでは）

　向こうにはルブがついているから大丈夫だろうと思いたいのに、片割れのサフィの様子が気にかかって不安が強まる。

　しかしそれを突き詰めている暇はなく、北地区へ続く大通りを行く。

　王都は混乱に陥っていた。それも無理はないだろう。今日はミラルドの建国を祝う祭の日で、王都の住民だけでなく外国や地方からの観光客も集まっている。

　これ以上ない最悪の日に事件が起きたと言っても過言ではない。

　やがて彼らは件の北地区にたどり着いた。商業地域であり、普段は人で賑わっている。

　だが、今は容赦なく暴れる魔獣と立ち向かう騎士たちと、そして逃げ惑う人々で凄惨な光景が広がっていた。

　道に点々と転がる物言わぬ死体を見やり、ゼノハルトはさらに表情を引きしめる。荒れた道の端で馬の足を止め、立派な体躯を感じさせない身軽な動作で地面に降り立った。間髪を容いれずに腰に佩はいていた剣を抜き、白刃をきらめかせる。

「ファイス、お前はなるべく後ろに――」

　言いかけたゼノハルトの目の前に、突然サフィが現れた。人前で人間らしからぬ行動を選択するのは、彼らしくない。

　なにかがおかしい――とゼノハルトが問い詰める前に、遠くで獣の咆哮が響いた。

　それが空気を裂いて消える前に、サフィがひと言だけ呟く。

「ルブの反応がなくなった」

　普段の飄々とした笑みはどこにもない。彼はいっそ不気味なほど無表情だった。

「なに？」

　その瞬間、再びサフィの身体が溶ける。

　瞬きの間に姿を現したのは、青銀の毛並みを持つ巨大な狼だった。

「ま、魔獣……！」

　同行していた兵士が歯を鳴らしながら叫ぶ。その兵士には目もくれず、サフィは軽やかに瓦礫の山を伝い、屋根に上った。視線は今来た道を、正確にはその先の城を捉えている。

　ゼノハルトが呼び止めるよりも早く、サフィは空を駆けるようにしてその場から走り去った。

「あの魔獣はいったい……」

　得体の知れない狼を前にした兵士に向かって、ファイスが厳しく告げる。

「君はなにも見ていない。……いいね？」

　兵士は狼狽しながらも主君の命令に頷いた。

「ゼン、もしかしたら子どもたちになにかあったのかもしれない」

「……この場を鎮圧し次第すぐに戻る」

「ありがとう」

　本当はすぐにでも娘の無事を確かめに行きたい。だが、彼は目の前の状況を放置できなかった。今も助けを求める人々の悲鳴が辺りに満ちている。

　なにが起きているのかという疑問の答えはいつ得られるのだろう。

　一刻も早く娘のもとへ向かうため、ゼノハルトもまた、自分がなすべきことをする。
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　目を覚ましたアルトリシアは、しばらく自分の状況を理解できなかった。

　隠し通路よりももっとかび臭いそこは、牢獄と呼ぶ以外に思いつかない。

　さらにアルトリシアの右足には太い鎖が繋がっていた。牢の端から、ギリギリ鉄格子に届くかどうかといった長さのものだ。

　ぽたりと頭上から落ちた水滴もどこか鉄臭く、むき出しの床は彼女の体温を奪うように冷たかった。

「ティト」

　かさつく喉から声を振り絞ると、背後で気配がした。振り返ると首輪を繋がれ震えている子犬が視界に入る。

　胸が締めつけられるような切ない鳴き声をあげたティトは、鎖を引きずりながらアルトリシアの腕の中に潜り込んだ。

「人間に戻れないの……？」

「きゅうん」

　哀れっぽく鳴いた子犬を抱きしめ、柔らかな毛並みを撫でる。

　そうしているうちに、アルトリシアは自身になにが起きたのかを徐々に思い出していった。

　ルブが先行して隠し通路の扉を開けた先は、客に使わせるためか、それとも別の用途があるのか、小ぎれいな部屋が広がっていた。

　幸い人の影はなく、先ほどまで聞こえていた物々しい音も遠い。ルブの提案でしばらくそこに隠れていようという話になったのだが、突然、彼の身体がその場に崩れ落ちた。

　頼りにしていた人の苦しむ姿に衝撃を受けたアルトリシアは、すぐに駆け寄りどうしたのかを尋ねようとした。だが、その前にルブはアルトリシアの指輪に変わってしまい、それきり沈黙した。

　指にはめて頭の中で呼びかけるも、やはりルブの返事はなかった。

　異常事態だと察すると同時に男たちが部屋へなだれ込み、怯えたティトが子犬に変わると、ルブと同じように突然倒れこんで動かなくなった。

　残されたアルトリシアは半狂乱になりながらティトを呼んだが、哀れな子犬は乱暴な手つきで首根っこを掴まれ、アルトリシア自身も殴られて気を失ったのだ。

　そして、この牢獄に囚われている。

（ルブ、大丈夫？　お願い、返事をして）

　幸い、指輪は奪われていない。しかし彼からの応答は変わらずないままだ。

　また、ティトも人間に戻れないだけでなく具合が悪そうだった。腕の中で力なく目を閉じるティトを心配し、アルトリシアは泣きそうになりながら彼の身体をかき抱く。

（怖いよ。誰か助けて……。パパ、サフィ……）

　離れ離れになったふたりは今、ここにいない。彼らもどうなっているのか、連絡を取り合えるはずのルブから反応がないため知る手段がなかった。

　すると、そこに足音が響いた。冷たい石畳に落ちる硬質な音はアルトリシアのいる牢獄まで近付き、やがて立ち止まった。

　顔を上げた彼女の前に、明かりに照らされた男の顔がぼんやりと浮かぶ。

「あなた、は……」

　そこにいたのはモーゼル伯爵だった。マイネス家にいた頃、彼らと一緒にアルトリシアをいたぶった恐ろしい男である。

「どうしてここに……」

　恐怖が突き抜け、一周回って頭が冷える。

　彼がアルトリシアたちを助けに来たようには思えない。ならば、なんのためにここへ現れたのか。

「あなたがティトを捕まえるように言ったの？　どうして……」

「お前の娘はやかましいな、マイネス」

　モーゼル伯爵の背後からもうひとり姿を見せる。それが自身のかつての父だと知り、アルトリシアの身体がかたかたと震え出した。

（じゃあ、この人もかかわってたの？）

　逃げ場はないと知りながらも狭い牢獄の中で後ずさる。

　しかし、予想に反してマイネス子爵はアルトリシアへ微笑みかけた。

「そんなに怯えるんじゃない、アルトリシア。お前を迎えに来たんだよ」

「迎え……？」

「そうだ。伯爵からお前の話を聞いて、助けに来たんだ」

　こんなにも望んでいない助けがあるとは想像もしていなかった。マイネス子爵の笑みは品がなく、この行為に裏があるのは間違いないと、怯えるアルトリシアにさえわかる。

「た……助けるなら、ティトも一緒じゃなきゃ嫌……」

「それは難しいな。そいつにはまだ利用価値がある」

　そいつ、というのが誰を差しているのか、一瞬理解できなかった。

　子犬の時だろうと人語を解しているティトが小刻みに震える。

「本当は王都だけじゃなく、城にまで魔獣が現れたことにして殺す予定だったんだよ。だけどまさか、この国の王子が魔獣だったとはね」

「マイネス、余計な話はしなくていい」

「どうせ子どもにはどうしようもできませんよ。王子が魔獣だと国民の前に晒して、現国王を追い出そうとしてるなんて。知ったからといってどうするんです？」

「マイネス！」

　鋭く叱責され、マイネス子爵は口を噤む。

　不満げではあるが、口もとの嫌な笑みは消えていない。

「陛下も殺すつもり……？」

　この時になって初めて、アルトリシアは王族が常に危険に身を置いているのだと知った。愚かな元父が話したおかげで、聡い彼女にはおおよその流れが掴めている。

　彼らはティトを暗殺しようとした。本性が魔獣だと知って予定を変更し、ファイスを弾劾するために利用するつもりだ。おそらくはこの国を乗っ取るために。

（そんなこと、させちゃいけない）

　ファイスはゼノハルトの友達だ。ならばアルトリシアは危険に晒され続けているティトを守りながら、この事実を大好きな父に伝えなければならない。

「まあまあ、怖い話はいいじゃないか。そんな汚い場所からは早く出たいだろう？」

　アルトリシアはマイネス子爵にこんな猫撫で声で話しかけられた経験がなかった。ただし、彼が商人や妻に媚びを売る時にこういう声を出していたのを覚えている。

　もとより実父を信用していなかったが、その声によってアルトリシアはさらに警戒を強めた。

「どうして私を助けてくれるの……」

「なに？　そんなの決まってるじゃないか。大事な娘だからだよ」

　胸を鋭い刃で貫かれたような衝撃が走り、一瞬だけアルトリシアは息の仕方を忘れた。

　彼は今、なんと言った？

「いいかい、アルトリシア。お前が恐ろしい思いをする羽目になったのは全部エクレルの若造のせいだ。またうちに戻ってくれば、こんな思いもしなくて済むんだよ」

　ティトを抱くアルトリシアの手が震える。今度は恐れではなく怒りからだった。

「今までひどい扱いをして悪かったね。お母さんもメルニエラも反省して、早くアルトリシアに謝りたいと言ってるんだ。また家族みんなで仲良くやろうじゃないか」

「やめて！」

　生まれてから一度も発さなかった叫びが喉から漏れる。驚いたティトがアルトリシアの腕を離れ、再び牢獄の隅に引っ込んだ。

「嘘つき、嘘つき、嘘つき！　ずっと出来損ないって言ってたじゃない！　役立たずっていっぱい叩いたじゃない！　あなたの話なんか絶対信じない。あの家に帰る方が怖いって知ってるんだから！」

「アル――」

「私のパパはひとりだけだもん！」

　感情のまま吐き出したアルトリシアの頬に涙が伝う。

　マイネス子爵が苛立たしげに舌打ちして、牢獄の鍵を開いた。泣きながら怒る彼女を見下ろし、肩を強く掴む。

「お前の本当の父親はあんな男じゃない。お前は聖女として我が家に戻ってくるんだ」

「私は聖女なんかじゃない！」

「聖女じゃなかったのはメルニエラなんだよ、アルトリシア。本物はお前だったんだ」

「違う――！」

「いい加減にしろ！」

　乾いた破裂音がして、アルトリシアの小さな身体は牢獄の床に吹き飛んだ。頬を強く張られたのだと気付いたのは、口の中に血の味が広がってからだ。

　マイネス子爵は手加減なしに殴った娘の肩を再び掴むと、怒りを込めて激しく揺さぶろうとする。しかしその前に、鎖に繋がれていたティトが勢いよくその腕に飛びついた。

「きゃん！　きゃん！」

「うるさい！」

　噛みつかれたマイネス子爵は容赦なくティトを振り払った。小さな身体が壁にぶつかり、ずるりと床に落ちる。

　ティトには目もくれず、マイネス子爵はアルトリシアの肩に指を食い込ませた。

「このままでは、聖女を輩出した家として手に入れる予定だったなにもかもがすべて手に入らなくなるんだ！　お前さえうちに戻ってくれば、金も名誉も私のものになる……！」

　幼い子どもをこんな場でも虐げる親の姿を、モーゼルは汚らわしいものを見るかのような目を向ける。だが、止めようとはしない。

「父親のために力を使うべきだと思わないのか!?」

　それを聞いたアルトリシアは無意識に笑みを浮かべていた。切れた唇から血が流れ、口もとを汚していく。

「パパのために使いたいよ。でも、私のパパはあなたじゃない」

　まだ実父を否定するアルトリシアに、マイネス子爵の頭の血管が切れた。

　激しい怒鳴り声と罵倒。耳が痛くなるほど繰り返されても、意味を理解する前にアルトリシアの右耳から左耳へと流れていく。

　かつて、何度も生家で聞いた言葉ばかりだ。変わり映えのしない罵詈雑言は、語彙力のなさに滑稽さを感じさせる。

　至近距離で怒鳴られ続けたせいで、頭が痛み始めた。

　ゼノハルトの声は淡々としていても心地よく響き、アルトリシアに安心感を与えてくれた。

　それを思い出し、やはり自分の父親はゼノハルトだとアルトリシアは弱々しく微笑する。

「この……役立たずの出来損ないが！」

　新しい家族を得てもなお彼女を縛るひと言を聞き、アルトリシアは思考の世界に逃避した。

（パパは私を役立たずって言わなかった。なにもできなくていいんだよって言ってくれた。笑ってたらそれだけでいいんだって）

　血の繋がりがない彼はそう言ってくれたのに、実父は今、アルトリシアを責め立て、自分の役に立てと顔を真っ赤にしながら怒鳴っている。

（私、パパに会えて幸せってどういうことなのか知ったの）

　ゼノハルトはどんな話でも聞いてくれた。温かい食事を一緒に美味しいと食べてくれて、アルトリシアの好きなものを用意した。ぬいぐるみだって数え切れないほどあるし、魔石の扱い方を勉強したいと言った時も否定せずに素晴らしい環境を整えてくれた。

　親に虐げられ、捨てられたアルトリシアを迷惑だと思ってもおかしくはなかったのに、彼は温かく包み込んで受け止めた。子どもは愛されるべきだと当然のように言って。

　だからアルトリシアは、幸せを教えてくれたゼノハルトを――父を大好きになった。

（私が泣いたら悲しいって言ってたのに。パパを悲しませちゃうのかなぁ……）

　強い頭痛を感じ、アルトリシアは顔をしかめた。

　鼓膜を破りそうな騒音を耳にし続けたせいで意識が朦朧とし、これ以上大好きなゼノハルトについて考えられない。彼女はこの状況と実父の存在に、強い心痛ストレスを感じていた。

「マイネス、そのぐらいにしておけ。それともここで殺すか？」

「……いや、そのつもりはありませんよ。ただのしつけです」

　さすがに止めに入ったモーゼルに返すと、マイネス子爵はアルトリシアの髪を掴んで乱暴に引き上げた。

「お前が聖女でもここからは逃げられないぞ。魔石を無力化する魔法で満たされているからな」

　そんな魔法は初めて聞いた。しかし質問するだけの力は、もう彼女に残されていなかった。

「言うことを聞くまで反省しろ。次に来る時にまで態度が変わらないようなら、魔獣の餌にしてやるからな」

　マイネス子爵は吐き捨てると、再び牢獄を出た。

「まったく、こんな真似をさせるためにここへ連れてきてやったわけではないのだぞ」

「これでこの子もおとなしくなるでしょう。まったく、本当に聞き分けのない子で……」

　用はアルトリシアにだけあったのか、ふたりの声が遠ざかっていく。

「きゅう……」

　混濁する意識を必死に繋ぎ止めようとするアルトリシアの頬を、身体を引きずるようにして近付いたティトが弱々しく舐めた。

　普段ならくすぐったいと笑えただろうに、今は頭がぼうっとしてそれどころではない。

　先ほど、マイネス子爵に殴られた頬もじくじくと痛んでいた。

「ティ、ト……これ……」

　アルトリシアは気を失う前に右手の指輪を引き抜いた。

　ティトの前に置き、鉄格子とは逆方向を指差す。その壁には空気を入れ替えるための小さな穴があった。

　小さなティトにも出られる大きさではないが、指輪ならば問題なく外へ出せる。

「ルブを……外に……」

　愚かな実父は意図せずアルトリシアに助言を与えた。

　この牢獄には魔石の力を封じる魔法が満ちている。

　おそらくはそれのせいでルブとティトの様子がおかしいのだ。

　ティトがルブほど影響を受けていないのは、父親が人間だからなのかもしれない。

　ティトはアルトリシアの願いを聞き、指輪をくわえて穴のそばに置いた。鼻先で一生懸命に外へ押し出し、再び彼女のもとへ戻る。

　外に魔法の影響がないのを祈るしかない。

　影響下から出られさえすれば、ルブは兄と連絡を取り、アルトリシアとティトの状況を伝えられる。

　そうすればふたりはこの冷たい牢獄から抜け出せるのだ。

　ティトは動かないアルトリシアを心配するように短い尾を振って辺りを歩き回っていた。

　言葉はなくとも『助けられなくてごめん』と言っているのがわかる。

（ティトを怖がらせちゃいけないのに。私がしっかりしなきゃいけないのに……）

　かつて、何度も生家で味わった無力感と絶望がアルトリシアの心を覆っていく。

　意識が暗転する直前、アルトリシアは大好きな人たちの名を心の中で呼んだ。










幼女、救出される




　騎士たちは息を呑んでいた。

　あれほど苦戦した魔獣が、たったひとりの手で翻弄され、屠られる。

　赤い猿のような魔獣は力を持たない住民だけでなく、騎士たちをも蹂躙したが、今は殺さつ戮りく者から獲物へと変わっていた。

「あれが聖騎士ゼノハルトか……」

　ひとつにくくった白金色の長髪が閃光のように走った。

　ゼノハルトが渾身の力を込めて剣を振るうと、肉を断つ感触が手に広がる。

「くっ……」

　今一歩及ばず、暴れた魔獣が長い爪を伸ばした。

　ちょうど剣を振り下ろしたゼノハルトの防御は間に合わない。だが、魔獣の爪は彼の身体を貫かずに弾かれた。

「……アルトリシア」

　間違いなく自身の腹部を突くはずだった爪が、不思議な力によって拒まれる。

　娘に渡されたお守りが淡く発光するのを見たゼノハルトは、思わず呻くように彼女の名を呼んでいた。

　今も恐ろしい思いをさせているというのに、幼い娘に守られてしまった自分への情けなさと怒りから、虚を突かれている魔獣に駆け寄り、地面を踏みしめて飛び上がる。

　渾身の力を込めて突き立てた剣は魔獣の頭を深々と貫いた。

　どう、と巨躯が地面に倒れ伏す。獣は、ゼノハルトに仕留められるまで多くの人々の命を奪った。だが、これでもうその爪は誰も害さない。

　ゼノハルトは騎士たちの視線に気付かないまま、薄く滲んだ汗を軽く拭い息を吐いた。

　しばらく戦場を離れていたせいで腕が鈍ったかもしれないと思っているのを知られたら、尊敬を通り越して畏怖されるだろう。

　長剣を払って魔獣の血を拭い、核となる魔石を体内から引き剥がす。

　剥ぎ取った大振りの赤い石は紅玉髄カーネリアン。あまり市場に出回らない魔石だ。核の販売を生業にする魔獣専門の狩人たちならば、目の色を変えたに違いない。

　これで王都を荒らす魔獣たちはすべて駆逐した。

「陛下、単独行動をお許しください」

　日頃は気の置けないやり取りをするゼノハルトも、他の者がいる前では口調を改める。

　ファイスはそんな彼に向かって頷いた。

「許す。私の馬を使うといい」

「いえ、それは」

「使ってくれ」

　ファイスの目には国王としてではなく、父親としての光が宿っていた。

　彼は城に残してきた息子たちになにかが起きたのを知っている。サフィの様子がおかしかったところを見ているからだ。

　魔獣を討伐するにあたり使い潰された馬では、城へ戻るまでに時間がかかる。早く様子を確認しに行ってほしいという意思を感じ取り、ゼノハルトは恭しく王家所有の駿馬にまたがった。

　さすがに国王が乗る馬というだけあって、疲れ知らずの速度が出た。

　あっという間に城に到着したゼノハルトは、不気味なほど静まり返った城内に嫌な汗を流す。

　ここに残っているはずの兵士たちはどこへ行ったのか。なぜ、人間の気配がしないのか。

　城の玄関口から廊下への扉を慎重に開け、警戒しながら足を進める。気は逸るが、城でも異常事態が発生していると思われる中、無計画に進むわけにはいかない。

　ひとつひとつ部屋を確認し、人間の姿がないかを探す。

　やがてゼノハルトは大広間にて信じられないものを目の当たりにした。

　魔獣によって荒らされた王都よりもなおひどい、凄惨な景色が広がっている。

　ここでも恐ろしいことが起きたのだとはっきりわかるのは、壁や床だけでなく、天井にまで血痕が飛び散っているからだ。明らかに人の手によるものではない。

　辺りには茫然とへたり込んだ兵士や、負傷して意識を失っている者の姿が多数見られた。

　数多くの戦場を経験し、魔獣による被害も見てきたゼノハルトが初めて戦慄するほどの光景だった。

　犠牲となった人間の数は、十や二十ではきかないように思える。

　兵士たちに声をかけるべきか悩むも、今はアルトリシアの安否が心配だった。

　ゼノハルトは、すぐに助けが来ると意識のある兵士たちへ簡潔に伝え、娘を探して周囲に目を向ける。

「……アルトリシア！」

　これまで感じたことのない焦燥感を覚え、ゼノハルトは奥へと続く扉に向かおうとした。

　その前に燃えるような真紅の鳥が窓を突き破って飛び込んでくる。

「ゼノハルト！」

　鳥の鳴き声に混ざったその声を、彼は知っていた。

「ルブか？」

「東の道を行った先にある屋敷！　灰色の屋根で、金の獅子が飾られてる！　アルトリシアとティトはそこだ！」

　ルブは人の姿に変わる余裕もないのか、切羽詰まった調子で言う。

　ゼノハルトには彼の話す内容に心当たりがあった。この国で金の獅子を掲げる家門はモーゼル伯爵家しかない。

「お前は平気なのか？　今までどうしていたんだ」

「妙な魔法のせいで気ぃ失ってたんだよ。それより早く……！」

　血よりも濃い赤の瞳が、ゼノハルトを捉えて揺らめく。

「兄貴を止めてくれ！」
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　ふとアルトリシアは目を覚ました。起き上がろうとするとひどく頭が痛み、胃の辺りが不快に締め付けられる。

「きゅん……」

　小さな鳴き声が彼女の意識を現実に引き戻した。アルトリシアが気を失ってからずっとひとりで震えていたティトが、地面に投げ出された小さな手に鼻を押しつける。

「ティト……？」

　名を呼んでから、アルトリシアは時間をかけて身体を起こした。実父から与えられた心痛ストレスのせいで気を失ってしまったが、頭痛が治まらない以外の異常はない。

「ごめんね、ひとりにして……」

「きゃうん」

　手を伸ばしてティトを抱き寄せると、アルトリシアはふるりと肩を震わせた。

（ルブは大丈夫だったかな）

　サフィともルブとも離れて過ごすのは、幸せな生活を手に入れてから初めての経験だ。誰も呼びかけに答えない時間がこんなに心細いとは思いもしなかった。

　しかし、心を傷付けられた後でもアルトリシアは自身の不安を表に出さないように努めた。

　ここには自分よりも年下のティトがいる。魔法の影響を受けているのもあってか、見るからに動きが鈍い彼をこれ以上怖がらせたくはない。

（サフィ、ルブ。……パパ）

　ティトを抱きしめて、夢の中でも呼び続けた名前を心の奥で形にする。

（もしこのまま、助け出されなかったらどうなるんだろう？　またあの人が来たら？）

　言葉によるものだろうと、久方振りの虐待は八年の間に刻まれた心の傷を抉った。

「きゅう、きゅうん」

　ティトがアルトリシアの様子に気付いたように頬を舐める。

「……ありがと。絶対ここから逃げ出そうね」

　心強い家族はいないが、少なくともひとりではない。それがアルトリシアに勇気をくれた。

（ティトも指輪の姿になれたら、穴から逃げられるかもしれないのに……）

　どうしようかと思っていた時だった。

　遠くから身も凍るようなすさまじい絶叫が響く。

「な、なに……」

　ひとりと一匹は限界まで擦り寄った。

　人間のありとあらゆる恐怖を詰め込んだような叫びを聞いて、平気な顔をしていられる子どもなどいない。アルトリシアとティトも、それぞれ特殊な力はあってもごく普通の子どもでしかないのだ。

　再び悲鳴が聞こえた。

　今度は先ほどよりも近い気がして、アルトリシアはティトを抱いたまま牢獄の隅に移動した。背中が塞がっていれば、まだ少しは恐怖を抑えられる。

　耳も手で覆えればよかったが、ティトを抱いているため叶わない。

　叫び声は途切れ途切れにふたりのもとへ届き、やがてごく近い場所で大きな物音がした。

「ぎゃああああっ！」

　これまで耳にしていたものと同じ声がすぐそばでしたかと思うと、勢いよく牢獄と外を繋ぐ扉が開いた。否、吹き飛んだ。

　びくりと反応したアルトリシアがティトを抱く腕に力を込めると、彼らが囚われた牢獄の前で一匹の獣が立ち止まる。

「よう、ちび」

　狼のうなり声に絡んでいるのは、サフィの声だ。しかしいつもよりも濁って雑音が混ざっている。それだけでなく、彼の青銀の身体は赤黒い液体でひどく汚れていた。

「迎えに来たぜ」

「サ、フィ……」

　彼のもとへ向かおうとしたアルトリシアだが、足を縛る鎖が突っ張り転んでしまった。

　すぐに人の姿を取ったサフィが牢獄をこじ開け、アルトリシアの鎖を手で引きちぎる。

「遅くなって悪かったなァ」

「う……っふ……ぅ……」

　わっとアルトリシアが泣きじゃくった。サフィは安堵の涙を流す少女を抱きしめて、あやすように頭を撫でる。

「よしよし。もう大丈夫だ」

　顔を涙でぐしゃぐしゃにしたアルトリシアがサフィの胸に顔を埋める。

　すっかり馴染んだ温かさは、もう恐ろしい思いをしなくても済むのだという安心感を彼女に与えた。

「……っと、お前もだな」

　アルトリシアを受け止めつつ、サフィは片手でティトの鎖も断つ。人の形をしてはいても、人ではないのだと再認識させる行為だった。

　鎖から解かれてもティトは元に戻らなかった。戻れなかったという方が正しい。

「サフィは、大丈夫、なの？」

　アルトリシアはしゃくり上げながら尋ねる。

　ここは魔石の力を封じる魔法の影響下にあるはずだ。自身の形を保っていられずにかろうじて指輪になったルブのように、サフィも倒れるのではないかと心配したが、その気配がない。

「お前に合わせて説明するとしたら、悪い魔法使いはみんなやっつけました、ってとこだな」

　サフィは他人をあまり気遣わないが、今は極限までアルトリシアの心の平穏を祈っていた。だから詳細は説明せず、ただ彼女を落ち着かせる。

「お前、怪我してるのか？」

　アルトリシアの顔を覗き込んだサフィが微かに眉根を寄せて尋ねる。

「えっと、ちょっとだけ」

「どこがちょっとだ。見せてみろ」

　サフィに赤く腫れ上がった頬を確認され、アルトリシアは小さく声をあげる。安堵のせいで頭から抜けていたが、殴られた衝撃はまだ彼女の頭に嫌な痛みを生み続けていた。

「誰にやられた？」

　アルトリシアは言えなかった。飄々としているようでかなり過保護な彼に、実父からまた虐待を受けたなどと知られたくはない。

　しかし、その沈黙が逆に答えになってしまった。

「元パパか？」

「……うん」

　諦めて肯定すると、サフィはなぜか少し笑った。

「そうか。覚えておく」

　不穏な気配を感じたアルトリシアだが、前触れなく抱き上げられて全身を強張らせた。

「本当のパパが心配してるから帰ろうな」

　ルブと一緒にこちらへ向かっているようだ、と続け、サフィはもう片方の手でティトも拾い上げた。アルトリシアに比べ、こちらは随分とぞんざいな扱いである。

「このままのがいいか？　それとも、お前の好きなもふもふの方がいいか？」

　尋ねられ、アルトリシアはためらいがちに答えた。

「もふもふ……」

「よし。じゃあ、好きなだけもふっていいぜ」

　再び狼の姿に戻ったサフィは、器用にアルトリシアの服をくわえて自身の背に乗せた。ティトも同じように放り投げて乗せる。

　散々顔を埋めてきた毛並みを感じ、アルトリシアはほっと息を吐いた。青銀の毛はところどころ汚れ、赤黒くなった場所は固まっていたが、大好きなもふもふであることに変わりはない。

「もう邪魔する奴はいねェし、のんびり行こうな」

　本当にのんびりしていいのかはともかく、サフィに向かってアルトリシアはこくりと頷いた。




　サフィはアルトリシアを気遣って、ゆっくりと外へ向かった。

　牢獄を抜けると、そこはごく普通の屋敷の廊下に繋がっている。ただし人の姿はなく、代わりになすりつけたような血の跡がべったりとついていた。

　やがて屋敷の外に出ると、ちょうど乗り込もうとしていたゼノハルトと鉢合わせた。

「アルトリシア！」

　この国の王子よりもまず先に娘の名を呼び、すぐに駆け寄る。サフィはゼノハルトが彼女を抱きしめやすいように軽く屈んだ。

「パパ……」

　か細い声を震わせ、アルトリシアはゼノハルトの腕に包み込まれる。

「よかった。本当に」

　彼は無事でよかったとは言わなかった。娘の顔が腫れているのは見ればわかったし、なにより本人が憔悴していたからだ。

「助けに来てくれて、ありがとう」

　アルトリシアはただそれだけを伝え、目を閉じる。

　閉じ込められている間も、罵られている間も、ずっとゼノハルトへ助けを求めていた。ひたすらに信じ、やっと報われて身体の力が抜ける。

「ありがとう……」

　ぽろぽろと涙をこぼすアルトリシアを、ゼノハルトはつらい表情でかき抱く。

　ひどい生家から逃げ出し、ようやく幸せになれたはずだった少女が、なぜまたこんな恐ろしい目に遭わなければならないのか。

　守ると誓ったのに、それを果たせなかった自分を悔やみ、ゼノハルトは押し殺した声で『すまない』と言った。

「きゅうん」

　親子の再会に遠慮がちな鳴き声が割り入る。

　ティトが寂しそうな目でゼノハルトを見つめていた。

「申し訳ありません、殿下」

　ゼノハルトは泣きじゃくるアルトリシアの頭を撫でながら、ころんと丸い子犬に謝罪する。

「すぐに陛下のもとへお連れします。それまで、もうしばしご辛抱を」

「きゅん……」

　ティトは憐れみを誘うように鳴くと、首を縦に振った。

「サフィ、その姿はなにかと騒ぎになる。人に戻ってくれ」

「はいよ」

　指示を受けてサフィの姿が狼から人間へと戻る。その腕にはティトが抱かれていた。

「お前も戻れるか？　じゃねェとパパを困らせるぞ」

「きゅ……」

「余計なもんを頭からどかして、核に集中しろ」

　ティトがやりすぎなのではと思うくらいギュッと目を閉じる。

「後は自分の形を思い出せ。そうすりゃ、どうにかなる」

　サフィに言われ、ティトはその通りにしたようだった。やや時間はかかったものの、元の少年の姿へと変化する。

「戻れたぁ……！」

「そのうちルブにちゃんと教えてもらえ」

「サフィお兄ちゃんは教えてくれないの？」

「俺には向いてねェ」

　ほっとした様子ながら、ティトはまだ不安そうにしている。父親の姿がないからだろう。

　彼には構わず、サフィは黙っていたゼノハルトへ視線をずらした。

「俺サマがちびを抱っこしてやりたいのになァ」

「こういう時は父親に譲るものだ」

「たしかに？」

　すんなりと受け入れたサフィに対し、ゼノハルトは不思議な気持ちを抱いた。

「先ほど、呼んでも返事をしなかっただろう。まだ私をこの子の父として認めていないからだと思っていたが、違うのか」

「パパだとは思ってるさ。お前にちびを利用するつもりはねェみたいだしな。あの時はルブと話しててそれどころじゃなかったんだよ。人間に追われてるって言われたもんでな」

　肝心のアルトリシアは緊張の糸がほどけたのか眠っている。

「私はアルトリシアを守り切れなかった。それでも咎めないのか」

「なんだよ、殺してほしいのか？」

　くっと喉を鳴らしてサフィが笑う。

「今回は妙な魔法のせいで俺たちも不覚を取った。おあいこってやつだろ？」

「……そういうものだろうか」

「次は気を付けようぜ、お互いに」

　そう話していると、にわかに周囲が騒がしくなった。

　騎士たちを引き連れたファイスが、息を切らして彼らの前に現れる。

「ゼン、ティトは――」

「パパぁ！」

　彼が言い切る前にティトが走り出し、馬上にいたファイスは慌てて馬の足を止めた。

　すぐに鞍から降りて、駆け寄った息子を抱きしめる。

「怖かっただろう。怪我はなかったか？」

「ぼくは平気なんだけど、お姉ちゃんが……」

　ファイスは父親のもとで眠るアルトリシアを見て言葉を失った。

　子ども特有の柔らかな頬が腫れ上がり、赤くなっている。唇の端は切れて乾いた血が付着していた。一方のティトにこれといった傷はない。

「お姉ちゃんを助けてあげられなかったよ……」

　これまで涙ひとつ見せなかったティトが、堰を切ったように泣き始める。

　怖がりで臆病なティトが気を保っていられたのは、彼なりにアルトリシアを守らなければと思っていたからだ。

　なけなしの勇気を振り絞ってマイネス子爵に反抗したのに、小さな身体ではなにもできなかった。

　目の前で友達に向けられる暴力は、彼にとって自分が殴られるよりも恐ろしかったのだ。

　ゼノハルトは硬い顔つきのファイスに向けて首を横に振る。

「まずは首謀者を捕縛すべきです」

　サフィが子どもたちを連れて出てきた屋敷を振り返って告げる。

「ここはモーゼル卿の別邸でしょう。そこに殿下が誘拐された理由を問い詰めなければ」

「……ああ。二度とこのような事件が起きないよう、徹底して調査させるよ」

　ファイスは深く頷くと、背後で待機していた騎士たちへ声を張り上げた。

「モーゼル伯爵を探し出せ！」

　騎士たちが一糸乱れぬ動きで屋敷に乗りこんだ。その騒ぎの中で、ゼノハルトはふと気付く。

　先ほどまでそばにいたはずのサフィの姿が、どこにもなかった。










幼女、戦う




　アルトリシアが屋敷で意識を取り戻したのは、それから三日が過ぎてからだった。

　彼女が心に負った傷は予想よりも深く、目を覚ましてからもしばらくは口をきけないほど他人に怯えていた。唯一、ゼノハルトは近付くのを許され、声の出し方を忘れたアルトリシアの静養に努めた。

　人を怖がり、警戒する彼女の姿は拾われた時を思い出させる。医師は実父との再会に加え、彼から受けた暴力によって心の傷が開いたのだろうと話した。

　ゼノハルトはアルトリシアを心配しながらも、無理に急かそうとせず、彼女が落ち着くのを根気よく待った。

　そしてアルトリシアが目を覚ましてから十日が過ぎた頃、ようやく彼女の口もとに笑みが浮かぶようになる。

「いっぱい心配かけてごめんなさい」

「いい。気にするな」

　使用人たちともこれまで通り接せられるようになったアルトリシアは、いつものように様子を確かめに来たゼノハルトへ言った。

「ティトは大丈夫……？」

「ああ。ルブがいろいろと教えているようだ」

「ルブが？」

「サフィからそうするよう言われたらしい」

　ゼノハルトはあの日のルブについて説明し始めた。

　魔法の影響下から抜け出したルブは兄を呼び、そしてサフィの様子のおかしさからゼノハルトに助けを求めた。

　彼もまたアルトリシアのもとに行きたがったが、ファイスに情報を伝える者が必要だとその場に残され、自身の役目を果たしていた。

　事件が終わってからは、サフィの連絡を受けてティトの面倒を見ている。主に人間と獣の姿を自身の望む時に変えられるよう指導しているようだ。

　ゼノハルトにはその理由がわかるような気がしている。

　今回の事件はティトの誘拐にアルトリシアが巻き込まれる形だった。彼女が再び傷つかずに済むよう、ティト自身を鍛えるべきだと考えたのだろう。

　幼いティトが彼らの望むようなたくましさを手に入れられるかはともかく、ファイスは好意的に捉え、ありがたがっていた。

「サフィは？」

　アルトリシアが部屋の中を見回すも、そこに飄々とした笑みの男はいない。

「サフィは……どこにいるのかわからない」

「え……？」

「あの日、お前を助け出した後に消えたからな。ルブは居場所を知っているようだが」

　しかしルブはゼノハルトにサフィの情報を伝えなかった。どこにいてなにをしているのか。わかるのは彼が無事で、なんらかの目的を持って単独行動をしているという一点のみだ。

　アルトリシアは純粋に心配しているが、ゼノハルトは少し嫌な予感を覚えていた。

　事後処理をしていく中で、城とモーゼル伯爵の別邸にも魔獣が現れたことがわかっている。

　あの日、城にいた騎士たちは侵入した敵と魔法使いに不意を突かれてしまった。

　ティトを守ろうと必死に抗った騎士のひとりが言うに、突如現れた狼に似た魔獣が敵に襲い掛かり、殺戮に酔っていたとのことだ。

　敵とはいえ、人間が魔獣に蹂躙される様子を見た騎士が意識を失ったのは当然だろう。

　そして目を覚ました時に件の魔獣の遺骸はどこにもなかった。

　敵のみを人からただのものに変えた魔獣の意図は不明だが、過去に報告された魔獣とは比べ物にならない凶暴性から、いつ現れても対抗できるよう今も王都では厳戒態勢を取っている。

　ゼノハルトがサフィに会った時、彼は青銀の狼の姿をしていた。

　あの時はアルトリシアが好んで顔を埋めていた毛並みに血がこびりついていたのを気にしている余裕がなかったが、あれはいったいどんな行為の結果だったのか。

　かつてゼノハルトはサフィに対して、敵対はすまいと誓った。剣を持つ者としての勘に近い思いから来るものだったが、どうやら間違いではなかったようだ。

「……ルブが大丈夫だと言うなら、大丈夫なのだろう」

　自身の考えは告げずに、彼女を安心させようと目を合わせず伝える。

「早く帰ってこないかな。サフィにもありがとうって言わなきゃ」

「ああ、そうだな」

　アルトリシアは使用人に淹れてもらった紅茶に手を伸ばした。たっぷりのジャムを溶かしたそれを口に含み、再び質問する。

「事件はどうなったの？」

「主犯のモーゼルは捕らえられた。コヌジオに逃亡するところを発見されてな」

　ゼノハルトが、一瞬だけ顔をしかめて足を組む。

「後日、裁判にかけられる予定だ。すべての関係者を洗い出せてはいないが、あの男には聞かねばならない話が多い」

「どうしてあんなことをしたのか、とか？　王様になりたいんだと思ってたけど……」

「こういう時に重要なのは、どのようにして事件を起こしたのかだ」

　王都に現れるはずのない魔獣を複数体呼び出した方法、そして魔石を無力化するという魔法。以前からどちらも兆候はあったようで、念入りに計画した上での犯行だと既に知れている。

　しかし、いくら伯爵位にあろうとそのような真似を簡単にできるはずがない。手だけでなく知恵を貸した者がいるのは間違いないと、ゼノハルトもファイスも意見を一致させていた。

「王都の復興も進んでいる。被害の少なかった地区は、以前と遜色ないところまで立ち直ったようだ」

　一方で被害の大きかった北の地区は今も犠牲者を弔う黒い煙が空を覆っている。

　神官たちの祈りが間に合わず、事件から日にちが経った今も、まだ埋葬されていない遺体が残されていた。

「早くまたお祭ができるようになったらいいね」

　アルトリシアにはそれしか言えず、また甘い紅茶を啜った。

「パパはもうちょっと忙しい？　よね？」

「そうだな。ファイスの……陛下の手が少しでも回るようにしなければならん」

「えっと、身体に気を付けてね」

　事件以来、ゼノハルトの顔からは疲労の色が消えない。

　エクレル領の領主としての仕事をこなしながら、王都の騎士団の再編成や復興の手伝いをしているためだ。そうでもしなければ、彼の言う通りファイスの手が回らなくなる。

　ファイスは国王としての仕事に勤しんでいた。

　事件の主目的がティトの誘拐である点から、年ばかり重ねた貴族に王としての資質や後継者への不安を延々と聞かされている。

　被害に遭った人々への補償も考えなければならないが、すべてを税でまかなうのは厳しいことも頭を悩ませる原因になっていた。

「私がお手伝いできたらいいのに」

　肩を落としながら言うアルトリシアは、自身が疲れた父親を癒やす唯一の存在だと知らない。

「気持ちだけで充分だ。お前も大変だったのだから、今はゆっくり休め」

「うん。もういっぱい休んだ気はするけど……」

　アルトリシアは中身が半分だけ残った茶器を置くと、正面に座っていたゼノハルトの前にやってきた。ねだる前に優しく抱きしめられ、やっとあるべき場所に戻ってこられたのだと安堵の息を吐く。

（後はサフィが戻ってきてくれたらいい）

　ルブが看過しているなら大事にはなっていないのだろう。そうは言っても慣れ親しんだ彼のいない生活は、アルトリシアにとって寂しいものだった。




　状況が変わったのはさらにその数日後。

　これまで行方をくらませていたマイネス子爵が見つかったという一報が入った。

「モーゼルとともに裁判にかけられることが決まった。お前はどうしたい」

　夕食をとっている最中に聞かされ、アルトリシアは大好きな鶏のステーキを切ろうとしていた手を止める。

「マイネスはあれで狡猾な男でな。モーゼルに手を貸していた証拠が足りていない。このままでは大した罪に問えず釈放される」

「でも、時々おうちに来てたの。もしかしたらあれが……」

「今回の件には関連なし、という調べがついた。事実はどうであれ、そう報告があったものを必要以上に疑うわけにはいかない」

「そんな……」

　ゼノハルトがモーゼルとマイネス子爵の繋がりを知っているのは、他でもないアルトリシアから話を聞いているからだ。逆に言えばそれ以外に事件での関連を示す証拠がない。

　事件以来領地にいなかった時点で充分すぎるほど怪しいが、それもあれこれと理由をつけてごまかされている。

「あまり、お前に頼みたくはないのだが」

　ゼノハルトは重苦しい息を吐いて、不安げな娘を瞳に捉える。

「裁判で事件の際に知ったことを話してはくれないか」

　アルトリシアの手から握っていたナイフが落ちる。

　それを、控えていた使用人がそっと拾い上げた。

「私じゃないと話せない……？」

「……ああ」

　アルトリシアとともに囚われたティトは五歳。子どもの戯言だと言い逃れられる可能性がある。アルトリシアも八歳にしかならない子どもではあったが、ミラルド国において八歳は兵士見習いになれる年齢だ。充分、発言権はあるものとされる。

「つらいのなら無理はしなくていい」

　そう言ってくれるゼノハルトの優しさを、アルトリシアは心からうれしいと感じた。

　だから、新しいナイフを使用人から受け取りながら笑いかける。

「パパの力になれるなら、なんでもするよ」

「……ようやく落ち着いたところだというのに、また嫌な思いをさせてすまない」

「ううん。あの人が悪い人なんだってちゃんとわかってもらわなきゃだめだから」

　でも、とアルトリシアはためらいがちに続ける。

「裁判の日はパパも一緒にいてくれる……？」

「当然だ。来るなと言われても行く」

　アルトリシアは即答したゼノハルトに安心して、また好物に手を伸ばした。




＊＊＊




　裁判当日の朝、いつもより早く目を覚ましたアルトリシアは自分を覗き込むサフィの顔に悲鳴をあげかけた。

「サフィ！」

「よう、ただいま」

「おかえり！」

　夢ではなく本物なのだとわかった瞬間、満面の笑みを浮かべて飛びつく。そんなアルトリシアを、サフィは危なげなく受け止めた。

「どこに行ってたの？　ずっと心配してたんだよ！」

「まァ、いろいろとな」

　アルトリシアが半月以上会えなかったサフィに甘えていると、ゼノハルトが部屋に入ってくる。いつの間にか戻ってきたサフィを前に、さして驚いた様子を見せず苦笑した。

「あまりアルトリシアを不安にさせてやるな」

「パパとルブだけじゃ足りないってか。うれしい話だねェ」

　しみじみと言う彼に、アルトリシアは今日の裁判について伝える。

　事件の犯人たちを裁くが、実父は罪を逃れようとしている。だから自分が証言をして追い詰めるのだと。

　それを聞いたサフィは、なにを考えているか読み取りづらい笑みを浮かべた。




　王立裁判所には傍聴人を含め、多くの人々が集まっていた。

　円形の建物は中心を囲うように傍聴席が並べられ、衆人環視の中で裁判官と被告がやり取りを行う。

　なぜこのような作りになっているかというと、正義を示す場は万人に開かれているべきだと、先の王が身分を問わず傍聴を認めたからである。

　今日、ここで行われるのは今も生々しく記憶に残る恐ろしい事件の裁判だ。モーゼル伯爵を筆頭に、複数人の尋問が行われて罪の大きさを決定する。

　国を左右するほどの事件だったのもあり、異例の事態ではあるが、今日は裁判官ではなく国王のファイスが直々に審判を下すことになっていた。

　裁かれる者の中には、アルトリシアが出向いた原因であるマイネス子爵の顔もあった。

　しかしアルトリシアは、離れた席に導かれた実父の姿を見て訝しげに眉をひそめる。

「パパ、あの人……」

「……魔獣に襲われたそうだ」

　マイネス子爵には片腕がなかった。痛ましく包帯を巻いており、時々顔をしかめている。

　過去に自身を痛めつけた腕がなくなったからといって喜べるアルトリシアではない。純粋に心配していると、頭の中で声がした。

『なんで一本だけ？』

『お前のために残しておいてやったのさ』

（なにか知ってるの？）

　ふたりに問いかけると、サフィが答える。

『ルブに聞きな』

『俺に投げるなよ……』

（後で教えてくれる？）

『えーっと、俺もあんまり詳しくないからさ』

　ルブは隠しごとをしているようだと直感する。

　アルトリシアは聞かれたくないのなら聞くのをやめておこうと判断した。

　そうしている間に裁判が始まる。

　最初は末端の貴族や、使用人からだ。貴族たちは裁きの場に引き立てられて青くなりながら、自分たちがモーゼル伯爵に資金援助や武器の調達を行ったと発言した。私兵の貸し出しも行ったらしいが、肝心の兵たちは皆、あの日に魔獣の犠牲となったようだ。

　使用人たちはまともに話せないほど震えていた。

　彼らは主人であるモーゼル伯爵の指示を受けて別邸を整え、貴族たちとの密通のやり取りをしたという。

　彼らにはそれぞれ罪の大きさに則った罰が与えられた。

　私兵を動かし、王家にあだなすための武器を用意した貴族たちは爵位を剥奪され、領地と財産を没収された。命令に従う他なかった使用人たちは期限を決めて無償での奉仕を命じられた。中には牢獄で一生を終えると決まった者もいる。

　やがて主犯とされるモーゼル伯爵の名が呼ばれた。現段階で罪状が明確ではないマイネス子爵は後に回されるようだ。

「クォツカ・モーゼル。そなたは王家に弓を引き、ミラルドに住まう民を混乱に陥れた。今より、罪状を述べるものとする」

　ファイスが手もとの紙に記された罪を人々の耳に届くように並べ立てた。それが終わると、なぜそれを被告の罪としたのか、理由となる証拠を提示する。最後に証人を召喚し、証拠が聖女エルツに誓って偽りのない真実であると誓った。

　その間、王都の事件で家族を亡くした者や、住む家を奪われた者がモーゼルに罵声を浴びせる。アルトリシアは、悲しみと怒りの声を聞いてつらくなった。

　やがてモーゼルに与えられる罰の告知へと移った。

　これまでの貴族たちのように伯爵位の剥奪、領地と財産の没収。そしてモーゼルを含む一族の処刑が高らかに告げられる。

「以上、申し開きがあるならば、この場限り許される。述べたものに訂正があるのなら――」

「いずれ、この国は滅びるだろう」

　モーゼルは笑っていた。

「強国におもねるだけの愚鈍な王に、人ならざる王子。なぜ、アッキアとコヌジオに怯えて生きなければならない？　軍事力も資源もこの国には揃っているというのに！」

　いまだ正体を明かされていないティトについて触れられるも、人々がそれに反応した様子はない。それ以上にモーゼルへの怒りが強いためだ。

「愚王の失策を憂える貴族がどれほどいるか！　この国は変わるべきだった。真にミラルドを思う者の手で変えられるべきだった！」

　アルトリシアの隣でゼノハルトが目を細め、彼女の頭をそっと撫でた。

「哀れな男だ。誰の血も流さずに国を率いる苦労を知らん」

　ただでさえ魔獣という脅威に脅かされている中、人間同士で争う必要があるのか。

　かつて何度も戦場を駆けた騎士の重い言葉だった。

「他者を踏みにじる国のどこに未来があるのか。私は今のままでいい」

「私も今のままがいいな。パパにはいつもおうちにいてほしいから」

　アルトリシアが大きな手に頬を押しつけて擦り寄る。

　ミラルドがモーゼルの思う国に変わったとしたら、ゼノハルトは間違いなく戦場から帰れなくなるだろう。

　ふたりでの楽しい食事も、仕事の合間のお茶の時間も、眠るまで話をする穏やかなひと時もすべて奪われる。

　モーゼルはその後も狂ったようにファイスへの批判を続けた。

　さらに、どうやって魔獣を王都に呼び出したのかも嘲笑交じりに語り出す。

　彼は素行のよくない魔法使いたちに声をかけた。

　かつて王立学園を追放された者や他国から流れ着いた犯罪者や、自身の追い求める研究のためならどんな犠牲を強いても構わないと考えている狂人と、どうすればそこまで揃えられるのかといった者たちだ。

　今や彼らは謎の蒼い狼の魔獣によって骸と化したが、モーゼルの助力を得て生み出した成果はすさまじかった。

　ひとつは魔石から魔獣を生み出す方法。

　王都に突如現れた魔獣たちは、外から入り込んだのではなくもとから中にいたのだ。この手段を使って王都を混乱に陥れ、その間に王族を暗殺するのが今回の事件の目的だった。

　もうひとつはアルトリシアたちを苦しめた、魔石の力を封じ込める魔法。

　これには複数人の魔法使いを必要とし、使う魔石の質も上質でなければならないという。入念に準備をした上で、件の魔法は行使されたのだ。

　この邪法があれば他国への侵攻もたやすいと、モーゼルはなおも続けた。勢いに気け圧おされていた人々も、開き直っているとも言える彼の姿にますます激しく怒り、罵った。

（怖いな）

　アルトリシアは、モーゼルにも、周囲の人間に対してもそう思った。

　彼女は今まで小さな世界の中で生きてきた。マイネス家にいた時は、モーゼルのような思想も家族を奪われて泣き叫ぶ人も知らないままだった。つらく苦しいのは自分だけだとさえ思っていたのに、ここにはそれぞれの痛みを抱えた者たちがいる。そして、痛みを与えた者も。

（おうちの中でずっと幸せを味わっていられたらよかったのに）

　なんの恐れも心配もない生活を手に入れたからこそ、心から願う。その一方で、それが叶わないものだとも理解していた。否、理解できるようになった。

（私は本当に子どもだったんだなぁ）

　これまでの経験がアルトリシアを少しだけ成長させる。

　実父と向き合わなければならないと知ってから強張り続けていた心が、緩くほどけた。

「次だな」

　ゼノハルトの呟きが聞こえてモーゼルのいた場所に視線を落とす。彼は喚きながら別室へと連れられていった。代わりにマイネス子爵が呼ばれ、被告席に立つ。

　裁判の流れはこれまでと変わらない。

　申し開きの時間になると、マイネス子爵は告げられた罪状をひとつずつ否定していった。

「ええ、モーゼル卿から金銭は受け取っておりました。ですがそれは、彼が欲しがっていた絵の対価ですよ。彼の私室に飾られているものがあるでしょう？　あの絵です」

　不審な金の流れについての説明は、聞く限りでは真っ当だ。親しい間柄の貴族たちが、自身の持つ貴重な芸術品や装飾品を売買し合うのは珍しくない。

「その時の契約書もございます」

　マイネス子爵はそう言うと、自身の妻の名を呼んだ。

　メルニエラを連れたアルトリシアの実母は、不自然なほど余裕を見せ、ファイスに契約書を手渡した。娘とともに夫の隣に並び、艶然と微笑む。

　そこで初めて、マイネス子爵は後悔を顔に浮かべた。

「ですが、モーゼル卿に手を貸していたのは事実です。大切な娘を人質に取られてしまい、協力するしかなく……。本当はあのような恐ろしい所業にかかわりたくありませんでした。私も私の一族も、陛下には心からの忠誠を誓っております」

　アルトリシアはぐっと自身の手を握り込んだ。

　本当はファイスに促されてから発言する予定だったのに、黙っていられず声をあげてしまう。

「嘘つき！」

　突然立ち上がったアルトリシアに、傍聴席の無数の目が集まる。

　彼女は勢いのままマイネス子爵のいる中心部へ向かうと、さらに声を張り上げた。

「お城にも魔獣が出たことにしてティトを殺すつもりだって言ったのを聞いたんだから！」

　予想外のアルトリシアの行動を受け、ゼノハルトの反応が少し遅れた。しかしすぐに彼女を支えるよう、そばに立つ。

「大切な娘なんて思ってないくせに……！」

　傍聴席はひどくざわついていた。マイネス家の娘がエクレル家の養子になったのは有名である。そして彼女が今は神殿から聖女だと呼ばれていることも知れ渡っていた。

　マイネス子爵もこの展開に驚いたようだったが、ファイスに向けてすぐ頭を垂れる。

「王子殿下を殺すつもりだ、などという話はしておりません。なぜ娘がこのように言うのかもわからず……。いえ、私のしつけが行き届かなかったがゆえでしょう。わがままを許したせいで、エクレル卿のもとへ身を寄せることになったのですから」

　このままではアルトリシアの知る真実が歪められる。

　しかし口のうまさで子爵に上り詰めた彼に、どう反論すればいいのかがわからない。

（私は嘘つきじゃない。嘘つきはあの人なのに――！）

　怒りのあまり顔を真っ赤にしたアルトリシアは、発するべき言葉を探し出せず唇を噛む。

「娘のしつけはまた改めて。……ですが、どうか私も被害者だという事実をご理解ください。不当に奪われた愛娘を助けるために仕方がなく手を貸していたのです」

　その時、これまで黙っていたゼノハルトが口を開いた。

「愛娘だと？」

　あれだけ騒がしかった室内が一気に静まり返る。

　針を落とした音が響くほどの沈黙が降りたのは、彼らがゼノハルトの激しい怒りを感じ取ったからである。

「ならばなぜ、アルトリシアを虐げた」

　パパ、とアルトリシアが小さく彼を呼ぶ。

「この子は焼きたてのパンを差し出されただけで、温かいものを食べていいのかと泣いた。ぬいぐるみひとつでさえ、本当に自分がもらっていいのかと不安がるような子だった。いつも他人に怯えていたこの子が、心から笑えるようになるまでどれだけ時間を必要としたか……！」

　アルトリシアはいつも冷静なゼノハルトが声を荒らげるところを初めて見た。

　――今の自分には、守ってくれる人がいる。

　それを強く実感し、泣きそうになる。

「し……虐げたなどと人聞きの悪い……」

　真っ向からゼノハルトの怒りを受けても果敢に言い返したマイネス子爵は、彼の視線を避けるようにアルトリシアへ焦点を合わせる。

「もうわがままも充分だろう？　うちに戻ってきなさい」

　この期に及んでまだそんな世迷言を言えるのかと、アルトリシアは絶句した。

　完全に思考停止したかつての娘を取り戻そうとマイネス子爵が手を伸ばしかけた時、ゼノハルトが腰の剣に手をかける。

「私の娘に触れるな」

　残ったもう片方の腕も斬り落としてやるという強い意思は、その場にいたすべての人間にも伝わった。

「こ、こんなところで剣を抜くつもりですか!?　やはりこんな野蛮な男のもとに大切な娘は預けられません！　あの時はアルトリシアのわがままを聞いて養子に出しましたが、今ここで撤回させてください！」

　そもそも大切ならば養子に出す時点で間違っている。

　今のゼノハルトにそれを指摘するだけの冷静さはない。

「ならば、アルトリシアの親権を賭けて決闘を申し込もう」

「なっ……!?　騎士のあなたに勝てるはずがないでしょう！」

「私は素手でいい。視界を塞げと言うのなら布で目を覆う。必要なら耳も塞ぐが」

「なぜ、そこまで……」

「娘を守るためならばどんなことでもする」

　アルトリシアは胸がいっぱいになるのを感じながら、ゼノハルトの手を握った。

　王国でも最強とうたわれる聖騎士のゼノハルトから決闘の誘いを受け、マイネス子爵は完全にうろたえていた。どんな不利な条件を与えようと、自分が勝てる相手ではないとわかるだけの理性は残っている。

　なにも言えなくなった彼の代わりに、ファイスが口を開いた。

「聖女を虐げていたというのは事実か？」

　ゼノハルトの勢いに呑まれていたマイネス子爵は、これまでの余裕を失ってすぐに答えられなかった。彼の妻が、震える声でファイスに告げる。

「し、しつけです！　虐げていたなんて、そんな！」

　そのそばで、メルニエラも母の言葉を肯定するように震えながら頷いた。

「牢獄に囚われた娘を血が滲むまで殴りつけるのがしつけか」

　アルトリシアの頬の腫れはもう消えているし、切れた口の中もすっかり治っている。

　うなるようなゼノハルトの言葉を聞き、マイネス子爵が叫ぶ。

「助けてやると言ったのに拒むのが悪いんだ！　あのままだったらモーゼル卿に処分されていたところを、誰のおかげで生きながらえたと思ってる？　感謝されこそすれ、糾弾される筋合いはない！」

　マイネス子爵は真っ赤な顔で言い、ゼノハルトの陰に隠れたアルトリシアを指差す。

「八年間、役立たずのお前を養ってやっただけでも感謝するべきだろう！」

　静まり返った室内にマイネス子爵の怒号はよく通った。

　一拍置いて、自身の発言を理解した彼の顔が赤から蒼白へと変わる。

「陛下、今のは……」

「八年もの間、聖女を役立たずと称して虐げたのは今の発言からして明白である」

　無情に宣告されたマイネス子爵はその場に崩れ落ちた。

「ゆえに、愛娘を助けるために反乱の手助けをしたという証言も信憑性が乏しい」

　それまで裁判官としてモーゼルに罵られようと感情を露わにしなかったファイスの声に、初めて怒りが混ざる。

「我が子に対してよくもそのような真似ができたものだ。それだけでも許される話ではないが、よりによって聖女を虐げた罪をわかっているのだろうな」

「違う、違います、陛下。本当の聖女は妹のメルニエラの方で」

　あがくマイネス子爵はアルトリシアの双子の妹の肩を抱いて存在を示す。彼女は長い手袋を身につけていた。おそらく、魔石の力を暴走させた際に負った怪我が原因だろう。

「なあ、メルニエラ。聖女はお前だろう？　あの役立たずとは違うと言うんだ」

「そうよ、私が本当の聖女よ……！」

　乗せられたメルニエラが声を張り上げて、アルトリシアにつかつかと歩み寄った。

「なんであんたが聖女って言われてるの？　私のでしょ！　返して！」

　振り上げた手はゼノハルトによって止められた。

「子どもを傷つけたくはない。引け」

「うるさいうるさいうるさい！　離してよ！　なんでそいつばっかり！」

　アルトリシアがゼノハルトの服の裾を引いて前に出る。

「聖女の名前ならメルニエラにあげる。私が欲しいのは、大好きな人にありがとうを伝える力だけだから」

　いつも妹に対して怯えていたアルトリシアがはっきりと言い放つ。

「もう私たちにかかわらないで！　私は幸せになるの。あなたたちのいない場所で……！」

「それが聖女の望みなら、叶えるべきだろうね」

　ずっと黙っていたファイスが穏やかに笑う。

「マイネス卿は爵位、領地、財産のすべてを没収する。また、聖女を長年虐げた罪により、卿を含め一族をミラルドから永久追放とする」

「陛下！　お慈悲を！」

　かつての両親が必死に懇願するのを、アルトリシアは悲しい気持ちで受け止めた。

　彼らは何度彼女が助けを求めて泣いても、暴力を振るう手を止めなかった。それどころか、おもしろがってさらにひどい痛みを与え続けたのだ。

　慈悲を請うなら、彼らもアルトリシアに与えるべきだった。

　だからアルトリシアは生家の家族を庇えない。

「どうしてもと不満があるなら、ゼノハルトの決闘を引き受けるといい。ただしその場合、同じ条件のもとで行うものとする」

　切り捨てるように言うと、ファイスは固唾を呑んでいた傍聴人たちに朗々と告げた。

「これをもって、閉廷とする」




＊＊＊




　裁判を終えたふたりは、ファイスによって城に招かれた。

「お疲れ様。だけどもう少し予定通りに進めてくれるとうれしかったな」

　彼がそう言うのも無理はない。

　本当はマイネス子爵を追い詰めるために、五年前にマイネス家に勤めていた執事を証人として用意するなど、万全の態勢を整えていたのだ。

　アルトリシアの証言も、本来ならばすべての真実を伝えてもらう想定だったのだが、彼女がかっとなって出て行ったせいで大幅に流れが狂った。

「ごめんなさい……」

　迷惑をかけたのだと落ち込むアルトリシアだが、ファイスはどちらかというとゼノハルトにもの申したかったらしい。

「意外と君は頭に血が上りやすいんだな。まさか剣を抜こうとするとは思わなかったよ」

「すまない。あれ以上、あの男に呼吸を許したくなかった」

「うん、気持ちはわかるんだけどね」

　今頃、マイネス家の人間は騎士たちの手で国境へ送られているだろう。

「さて、お説教はこのぐらいにしておこうか。アルトリシア、君はこれからどうしたい？」

　ファイスに問われ、アルトリシアは戸惑ったように父の方を見る。だが、ゼノハルトが彼女の代わりに道を示すことはなかった。

　なにも言わない父の様子を見て、アルトリシアは自分が答えを出さなければならないのだと悟る。

（どうしたいかなんて、今まで考えなかった）

　厳密に言えばあったかもしれない。

　自分を虐げる家族のもとを逃げ出したい、生き延びたい。

　どんな力でもいいから、新しい家族の役に立つものを手に入れたい。

　しかし、ファイスの問いかけはこれまで彼女が抱いていた願いとは違う答えを求めているように感じる。

　悩む娘を見かねてゼノハルトが口を開いた。

「どういう選択肢を想定した質問だ」

「ひとつは以前も言ったように王立学園で学びを深める。もうひとつは聖女として神殿で生活する。これは個人的にあまり勧めたくない。総本山のコヌジオがどう動くか予想できないから」

　アルトリシアは指を折ってファイスの選択肢を数える。

「後は王都に居を移す。必要なら城に部屋を用意しても構わないよ」

「お城に住めるんですか？」

　三つ目の選択肢はアルトリシアに驚きを与えた。

（お城に住むなんて、お姫様みたい）

　それに、城に住めばティトとも毎日遊べるだろう。事件を乗り越えて彼を弟のように感じていたアルトリシアは、魅力的な提案に少しだけ心を揺らした。

　一方、ゼノハルトは訝しげにしている。

「なんのためにアルトリシアを手もとに置こうとする？」

「聖女からは目を離したくないというのと、ティトが喜ぶというのと。後は君がついてくるのがわかっているからかな」

「今の私はエクレルの領主でしかない。この国の騎士だったのは昔の話だ」

「先日君の指示を受けた騎士たちは、いつ聖騎士ゼノハルトが上司になるのかそわそわしているようだったよ」

　ありえない、とゼノハルトが呟く。

　その反応をファイスはうれしく思った。

「昔の君は私の父に言われるまでもなく、戦場を望んでいるようだった。でも今は領主でいたいんだな」

「一児の父とはそういうものだろう」

「間違いない」

　同じく一児の父親であるファイスがくすぐったそうに笑う。

「正直な話をすると、私は聖女の力よりも君の力が欲しい。先日の件で優秀な人材を多く失ってね。信頼できる味方がひとりでも欲しいんだ」

「……考えさせてくれ」

「ありがとう。断られなかっただけでも充分だよ」

　ふたりが話している間も自分の選択について考えていたアルトリシアは、彼らが口を閉じた間を感じて言う。

「私ももうちょっと考えたいです」

「もちろんだ。答えが出るまでゆっくりしていくといい。ティトを呼んでくるかい？」

「はい！」

　あの事件以来、顔を合わせなかったティトに会えると知って、アルトリシアはわかりやすく顔を輝かせた。




　それからほどなくしてティトがやってきた。

　父ふたりの話の邪魔をしないよう続き部屋に移動し、久々の再会を喜ぶ。

「ティト、ちょっとおっきくなった？」

　アルトリシアが最後に見た時、ティトの目線は自分よりも少し下だった。それがほぼ変わらないぐらいになっている。

「わかんないけど、そうだったらうれしいなぁ」

　にこにこと言ったティトの顔からは、幼さも少し消えている。

（私の知らないところで大人になっちゃった気がする）

　ティトが急に成長したのは誘拐事件がきっかけだ。

　ともに攫われたアルトリシアを助けられず、子犬から人の姿へもまともに戻れない無力な自分を思い知り、ルブに師事した。

　もともと本性を魔石とする彼らが取る姿に年齢は関係ない。サフィとルブは自分たちが動きやすい年の人間を模しているが、ティトは違っていた。

　ルブに教えられるうち、ティトは自分にもそれが可能だと知った。

　尊敬する父と同じくらい大きくなりたいと願ったが、冷静なルブから『王子がいきなり大きくなったんじゃ、大問題になる』と止められ、ほんの少しだけの成長に留めている。

「お姉ちゃん……ううん、アルティ。お兄ちゃんたちは？」

　アルトリシアの心も知らず、ティトは無邪気に笑う。

「サフィたち？　呼ぼうか？」

「うん！」

　彼女が声をかけるより早く、室内にふたりの男が姿を現した。前触れなく突然現れても、もうティトは驚かない。

「よう、王子サマ。元気にしてたか？」

「サフィお兄ちゃんも元気？」

「元気すぎて暇なぐらいだ」

　サフィは茶化すように肩を竦めて言う。その横にいたルブがティトの前に屈んだ。

「俺はお久しぶりじゃないもんな」

「ルブはぼくの先生だもんね」

　アルトリシアはティトとルブの親しげな様子を羨んだ。

　ふたりが師匠と弟子の関係になっているのは知っていたが、もしかしたらアルトリシアよりも仲良くなっているかもしれない。

「ぼくね、狼になっちゃっても人間に戻れるようになったんだよ」

「狼ねェ」

　苦笑いしたサフィがなにを言いたいかは、アルトリシアにもよくわかった。

「見ててね！　上手だから！　前よりかっこいい狼になったんだよ！」

　自分で言うと、ティトは人の姿から――まん丸の子犬の姿に変わった。

「きゃんきゃん！」

「おー、立派な狼だなァ」

　ティト本人はキリッと表情を引きしめて背筋を伸ばしているが、残念ながらその姿は狼ではない。以前となにが違うと言われても、アルトリシアにはわからなかった。

「きゃうん！」

　ティトは得意げに鳴いた。その後に遠吠えのような鳴き声をあげるが、やはりそれも子犬が甘えるかわいい声にしか聞こえない。

　サフィとは違う丸いもふもふに手を伸ばすアルトリシアだが、ティトはすぐにまた人間に戻ってしまった。

「すごいでしょー」

「ちゃんと俺の教えた通りやれてるな。偉い偉い」

　ルブに褒められて本人は満足そうだ。本物の狼になるまではまだまだ時間がかかりそうだが、自在に姿を変えられるようになったのは進歩だろう。

「もっとかっこよくなりたいな。サフィお兄ちゃんに教えてもらったら、立派な狼になれる？」

「そういうのはルブに聞け。俺サマにゃ向いてねェ」

　これまでに何度、サフィはそう言ったことか。

　しかしティトは納得できないように唇を尖らせる。

「ルブは狼じゃないもん」

　面倒くさがる兄と諦めない弟子を微笑ましく見つめていたルブは、思い立ったようにアルトリシアの頭を撫でた。

「なあに？」

「最近、全然撫でてなかったなーと思ってさ」

「子どもじゃないんだから、別にいいのに」

「子どもだろ？」

　吹き出しながら言い、ルブは申し訳なさそうな表情になる。

「ごめんな。俺がしっかりしてなかったせいで、つらい思いさせた」

「もう終わった話だよ。気にしてない」

「今まで言えなかったから、ちゃんと謝りたかったんだ」

　ルブとの会話が今日までになかったわけではない。ただ、ティトのもとへ行く時間が増えてアルトリシアとの時間が減ったのはたしかで、短い会話もどこか線を引いていた。

「どんな顔してお前と向き合えばいいかわからなかったんだ。……ごめん」

「怒ってないからもう謝らないで」

　事実、アルトリシアはまったく怒っていなかった。誘拐されたのはルブのせいではないし、彼が魔石の力を封じる魔法によって動けなくなったのも仕方のないことだ。

　むしろ、彼女は牢獄の外へ逃がしたルブが、ちゃんとサフィとゼノハルトを呼んでくれたという事実に感謝している。

「アルティは優しいよな。兄貴には怒られたのに」

「えっ」

「なにやってるんだって言われた。……今度は俺をひとりにする気かって」

　アルトリシアは、怒られたと言いながらもうれしそうなルブを、おずおずと抱きしめてみた。

「もしルブになにかあったら、私が直してあげるね」

「兄貴に嫉妬されそう」

　ルブが笑ってアルトリシアを抱きしめ返そうとした時だった。

「俺がなんだって？」

　ティトを振り切ったサフィが首を突っ込む。

「なんでもないよー」

　今の会話はきっと秘密にしておいた方がおもしろい。だからアルトリシアは雑にごまかす。

　サフィは不満げにしていたが、再びティトに迫られてそれどころではなくなった。




　ティトがお昼寝をしに帰った後、アルトリシアはゼノハルトとふたりで城の庭園を散策した。

　柔らかな風が花壇の花を揺らして、甘い香りを振りまいていく。

「さっきの話なんだけどね」

　ファイスが席を外しているのをいいことに、彼女は声を潜め切り出した。

「パパはどうしたらいいと思う？」

　立ち止まったゼノハルトとアルトリシアの視線が絡んだ。

　かつては怖い人かもしれないと緊張しながら見返した瞳が、彼女を優しく捉える。

「お前の好きなようにすればいい」

「でも、ひとりじゃ決められないよ」

「決めるんだ」

　アルトリシアは突き放されたように感じて不安そうに眉尻を下げた。

「……どうして？」

「自分のやりたいことを見つけてほしいからだ」

「パパと一緒にいたい」

　即答され、ゼノハルトの表情が緩む。

「パパとサフィとルブと、あとティトと時々遊べたらそれでいいの。聖女なんかじゃなくていいし、お城に住めなくてもいい」

　自分で告げてから、アルトリシアは目の前が明るくなっていくのを感じた。

「私、みんなと一緒にいたいんだ」

　こんなに簡単な答えをなぜすぐに出せなかったのか。

　気恥ずかしくなったアルトリシアは、ゼノハルトの腰に抱きつく。

　彼も身を屈めて娘の背中を抱き返した。

「パパはどうするの？　お城の騎士に戻る？」

「少しだけならばいいかと思っていたが、お前が一緒にいたいと思っているならやめておこう。ともに過ごす時間が減るからな」

「でも私、パパのかっこいいところを見たい」

　ゼノハルトが意外そうに目を丸くする。

「だってみんなは聖騎士さんって呼ぶけど、知らないんだもの」

「他の騎士と大して変わらん」

　本当に彼が他の騎士たちと変わらないのなら、まず国王から声などかからない。

　もしファイスが聞いていたら、自覚がないのも困りものだと頭を抱えていただろう。

「かっこいいとこ、見たい」

「そんなにか」

　ゼノハルトは、繰り返し言うアルトリシアに向かって苦笑した。

「ならば、後でファイスに伝えておこう。またよろしく頼むと」

「でも危ないことはしちゃだめだよ」

「戦いとは危険なものだ」

　下手に安心させるような発言をしないのがゼノハルトだ。案の定、アルトリシアは不安そうにするが、彼が懐から取り出したものに気付いて目を瞬かせた。

　アルトリシアが贈ったお守りだ。

「だが、お前のくれたお守りがあれば問題ない。必ず帰ってくる」

「私、もっといっぱい作るね！　パパにたくさんつけてあげる！」

「……ほどほどに頼む」

　やや困惑した表情のゼノハルトには気付かず、アルトリシアは全身のいたるところに手作りのお守りをつけた父を想像した。

（きっとかっこよくてかわいいと思う！）

　またひとつ、アルトリシアの夢が増えた。ゼノハルトを守れるようなとびきり強いお守りを作るのだ。

（そのためには魔石の勉強をたくさんしなきゃ。祝福の与え方だって……）

　聖女と呼ばれても戸惑うばかりだったが、こうなると特別な力の存在はありがたい。

（私がパパを守るの。ううん、パパだけじゃなくてみんな！）

　アルトリシアはあの悲しい家から救い出され、幸せを知った。

　これからは教えてくれたすべての大好きな人たちのために生きたい。

　妙に燃える娘へ、ゼノハルトは温かい視線を送る。

　彼女が笑っていられるなら、どんなものでも差し出せるだろうと改めて思った。










幼女、選ぶ




　親子で話をまとめた後、アルトリシアは改めてファイスに家に帰りたい旨を伝えた。

「時々遊びに来ていいですか？」

　彼の提案したすべての選択肢を断ったために、ティトと会えなくなるかもしれない。そんな思いからおそるおそる尋ねたアルトリシアだが、ファイスは拍子抜けするほど明るく言った。

「もちろんだ。ティトと一緒に待っているよ」

「ありがとうございます！」

　これでなんの問題もなくなったかと思いきや、アルトリシアがエクレル領に戻ると知って不満を訴えた者がいた。

「ぼくはアルティがずっと遊んでくれると思ったんだよ。どうしておうちに帰っちゃうの？」

　ティトは寂しさを通り越して怒っていた。

　顔を真っ赤にしながら目にいっぱい涙を浮かべて、城を出ようとするアルトリシアの袖をしっかりと掴んでいる。

「もうお城は危なくないよ。だからずっといればいいでしょ？」

「でも、私のおうちはパパのおうちだよ」

「やだ……」

　よほど納得がいかないのか、ティトは勢いよく首を横に振る。

「アルティを守れるくらい強くなるから、ぼくと一緒にいて！」

　ティトはこんなにも必死だというのに、アルトリシアの頭の中でサフィとルブは笑っていた。

『ティトはよっぽどアルティが好きなんだな。今の、求婚みたいだった』

『せめてちゃんと狼になれてから言うべきだよなァ』

（ティトにそんなつもりはないと思うよ……？）

　彼は単純にアルトリシアと遊んでいたいだけだ。なにを誤解しているのだとふたりに伝えるも、彼女の後ろではゼノハルトも衝撃に固まっていた。

「ファイス、お前の息子は……」

「今のうちに婚約者として発表しておこうか？」

　ティトの言葉にファイスが乗ったせいで、ゼノハルトがさらに厳しい表情をする。

「本気ではないだろうな」

「ティトが望むならそれもいいと思うよ」

　ファイスは明言せずにゆるりとかわした。あながち冗談でもなさそうな態度である。

『結婚相手候補に試験が必要なら、俺サマも手伝わねェとな』

『兄貴は容赦なくやるからだめだろ』

　ふたりは完全におもしろがっていた。

　まだ色恋など実感も経験もないアルトリシアは、呆れて彼らの声を遮断する。

「じゃあ、パパくらい強くなったら一緒にいてあげる」

　ティトは目を丸くして大きく頷いたが、彼の父は『それは難しいんじゃないか』と額に手を当てている。

　渋い顔をしていたゼノハルトはというと、アルトリシアのひと言に安堵したようだった。特別な力を持っているとは思わないが、多少の腕はあると自負している。

　ティトが彼に追いつくまでにはかなりの時間を要するだろう。

　まだティトはアルトリシアの袖から手を離さず、納得いかない様子だった。

　ファイスが息子の姿に苦笑しながら場を仕切り直す。

「それにしても、本当にいいのかい？」

　尋ねられてアルトリシアは彼を見上げた。

「君が望めば、どんな富も名誉も思いのままだ。聖女としての人生を生きれば、この国の歴史にだって名が残るかもしれない。ここで平凡な生涯を選んだとして、次の機会があるとは限らないんだよ」

「いいんです」

　きっぱり言い切ると、アルトリシアは父を振り返った。
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「私は新しい家族と平凡に生きたいです！」

　そうか、とファイスが親子へと交互に目を向ける。

「ゼノハルト、アルトリシア嬢を幸せにしてあげるんだよ」

「言われずとも」

　答えたゼノハルトの手で抱き上げられ、アルトリシアの身体が浮いた。

　こうして彼の腕に収まるのもすっかり慣れてしまった。どうして今まで他人でいられたのかわからないぐらい、この温かな腕の中は安心する。

「私たちの家に帰るか」

「うん！」

　これから訪れる幸せな日々を思い、アルトリシアは期待に胸をふくらませたのだった。
















書き下ろし番外編










幼女、パパで遊ぶ




　アルトリシアには、小さな野望があった。

　今日もまたエクレル邸の庭園に出向き、明るい日差しの下で父のゼノハルトとともに甘い紅茶とお菓子を楽しむ。

　焼いたばかりのパイの中には、じっくりと火を通し、甘さを引き出した果物が溢れるほど入っていた。アルトリシアがひと口大の大きさに切り分けると、金で縁取られた白い皿にベリーの赤い色が広がる。同時に甘酸っぱい香りが辺りに漂い、食べる前から口の中に幸せを予感させた。

「それでね。ルブが羽根をくれたの。私がきれいだねって言ったから。抜いちゃうのは痛いんじゃないかなって思ったけど、サフィもルブもあんまり痛いって思わないみたい？　欲しいならいっぱい抜いてくれるんだって。でも、そうしたら夕食のチキンみたいになっちゃうってサフィが笑ったの」

　領主として忙しいゼノハルトが用意してくれた貴重なお茶の時間を一瞬も無駄にするまいと、アルトリシアは早口で彼のいなかった時に起きた出来事を話す。

　ゼノハルトは、時々頷きや相槌を返しながら聞き役に徹していた。子どもの他愛ない話を適当に聞き流しているわけではなく、純粋にアルトリシアの話を聞くのが楽しいと感じていることは、彼の表情を見ればよくわかった。

　アルトリシアと過ごしている時、彼は普段まとっている張り詰めた空気を和らげる。屋敷に勤める使用人たちは主の変化を敏感に感じ取っており、どこか冬の冷たさを孕むようだった彼にようやく春が訪れたようだとひそかに思っていた。

　古くから仕えている使用人たちも、愛する妻を亡くし、どこか空虚だったゼノハルトのそんな様子を心から喜んでいる。そして彼と屋敷に温かで優しい時間をもたらしたアルトリシアを、ますます特別な存在として大切に扱うのだった。

　かちゃり、と音がした。

　アルトリシアがひと通り話し終え、喉を紅茶で潤す。そのカップを置いた音だ。

「あのね。パパにお願いがあるんだけど……」

　おずおずと言ったアルトリシアを、ゼノハルトは目を細めて見つめる。

　彼女のお願いを彼が聞かなかったことはない。使用人たちが思っている以上に、ゼノハルトは娘を溺愛していた。

　アルトリシアのお願いは基本的にささやかなものばかりで、名誉と地位に匹敵するだけの財力を持ったゼノハルトに叶えられないものはなかったというのも大きい。

　先日もそうだった。

　かつてマイネス子爵家にいた頃、妹のメルニエラが両親に連れられて行ったイチゴ狩りをいつかしてみたいのだと言ったアルトリシアのために、ゼノハルトはひと晩でそれができる場を整えてみせた。

　たとえ今がイチゴの季節でなくても、アルトリシアが望むのなら、彼女が幸せそうに笑うのなら、彼は叶えてしまうのだ。

　まず、使用人たちの手を借りて食堂の長テーブルにイチゴの苗を並べさせた。赤々と実がなっているものだけを集め、粒も大きいものばかり揃えさせた。アルトリシアの好みを考慮して牛乳を煮詰め、砂糖と絡めた練乳も用意し、彼女が間違っても酸味で顔をしかめるようなことがないよう配慮した。

　そうして完成した場を見たアルトリシアは、かつてゼノハルトのもとに来た時と同じように、うれしすぎて泣いてしまった。

　泣き顔を見るのはゼノハルトも使用人たちも望んでいないが、こういう形で喜びを表してくれるのなら甘んじて受け入れる。

　喜んだアルトリシアは自分だけでなく、屋敷にいる全員と同じ幸せをわかち合いたいとゼノハルトに願った。

　かくして、エクレル邸では賑やかなイチゴ狩りが行われ、今後も手を変え品を変えての開催が決定したのだった。次は果物が全員に行き渡る量を用意すると決めて。

　その時のことを思い出しながら、それまで相槌を打つばかりだったゼノハルトはアルトリシアに尋ねた。

「私にしてほしいことがあるなら、遠慮せずに言え。無理ならば無理と言うし、そうでないなら叶えてやる」

「本当になんでも言って平気？　怒らない……？」

　それを聞いてゼノハルトは内心首を傾げた。

　彼がアルトリシアに対して怒ったことは一度もない。それなのになぜ急に恐れだすのかと疑問を覚えたためだ。

「お前に危険がないものなら怒らない」

「……本当の本当の本当？」

　よほどの『お願い』なのだろうか。微かに眉根を寄せたゼノハルトは、アルトリシアを見つめて姿勢を正した。

「言うだけ言ってみろ」

　アルトリシアはためらったようにうつむいてから、再び顔を上げる。

「パパの髪を編んでみたいの」

　今、娘はなにをどうしたいと言ったのかとゼノハルトは頭の中で言葉を反芻した。

　髪を編んでみたい。聞き間違いでなければそう言ったはずだ。

　たしかにゼノハルトの髪は男にしては長い。

　白金色の長髪を銀糸のようで素敵だと、アルトリシアが気に入っているのは彼も知っていたが、触れたがっていたとまでは思わなかった。

　なぜ、と問おうとしたゼノハルトはその言葉を呑み込んだ。思えば、彼の妻もゼノハルトに触れたがった。

「冷たそうなのに温かいでしょ？　だからゼンに触るのが好きなの」

　永遠の別れをしてからずいぶんと経つのに、まだゼノハルトの耳には妻の優しい声が残っている。他者とは違う、少し変わった視点を持つ人だったと思い出し、アルトリシアとの出会いで忘れかけていた痛みが胸によみがえった。

　アルトリシアはなぜ、父が突然寂しそうに微笑んだのかわからず、やはり難しいお願いだっただろうかと不安げな顔をした。

「えっとね、だめならだめでもいいの。できたらいいなって思っただけで……」

「大しておもしろいものでもないだろうが、それでもいいなら好きにするといい」

「えっ、ほんとにいいの？　お花も付けていい？」

　思わず身を乗り出した娘へ、ゼノハルトは苦笑とともに頷きを返す。

　アルトリシアの顔がぱっと明るく輝いた。すっかりぬるくなった紅茶をひと息に飲み干すと、いてもたってもいられないといった様子で椅子から下りる。

「じゃあ、ちょっと待ってて！　急いで準備するから！　パパはここにいてね！」

「ああ、わかった」

　一目散に駆けて行ったアルトリシアを微笑ましく思いながら見送り、ゼノハルトはひとりでいる時は滅多に食べない甘いパイを口に運んだ。

　それからいくばくもしないうちに、アルトリシアは両手にいっぱい髪飾りや紐を持って戻ってきた。椅子に座ったまま待っていたゼノハルトの背後に立つと、後頭部の位置で結わえたかわいげのない革紐に手をかける。

「ほどいても平気？」

「ああ」

　ゼノハルトがこうして他人に背後を許すのは珍しいことである。

　彼は名の知れた騎士であり、幼少期からずっと軍人として生きてきている。そのため、死角となる位置に人の気配を許したがらない。

　もし、八歳の少女に背を晒した姿を王都の騎士たちに見せれば、誰もが驚くだろう。あの聖騎士ゼノハルトがここまで心を許す人間が存在するのか、と。

　アルトリシアはゼノハルトの髪を引っ張らないよう気を付けながら、慎重な手つきで革紐をほどいた。髪をくくるためだけの紐は、アルトリシアの目に物足りなく映る。

（パパをもっとかわいくしてあげなきゃ）

　謎の使命感に燃えたアルトリシアは、やはり慎重にゼノハルトの髪をくしけずり始めた。軽く背伸びをして頭上に櫛を当て、銀糸のような髪に滑らせていく。

　櫛を入れる必要があるのかと疑問に思うほど、彼女の父の髪は滑らかだった。一生懸命梳かしながら、アルトリシアは自分のふわふわした柔らかい髪を片手で触る。

　血の繋がった親子ではないため、触り心地は当然違う。アルトリシアは残念に思いつつも、いつか自分も父のように髪を伸ばしてみたいと思った。

「なぜ、急に髪を触りたいなどと思った？」

　夢中になって沈黙したアルトリシアへ、ゼノハルトが質問する。

「きらきらしてきれいだから？　あとね、三つ編みにしたらかわいいなって思ったの」

「かわいい、か。私には似合わん言葉だな」

「そんなことないよ！」

　ゼノハルトはアルトリシアに見えない位置で苦笑した。

　彼をかわいいと言った人間はアルトリシア以外にいない。今は亡き母でさえ、彼をかわいいとは言わなかった。

「ここにお花を付けて、三つ編みにしたらこっちに髪飾りを付けて……」

　懸命に説明するアルトリシアだが、残念ながらゼノハルトからはなにをしようとしているのか見えない。

　やがてアルトリシアはきれいに梳いた髪を三つに分けた。量に差があるのはご愛嬌だ。真ん中の一本を垂らしたまま、左右の二本を交互に絡ませ編んでいく。

　再び無言になった娘を邪魔すまいと、ゼノハルトも話しかけずにいた。

　そんなふたりの様子を、たまたま外の回廊を通った使用人のひとりが見る。驚いた顔をするも、彼らには声をかけずに急いでその場を立ち去った。

　しばらくしてから、他の使用人たちを数人引きつれ戻ってくる。

「……あれ、幻覚じゃないよな」

「ゼノハルト様が三つ編みにされてる……？」

「あのピンクの花……。アルトリシア様はあれをゼノハルト様に付けるつもり……？」

　アルトリシアがこの屋敷に来て以来、使用人たちは喜びと驚きの連続だった。これまでの中でも特に、目の前の光景は衝撃的である。

　その後、彼らは仲間たちに見たものを伝えた。手が空いた者たちが入れ替わりにふたりの様子を見に行き、最終的には屋敷にいる全員が彼らのほのぼのした姿を眺めることになったのだった。

　他人の気配に敏いゼノハルトは、使用人たちの視線に気付いていた。しかしアルトリシアはまったく気付かないまま、彼の髪を編み続ける。

　長いだけあって、なかなかに骨の折れる作業だった。髪の滑りがよすぎて、何度もアルトリシアの指を抜けてほどけてしまったり、途中でどう編んでいたかわからなくなって手が止まってしまったり、遅々として進まない。

　作業を行うアルトリシアはもちろん、待つだけのゼノハルトも忍耐を強いられるが、彼は必要があれば何日も同じ場所で待ち続けることができる。実際、かつて戦場で持久戦を強いられた時も、敵の動きに備えて数日籠城し、勝利を収めた。

　時々アルトリシアがうっかり髪を引っ張るも、ゼノハルトは痛がる様子も見せず、声もあげずにおとなしくしていた。

　やがて、アルトリシアの手が止まった。

　もともとゼノハルトの髪をまとめていた革紐ではなく、自身が用意したピンク色の組紐で結わえると、満足げに息を吐いて額の汗を拭う。

「終わったのか？」

「もうちょっと！　まだ待ってて！」

　使用人たちがまさかと思っていたかわいらしい花を手に取ると、アルトリシアは悩みながらゼノハルトの三つ編みの編み目に挿し始めた。

　色合いや位置に頭をひねり、引き抜いたり挿したりを繰り返す。他に髪飾りも用意していたが、それはいらないようだと判断して花だけに集中した。

　普段は近寄りがたい雰囲気のゼノハルトが、花に彩られてアルトリシアの狙い通りかわいく仕上げられていく。

　あっという間にゼノハルトの頭は花畑のようになったが、ひと仕事終えたアルトリシアは出来栄えに感動していた。

「できたー！　見て見て、すっごくかわいいの」

「そう言われても、私からでは確認できないな」

「みんなに見てもらう？　きっとかわいいって言ってもらえるよ！」

　いいなあ、とアルトリシアが言葉を続ける。

　他人にはできても自分の髪ではできない。自分自身の後ろに回って三つ編みを編むことができないからだ。

「今度、サフィとルブにもやらせてもらおうっと」

　それを聞いたゼノハルトは、ふたりの姿を頭に浮かべる。

　人間の姿をしている彼らは、すっきりとした短髪だったはずだ。

「ふたりの髪は私ほど長くないだろう？」

「もふもふの時にやるの。サフィはきっとお花を付けやすいと思うんだ」

　肝心のふたりは、アルトリシアの指輪に姿を変えている。彼女の言葉も聞こえているはずだが、特に反応はない。ここで下手に声をかければ、次の標的になるとわかっているからだ。

　ルブならば苦笑しながらも付き合うだろうが、サフィはまず付き合わない。彼はアルトリシアに恩義を感じ、弟以上に大切に思っているが、かといって自分の気が乗らないことに付き合うほど親切ではなかった。

　気まぐれな自由人――本性を考慮するなら、自由石と言うべきか――だからだ。

　ゼノハルトがアルトリシアの許しを得て立ち上がると、編まれた髪が揺れるのに合わせて花も揺れた。

　それを見たアルトリシアが、楽しそうに声をあげて笑う。

「やっぱりとってもかわいい！」

「かわいい以外の褒め言葉はないのか。先ほどからそればかりだろう」

「うーんうーん、きれい？」

　アルトリシアの感覚だと、ふたつの褒め言葉に大きな違いはない。

「今日はずっとそれでいてくれる？」

　きらきらした目で見つめられたゼノハルトは、彼女の本当にうれしそうな表情を喜ばしく思いながら頷いた。

「構わないが、動くうちに花が落ちるかもしれないな」

「その時はまた付けてあげるね。今のうちに新しいお花を探しておいた方がいいかな」

　善は急げとばかりに駆け出そうとしたアルトリシアを、ゼノハルトは易々と捕らえて抱き上げた。腕の上に座らせると、彼女を見上げて優しく微笑む。

「セルフィアにも見せて構わないか」

　それはゼノハルトの亡き妻の名だ。

「うん！　自慢しようね。ママのお墓もお花でいっぱいにしたいな」

「きっと喜ぶ。お前と同じで花が好きだったからな」

　ゼノハルトはアルトリシアを抱きかかえて歩き出した。行き先は妻が眠る墓だ。

　当然、道中で使用人たちとすれ違うことになるが、ふたりのやり取りを見ていたおかげで心の準備ができていた彼らは、花でいっぱいに飾られたゼノハルトを前にしてもうろたえずに接することができたのだった。










幼女、水浴びをする




　きゃあっと甲高い子どもの声が水辺に響き渡った。

　近くの木に止まっていた鳥たちが、驚いたように羽ばたき飛んでいく。

「冷たいでしょ！」

　悲鳴を上げたのはアルトリシアだ。

　全身びしょ濡れになり、自分に水をかけた蒼い狼に向かって怖い顔をする。もっとも、温厚な顔立ちのアルトリシアがそんな顔を見せたところで、誰も怖がりはしないのだが。

「さっさと来ねェからだよ」

　アルトリシアよりずっと大きい狼がくっくと喉の奥で笑いながら言う。

　こんな姿をしていても、彼の本性は生き物ですらない。人々の生活に欠かせない魔石が人や獣の姿を取った存在がサフィルスファルスフェルステン、通称サフィである。

　どうしてふたりが今、エクレル領内にある森を流れる川にいるかというと、サフィが水浴びをしたいと言い出し、アルトリシアが一緒に行きたいとねだったからだ。

　サフィは気まぐれで適当な性格をしているが、きれい好きな一面がある。

　好んで狼の姿を取る彼は、頻繁に毛繕いをし、常に自分の身体が美しい青銀の毛並みを保つよう気を遣っていた。

　普段、アルトリシアのそばを離れないようにしている彼が唯一離れる瞬間が、こうして遠くに出向いて水浴びをする時だ。

　いつもならばアルトリシアの相手を弟のルブに任せ、自由気ままに出かけるのだが今日はそうならなかった。

「だからって水をかけなくてもいいじゃない！」

　淡い金の髪から水を滴らせながら、腰に手を当ててアルトリシアが怒る。

　川まで来たのはいいが、アルトリシアはこれまでまともに外出をしたことがない。

　そのため、サフィがためらいなく足を踏み入れた水の中に入れなかった。

　彼女の生家は役立たずの娘を外で遊ばせるほど優しい親ではない。

　アルトリシアが知っている外というのは、生家の庭と、ときどき連れ出された領地の村だ。物語の世界も含むのなら、もう少し知る範囲が増える。

　だからサフィが川に行くと言った時、同行を願ったのだ。

　これまではゼノハルトがつけてくれた教師による勉強や、他にやりたいことがあって後回しにしてしまっていたが、今日はちょうど時間が空いていた。

「水浴びなんだから、水の中に入らなきゃ意味ねェだろうが」

「心の準備をしてたの！」

　頬を赤く染めながら怒るアルトリシアは、水を含んで重くなった自分のスカートを手で絞った。地面に落ちた滴が土に吸い込まれて消えていく。

「お前の準備を待ってたら、夜になっても帰れねェだろうなァ」

　そう言うと、サフィは川の流れに顔を寄せた。

　まるで彼自身が川の水と一体化するような光景を、アルトリシアは少し不思議な気持ちで眺める。

　先ほどは勇気が出なかったが、今度こそはと川に足を踏み入れる。そして、サフィにかけられた水よりもずっと冷たい感触に飛び上がった。

「せっかくサフィを洗ってあげようと思ったのに、これじゃできないよ……」

　結局、水辺を出たアルトリシアはしょんぼりと肩を落とした。

　水の冷たさなど気にせずにいたサフィは、アルトリシアに一歩近付くと、彼女の身体に鼻先を押し当てた。

「俺の上に乗りゃいい。それなら、足は水に触れねェだろ」

「サフィは賢いね！」

「ちびとは生きてきた年月が違うからな。年の功って奴だ」

　そうは言っても、彼は長い眠りについていた期間がある。その期間、ずっと活動していたルブに比べれば外界には詳しくない。

　サフィがルブと同じ時間を生きていたとしても、他者に興味を示さない性格のせいで今とさほど変わらない可能性はあったが。

　アルトリシアは屈んだサフィの鼻からよじ登り、彼の背中へと移動した。

　いつもはもふもふの身体が、今は水を含んでしっとりしている。しかし彼の持つ体温のせいか、冷たさは感じない。

「サフィ、ぺちょぺちょしてる」

「嫌な言い方するなよ」

　アルトリシアが小さなバッグから取り出したのは、ここへ来る前に使用人からもらった石鹸だった。花の香りがする薄いピンク色のものだ。

「洗ってあげるね。この石鹸を使うと、すっごくふわふわになるんだよー」

「おー。任せるわ」

　さっそくアルトリシアはサフィの身体を石鹸で擦り始めた。最初はなかなか泡立たなかったが、何度か繰り返すうちに柔らかな白い泡が毛を覆い始める。

　サフィはアルトリシアに洗われている間、伏せの体勢でじっとしていた。

「もっと力入れても痛くねェぞ」

「これでも一生懸命やってるんだけど、まだ頑張った方がいい？」

「そうだなァ。今は撫でられてるのと変わらねェから」

「じゃあ、もうちょっと頑張る」

　アルトリシアは汗を拭いながら、両手――というより全身だろうか――を使ってサフィの身体を丁寧に磨き上げる。

　通常の狼よりも大きな体躯ということもあり、小さなアルトリシアには重労働だった。これがティトのような子犬なら、もっと早く終わっていただろう。

　やがてアルトリシアは背中の上にいるだけではサフィを洗い切れないと気付いた。

　先ほどは冷たさに耐えられなかった川の中に、恐る恐る足を浸し、労働のおかげで火照った身体へと染みる心地よさに歓喜の声をあげた。

　自分の足で水底を踏みしめ、アルトリシアはあらん限りの力を込めてサフィの毛を泡立てた。サフィも気持ちがいいらしく、目を細めてされるがままになっている。

　やがてアルトリシアはふうっと大きな息を吐いた。

「このぐらいでどう？」

「ありがとな。俺も洗ってやろうか？」

「今日はパパと一緒にお風呂に入るからいいのー」

　ふふんとアルトリシアは得意げに胸を張る。

　いつもは使用人たちが彼女を洗ってくれるだけだが、ねだりにねだった末、ゼノハルトと入浴できることになったのだ。そのあとで、よく冷やした果物を食べるという約束もしている。

「お前はほんとにパパが好きなんだなァ」

　ほんのりサフィの声に嫉妬めいたものが混ざるが、アルトリシアは気付かなかった。

「サフィも好きだよー」

　アルトリシアはサフィの欲しい答えをすぐに口にする。

「俺もお前が好きだよ」

　泡だらけのサフィはまたアルトリシアに自身の鼻先を押しつけた。

　きれいに泡を流したあと、ふたりは水遊びを楽しんだ。

　サフィのもとには弟から『ゼノハルトがそろそろ帰ってこいって言ってる』と連絡が入っていたが、アルトリシアを独占したい彼は、それを彼女に伝えなかった。

　陽が暮れてから、遊び疲れたアルトリシアは空気を含んでふかふかになったサフィの背に乗せてもらい、父親の待つ屋敷へと戻った。

　せっかくゼノハルトと入浴する約束をしたアルトリシアだが、その時間まで起きていられず眠ってしまい、お楽しみはまた今度となった。

　それがサフィの計画通りだったのかどうかは、彼にしかわからない。










幼女、ルブと過ごす




　ルベウスベリアヴァントリードは非常に複雑な思いをしていた。

『お前ばっかりいいよなァ。俺はここでパパと退屈な時間を過ごしてるってのに、そっちは楽しくちびと料理だもんなァ』

　先ほどから兄のサフィがひっきりなしに文句を言う。

　これもアルトリシアが突然、お菓子作りをしたいと言い出したからだ。

「ルブ、一緒にやろー」

　おそらく彼女は深く考えずにルブを誘った。

　ちょうど視界に入ったからかもしれないし、いつも遊び相手になっているから誘いやすかったのかもしれない。

　どちらにせよ、アルトリシアが名前を呼んだのはサフィではなくルブだった。

　そのせいで、こうしてエクレル邸の厨房にいる間、兄の声がやまない。

（だったら、自分でアルティと一緒にお菓子作りをしたいって言えばよかっただろ？　なんで言わなかったんだよ）

『俺サマから言うのは違うだろ』

（……誘ってほしかったってわけか。兄貴ってたまに子どもっぽいよな）

『あァ？』

　今、サフィはゼノハルトのもとにいる。

　彼ら兄弟は常にどちらかがアルトリシアのそばにいると決めていたが、離れていても会話ができるという性質から、いつの間にか彼女につかない片割れはゼノハルトの近くに身を置くようになったのだ。

　普段はその役目をルブが負っている。

　サフィは何事も執着しないように見えて、かなりアルトリシアに依存している。彼女に一番近いのは自分でなければならないと思っているようだし、他の誰かが自分よりも優先されるとわかりやすく機嫌を損ねる。

　いつもならば嫉妬の対象はゼノハルトに向けられるが、今日はルブだった。

「ルブー、お砂糖計ってー」

　なにも知らないアルトリシアは、広い厨房をせかせかと慌ただしげに動き回る。

　使用人たちが大丈夫だろうかと心配するように、彼女の様子を扉の陰から見守っていた。手伝おうとしないのは、アルトリシアが自分にやらせてほしいと願ったからだ。

　唯一、ルブだけは彼女の手伝いを許された。

　アルトリシアのお菓子作りの理由が、普段世話になっている人々にお礼をしたいというものだからだろう。サフィとルブはおそらく『人々』の中に含まれていない。

　それは正しかった。ふたりとも人間ではなく、主に獣の姿の方を好む魔石が本性だからだ。

　アルトリシアとゼノハルト、そしてひょんなことから事情を知ったミラルドの国王とその息子の前以外では人の形を取るようにしているが。

「計るってどのくらい？」

　ルブはアルトリシアからの頼まれ事をこなすため、厨房に常備されている白い砂糖の入れ物を手に取った。中には計量スプーンが入っている。

「えっとねー。うーん……いっぱい入れた方が甘くておいしいんじゃないかなぁ」

　彼女はあまりきれいとは言えない字で書かれたメモを、難しい顔で確認していた。厨房で働く料理人に聞いたクッキーの作り方である。

　しかし、どうやらメモできなかった箇所があるようだ。あるいは急いで書いたせいで字が崩れ、読めなくなってしまったか。おそらく後者だろう。

「そういうのって、ちゃんと量が決まってるもんじゃないのか？　下手にたくさん入れたら、そもそもうまく焼けなくなるとか。料理ってそういうもんだろ？」

　こっそり見守っていた使用人たちは、ルブの言葉に大きく頷いた。

『ちびの言う通りにしろよ。甘いのが好きだって知ってるだろ』

（失敗したらアルティが悲しむだろ？　それだけは避けなきゃだめだ）

　手伝いを乞われたのが兄ではなく自分でよかった。ルブは心からそう思った。

　サフィは結果がどうなるかよりも、アルトリシアの希望を優先させる。もし彼がここにいたら、厨房の砂糖を使い果たして大惨事になっていただろう。

「俺、聞いてこようか？　少なくしすぎて、甘くないクッキーになっても嫌だもんな」

「うーん。でも、聞いちゃったらひとりで作ったことにならないんじゃない？」

　アルトリシアが悩みながら言う。

「お礼のために作るんだから、私ひとりで頑張らなきゃだめだと思う！」

「もう俺が手伝ってるし、話を聞くくらいなら大丈夫だって」

「ルブは特別なのー」

　そんなアルトリシアの声は、ルブを通じてサフィに届いてしまった。

『ルベウス、後で反省会な』

（なんでそうなるんだよ）

　ルブは、滅多に自分をそう呼ばない兄の言葉から、特別というひと言を気にしているのだと悟って苦笑する。

　しかし、兄が機嫌を損ねようとなんだろうと、ルブにとってはこうしてやり取りできることがうれしかった。

　ずいぶんと長い年月を、ルブはたったひとりで生きてきた。眠りについてしまったサフィの目覚めを、寂しさと孤独を抱えながら待ち続けたからである。

「アルティ、このままじゃ作業が進まないよ。だからさ、これだけ聞いてこよう？」

「……今度、字の先生も呼んでもらわなきゃ」

　アルトリシアは、紙面を這うぐちゃぐちゃの字を見て落ち込んだように溜息を吐いた。

　どうやら正確な調理方法を確認しても問題ないらしいと判断し、ルブは扉の陰から覗く使用人たちのもとへ向かう。

「今の、聞いてたよな？　アルティが失敗しないように手を貸してほしいんだ」

　ルブはサフィと違って、積極的に人間と接する。

　サフィは自分と弟と、そしてアルトリシア以外に興味を持たない。世界中の人間が死に絶えようと、平気な顔をしているだろう。

　一方、ルブはアルトリシアとサフィを優先しつつも、自分とは違う時間を生きる人間に興味を抱いていた。彼からすればたった一瞬しか生きない存在だが、人間たちが生み出したものは非常に多い。魔石を操るという行為も、ルブはおもしろいと思っていた。

　本来の厨房の主である料理長が、ルブに一枚の紙を差し出す。そこにはわかりやすく材料の分量が書かれていた。

「ありがとな。これ、アルティに渡してくるよ」

　紙を受け取ったルブは、それを卵と格闘しているアルトリシアのそばに置いた。

「この通りに作れば大成功間違いなしだ。頑張ろうな」

「うん！　でもね、卵がうまく割れないの……」

　アルトリシアの力では、ボウルの縁に打ち付けても殻にひびが入らなかったようだ。

　それに気付き、ルブは彼女の手から卵を取ると、さほど苦労せずに中身をボウルに落とした。鮮やかな黄身は、本来ひとつだというのにふたつだった。

「あっ、双子卵だね！　サフィとルブみたい」

　うれしそうな笑みにつられ、ルブも口元を緩める。アルトリシアも双子として生を受けたはずだが、いろいろと苦い過去のせいで頭から追いやっているようだ、と考えながら。

「きっとおいしいクッキーができるよ。ルブもそう思うでしょ？」

「アルティが作ったってだけで、すごくおいしくなるに決まってる」

　アルトリシアは少し照れたようにはにかんだ。

　どうして一瞬しか生きない人間が、時間をかけてこんなものを作り、食べたがるのかルブにはわからない。

　アルトリシアと一緒にいればいつかはわかるのだろうかと思いながら、ルブは再び騒ぎ出した兄の『俺が食うまでお前は食うな』という言葉を黙殺した。










あとがき




　こんにちは、晴日青です。ベリーズファンタジーでは初めましてになりますね。

　このたびは『「役立たず」と捨てられましたが、最強パパともふもふの愛娘になりました』を手に取っていただき、ありがとうございました。

　本作が世に出るにあたり、お力添えくださった方々にもこの場をお借りして感謝を申し上げます。

　今回、イラストは凪かすみ先生にご担当いただきました。

　以前から凪先生の絵に魅了されておりまして、お願いできると確定した時には、家でそっと喜びの踊りを舞いました。本当にありがとうございます。

　各キャラクターたちの素敵さはもちろん、イラストに挿し込まれた細かい部分に感動したので、ぜひ本編を読んだ後にもう一度隅々まで見ていただきたいです。

　感想もいただいたのですが、サフィのバーサーカーっぷりについて触れられていてにこにこしました。

　これから本編に進む方は、どのくらい暴走するのか楽しみにしていてください。




　さて、普段はマカロン文庫や、ベリーズ文庫の方で現代が舞台の恋愛を書いているのですが、今回は剣と魔法のファンタジー世界のお話です。

　もともとファンタジーものが大好きだったのもあり、うきうきしながら設定を練りました。

　幼女主人公ともふもふは決まっていたので、そこからどう楽しんでいこうかなと……。

　鉱石が好きなので石ネタを絡ませようと『石×もふ』にし、さらに人間としての保護者がいた方がいいと思ったのと、ファンタジーなら長髪男子がいける！と思ったのとで、ゼノハルトのベースができました。あとは、アルトリシアが腕に抱ける大きさのもふもふが欲しかったのと、彼女の行動範囲を広げるためにティトが誕生しています。

　石ふたりは初期案では三人兄弟でして。サフィはずっと変わらず、ルブは紆余曲折の末、こんなキャラに落ち着きました。

　兄貴とお兄ちゃん、とそれぞれ系統の違う『兄』でしたが、どちらの方がより人気なのか気になるところです……。でもやっぱり最強パパに軍配が上がるのでしょうか。

　それにしても、人間じゃないものを書くのは楽しいですね。『よくわからない人（もの）』が好きなので、これからも隙を見つけて書いていきたいものです。




　それではまた、どこかでお会いできますように。

晴はる日ひ青あお
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。


※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。












「役立たず」と捨てられましたが、最強パパともふもふの愛娘になりました
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